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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　森沢晴行
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『たとえ天地が割われ世界に終しゆう焉えんが訪おとずれようとも、絶対に起こり得ないことが一つある。


　────鷹たか崎さき駆かる真ま少しよう尉いが男になびくことだ』





　それは噂うわさと言うよりも、蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団だんの騎士たちの共通認にん識しきのようなものであった。


　無表情と無愛想の仮面さえ着けていなければ絶世の美少女である彼女に恋こい心ごころを寄せる男は決して少なくない。恐おそらく思いの丈たけを打ち明けられたことも一度や二度では済すまないだろう。


　だが彼女は、人形の如ごとく可か憐れんな姿し容ようを持ちながら、一度もその身に色恋の話を纏まとったことがなかったのである。その異様な身持ちの堅かたさから、駆真が実は敬けい虔けんな壬み耶や聖せい教きよう徒とであるとか、同性愛者であるとかの噂が流れたこともあるほどだ。


　だが本当は誰だれもが薄うす々うす感づいていたのだ。駆真はただ単たん純じゆんに──色恋に興味がないだけなのだと。








　しかし──





　　　　　◇





「鷹崎──駆真、……さん」


　彼は、呆ぼう然ぜんとその名を呟つぶやいていた。


　長らく焦こがれた、その名を。


「…………っ」


　息が詰つまり、上う手まく言葉が発せない。とはいえそれも仕方のないことだろう。騎士団庁ちよう舎しやの曲がり角でいきなり彼女とぶつかるなど、彼は微み塵じんも想像していなかったのだから。


　──鷹崎駆真は美しい人だった。


　およそ人間を構成するとは思えない優ゆう美びな記号によって形作られた、まさに奇き跡せきのような存そん在ざいである。否いな──奇跡という表現すら、彼女の前には陳ちん腐ぷな言葉に成り下がると言ってもいいかも知れない。


　それほどまでに、彼の目に、駆真の姿すがたは鮮せん烈れつであったのだ。


　全身のあらゆる要素、そして恐らくはその精神を構成する材料に至いたるまでを、例外なく神に祝福されたであろう完かん璧ぺきなる少女。それが駆真だった。


　最高級の絹きぬさえ嫉しつ妬とを覚えるであろう肌き理めの細かな白い肌はだに煙けぶるは、しかしそれとは対照的な漆しつ黒こくの髪かみである。相あい容いれぬはずの二色が、何な故ぜか彼女という存在の上では共存していた。


　彼が恋こい焦がれるのを、一体誰が止められようか。


　彼の心は、駆真を一目見たときから、完全に彼女に捧ささげられていた。


　寝ねようが覚めようが関かかわりなく、彼は彼女のことを考えずにはいられなかった。


　故に──彼は驚きよう愕がくしたのである。このように突とつ然ぜん、彼女に会ってしまったのだから。


「──────」


　彼女は、桜の花はな弁びらのような唇くちびるを動かし、何か言葉を口にした。


　舞まい上がった彼の脳のうは、その言葉を細かくは記き憶おく出来なかったが、それが優やさしさに溢あふれたものだったということだけは覚えていた。


「あ、あの、鷹崎駆真少尉……っすよね？　俺おれ、その──」


　上手く言葉が紡つむげない自分に腹はらが立つ。


　だが駆真はその間も、微び笑しようを浮うかべながら彼のことを見ていたように思う。


　嗚あ呼あ、そうだ。彼女のその表情に後あと押おしされて、彼は今言うべき言葉を見つけ出せたのだった。


　身か体らだが叫さけんでいる。今この機を逃のがしてはならないと。彼は駆真の手を取ると、意を決して声を上げた。


「──ッ、け、結けつ婚こんしてください──ッ！」


　──嗚呼、言った。言ってしまった。


　非常識極まりない言葉を吐はいてしまった。


　だが駆真は少し驚おどろいたような顔を見せたものの、すぐに表情を優しげな微笑に戻もどしたと記憶している。


「──────」


　駆真が何かを言う。これも──詳くわしくは覚えていない。


　だが……漠ばく然ぜんとしたイメージは頭の中に残っていた。


　それは非常に色いろ好よい返事であったように──


　思う。




[image: ]


　午後十二時三十五分。ポーチ内の携けい帯たい電話が震ふるえるのを感じて、鷹たか崎さき駆かる真まはばっと顔を上げた。


　長い黒くろ髪かみに、病的なまでに白い肌はだ。人形のように端たん整せいな顔の中央には、血色の目が覗のぞいている。どこかの姫ひめ君ぎみといっても通用しそうな姿し容ようを覆おおうのは、しかし鉄のような無表情と蒼そう穹きゆう園えん騎き士し団だんの制服であった。


　駆真は少しだけ目を細め、携帯電話の震えを感じ取る。


　振動二秒、停止一秒のリズム。この間かん隔かくは身か体らだが覚えている。これは着信でもメールでもない。駆真自身が過去にセットしていたスケジュールアラームだ。ポーチの口に手を差し入れ、携帯電話側部のボタンを押してバイブレータを止めると、小さく息を吐いてから、クリップボードを持っていた右手を下ろした。


「少しよう尉い？　どうかしましたか？」


　そんな駆真の様子を不思議に思ってか、前方にいた錐きり本もと美み栄はえが首を傾かしげてくる。そちらに目をやると、他の部下たちも同じような顔をしているのが分かった。


　駆真は手近な場所にいた美栄に、数枚まいの書類が挟はさまれたクリップボードを手て渡わたす。


「錐本。すまんが、あとは頼たのむ」


「え──ええっ？」


　素すっ頓とん狂きような声を上げて、美栄が返してくる。しかし駆真は顔に何の表情も浮うかべぬまま身体を後ろに向けると、そのままつかつかと歩いていった。


「おい、鷹崎」


　後方からその肩かたを摑つかんだのは、鷹崎小隊の副隊長を務める騎士・三み谷や原はら雄ゆう一いちだった。伸のばしっぱなしの髪に無ぶ精しよう髭ひげ。上うわ背ぜいはそれなりにあるのだが猫ねこ背ぜ気味のため、確実に数センチは損そんをしているであろう男である。


　駆真は馴なれ馴れしい部下の口調を正すでもなく、鬱うつ陶とうしげに手を払はらった。


「なんだ」


「なんだじゃねェだろ。どこ行くつもりだ。まだ──」


　言葉の途と中ちゆうで、駆真はまた歩き出した。三谷原が慌あわてて追ってくる。


「おいこら、話くらい聞けよ」


「歩きながら聞いてやる。とりあえず私の足を止めさせるな」


　言って、格かく納のう庫こ内に靴くつ音おとを響ひびかせていく。


　今駆真をはじめとする鷹崎小隊の面々がいるのは、蒼穹園騎士団本部の南ブロックに位置する第三格納庫であった。広大な空間に幾いくつものパレットが並ならべられ、その上に空エ獣アの死し骸がいがワイヤーで括くくり付けられている。パレットは金属製で相当な重量があるはずなのだが、中には数センチほど浮いてしまっているものもあった。


　大地に嫌きらわれた怪かい物ぶつと称しようされる浮ふ遊ゆう生物・空エ獣ア。その身体は爪つめの一ひと欠かけ片らに至いたるまで不ふ随ずい意いに浮遊する。空エ獣アの大きさによっては、重りを兼かねているはずのパレットを浮かせてしまうこともままあった。


　浮遊特性を持つ空エ獣アの身体は非常に有用な資し源げんとなるため、無む駄だには出来ない。故に騎士団で撃げき退たいした空エ獣アの死骸は、普ふ通つうならすぐに加工場に回されるのである。だが諸しよ般はんの事情で施し設せつの受け入れ態勢が整っていないときなどは、一時的に空いている格納庫に保管されることがあった。


　駆真たちは、搬はん入にゆうされてきた空エ獣アのチェックを行っていた。通常であれば実戦部隊である鷹崎小隊の仕事ではないのだが、人手が足りないときなどは引っぱり出されることがあるのである。


　確かに、特別重要な仕事ではない。しかしだからと言って、駆真のように理由も告げずに抜ぬけ出してよいようなものでもなかった。


「……ったく、一体どうしたってんだ。一応仕事中だぞ」


「悪いが用事がある。すぐ戻るから進めておいてくれ」


　早足で歩きながら、三谷原の言葉に返す。すぐに、彼のわざとらしいため息が聞こえてきた。


「だから、理由を言え、理由を」


　しつこく言ってくる三谷原。駆真はそちらを一いち瞥べつしてから、騎士制服のボタンを一つ外し、その間に手を入れた。


「これだ」


　言いながら、内ポケットから小さく折り畳たたまれた紙を取り出し、広げてみせる。


「……ああ？　なんだこりゃ」


「見ての通りだが」


　駆真はぴくりとも表情を変えずに口のみを動かす。


　それは一枚のチラシであった。光こう沢たくのある紙の表面に、カラフルな文字や写真が印刷されている。普通に新聞の間に挟まっていそうなものだが──違ちがう。紙の右下に、場違いなことに蒼穹園騎士団公こう認にんの印が認みとめられた。


「……ここの売店のチラシか？　受付とかで配ってるヤツだよな」


「ああ」


　首しゆ肯こうする。そう、このチラシは蒼穹園騎士団本部庁ちよう舎しや一階に位置する売店のものだった。


「これがどうしたよ」


「そこの、一番左下の商品だ」


　駆真の言葉に、三谷原が目を細めてチラシを見る。


「……蒼穹園騎士団公認マスコット・そうきゅん、完全限定巨きよ大だいぬいぐるみ……一万九千八百苑えん……？」


　そこには三谷原が読み上げたとおり、大きなぬいぐるみの写真が載のっていた。ウサギと犬を足して二で割わったような変へん梃てこなデザインのキャラクターが、愛あい嬌きようがあるのだかないのだか分からない微び妙みような表情をして座すわっている。


「……それで？」


「もっとよく読め。本日の午後一時から、先着十名にのみ販はん売ばいとあるだろう」


「ああ、あるな。……なんだおまえ、こういうの好きだったのか？」


「いや」


　肩をすくめながら言った三谷原に、一時も間をおかずに返す。


「はァ？　んじゃ何だよ」


　と、そこで駆真と三谷原は第三格納庫の出口に差し掛かかった。スピードを緩ゆるめることなく、そのまま格納庫間の連れん絡らく通路に出る。


　駆真は規則的に靴音を鳴らしながら続けた。


「そうきゅんは蒼穹園騎士団公認のキャラクターだからな。一部のライセンス店を除のぞいては、一般の店で取り扱あつかうことが出来ない」


「ああ、そうらしいな」


「しかし人気があるようでな。記念品欲ほしさに騎士団の見学に来る子こ供どももいるそうだ」


「ほう」


「特に小学校の女子児童の間で人気が高いらしい」


「…………………………ほう」


　三谷原の声こわ音ねが急に低くなる。まるで……そう、何かを察したかのように。


「……在あり紗さちゃんか。そういや、そろそろ誕たん生じよう日びだっけな」


　駆真は無言で、深く首を前に倒たおした。


　そう、駆真の最愛の姪めい・鷹崎在紗が、今日からちょうど二週間後の六月六日、十二歳の誕生日を迎むかえるのである。


　駆真はおよそ三ヶ月前から、入念なリサーチを行っていた。当人には気づかれないようにそれとなく探さぐりを入れ、親しい友人に聞き込みをし（きちんとお菓か子しで口くち封ふうじも忘わすれない）、広告や雑ざつ誌しに載っている品物を見るときの在紗の反応に至るまで細かく丁てい寧ねいにチェックした。その結果導き出された品物がこの、巨大そうきゅんなのである。


　在紗の通う学校でもこのよく分からないキャラクターは大人気らしく、在紗自身、何度か駆真の前で可か愛わいいと漏もらしていた。もうこれで喜ばないはずはない。ぬいぐるみを贈おくられ、驚おどろく在紗の姿すがたが目に浮かぶ。わぁ！　ねえさますごい！　なんで私が欲ほしい物分かったの？　もう、ねえさまだーい好き。なんてほっぺにチューくらい貰もらえるかも知れない。駆真は脳のうがとろけそうになる感覚の中、さらに歩調を速めた。


「鷹崎、よだれ」


「────っ」


　三谷原の声で我われに返る。駆真は無表情のまま、よだれをひとすじ垂たらしていた。咳せき払ばらいを一つしてから、制服の袖そでで口元を拭ぬぐう。


「──とにかく、だ。これを手に入れたらすぐに戻もどる。見み逃のがしてくれ」


「へいへい……在紗ちゃん絡がらみじゃあ、どうせ引き留とめても無駄だろうしな」


　さすがに付き合いが長いだけあってよく分かっている。駆真は満足げに首肯した。


「……しっかし、売店行くんじゃないのか？　こっち逆方向だろ？」


　三谷原が尋たずねてくる。確かにもっともだ。そうきゅんを販売する売店があるのは、本部庁舎の東ひがし棟とう一階である。今の進行方向とはまったく逆の向きであった。


　しかし駆真は問題ないと呟つぶやくと、連絡通路の先──第二格かく納のう庫この扉とびらを開け、そのまま中に入っていった。


　庫内は先ほどの第三格納庫と似たようなものである。広大なスペースに、整備士たちの発する作業音が幾いく重えにもこだましている。ただこちらには空エ獣アの死し骸がいは見受けられず、搭とう乗じよう型がたの飛行機械──天てん駆く機き関かんが綺き麗れいに並ならべられてるのみだった。


　駆真は迷いなく壁かべ際ぎわを進むと、その一角──ロッカーのようになっている箇か所しよで足を止めた。慣れた調子で金属製の扉を開ける。と、そこには鈍にび色いろの手てつ甲こうとブーツが格納されていた。


「今からまともに向かったのでは到とう底てい間に合わん。これで行ってくる」


　言いながら甲かつ冑ちゆうを手に取り、その場で手足に装そう着ちやくしていく。


　マーケルハウツ式と呼よばれる甲冑型の天駆機関である。搭乗型のそれよりも操そう縦じゆうに高い技能が要求されるゆえ、滅めつ多たに使用する者がいないタイプだ。


　蒼穹園騎き士し団だん本部の敷しき地ちは広大である。本部庁舎、格納庫、官舎、演習場を含ふくめれば、町の一区画くらいは容た易やすく収まってしまうだろう。順路を通って行ったのではまず間に合うまい。


　駆真はすぐに装着を終えると、甲冑の調子を確かめるように二、三回踵かかとを床ゆかに打ち付ける。と──まるでそれに合わせるかのように、格納庫側部のハッチが開き、外の光が庫内に入り込こんできた。


　多分どこかの部隊が任務を終えて帰投してきたのだろう。駆真は手甲を着けた手を何度か握にぎったり開いたりしながら、足を一歩前に踏ふみ出した。


「ちょうどいい。このままハッチから出る」


「あー、はいはい。気を付けてな」


　三谷原の適当な見送りを背せに、駆真は天駆機関を〈浮フロート〉駆動させた。そのまま床を蹴けり、ハッチの方に向かって長いアーチを描えがくように跳ちよう躍やくする。


　天駆機関には大きく分けて四つの駆動が存そん在ざいする。〈浮フロート〉は空エ獣アの死骸の特性そのままに、天駆機関を浮遊させる基本駆動だ。


　そしてハッチ付近に辿たどり着いたところで〈着タツチ〉、天駆機関を着地させる。


　駆真が足を床に落ち着けた瞬しゆん間かん、任務を終えたばかりと思おぼしき小隊が、天駆機関を緩ゆるやかに駆動させながら格納庫内に入ってきた。人数は六名。搭乗型天駆機関に跨またがった騎士の影かげが五つと──


「………………」


　駆真は、無言で顔を逸そらした。出来るだけ目立たぬようにハッチに背を向け、小隊が通り過ぎるのを待つ。だが。


「──あらぁ？」


　後方から、そんな声が聞こえてくる。駆真は深くため息を吐ついた。


「たーかさきー。こんなところで何してるのよ」


「……鳶とび一いち」


　面めん倒どうな奴やつに捕つかまった。駆真は小さく舌打ちしてから振ふり返った。


　小隊を率いていた騎士が、その場に着地して駆真の方へ歩み寄ってくる。明るい茶色に染そめられた髪かみをツーサイドアップにくくった、駆真と同年代くらいの少女だ。気の強そうな双そう眸ぼうを駆真に向け、挑ちよう発はつするかのように唇くちびるの端はしを上げてくる。


「今から出しゆつ撃げき？　それにしてはご自じ慢まんの小隊が見えないけれど。──あぁ、もしかしてとうとう見限られたの？　あはははっ」


　言って、天駆機関をがしゃりと鳴らしながら、手にしていた長物を肩かたに担かつぐ。


　彼女が身につけているのは、駆真のそれとは形式の異ことなる装着型天駆機関であった。エルザ式。胸きよう部ぶを覆おおう鎧よろいのような形状をしている天駆機関だ。背には推すい進しんのため噴ふん出しゆつ口こうを備えたパーツが付いており、まるで羽のように見えた。


　鳶一槙まき奈な少しよう尉い。駆真と同じように若くして小隊を率いる才さい媛えんだ。その指し揮き能力、空戦技能は、騎士団内でも指折りである……の、だ、が。


「まぁ無理もないわよねぇ。いくら騎士とはいえ、上司くらい選びたいでしょうし。感情あるんだかないんだか分からないむっつりサイボーグ女の下で働きたいなんて変わり者がそう何人もいるとは思えないもの。あぁ、別に誰だれとは言わないわよ、誰とは」


　駆真はまたも息を吐はき出した。確かに鳶一槙奈は優ゆう秀しゆうな騎士だ。それは駆真も認みとめている。近接戦せん闘とうから遠えん距きよ離り射しや撃げきまでそつなくこなす能力は、正直羨うらやましく思ったこともあるほどだ。


　しかしこの女、何が気に入らないのか、駆真の顔を見るたびこのように突つっかかってくるのである。


　槙奈はしばらくの間気持ちよさそうにぺらぺらと喋しやべっていたが（内容は特に覚えていない。どうせ駆真の悪口だろう）、駆真がずっと無言でいるのを不ふ審しんに思ったのか、言葉を切って顔を近づけてきた。


「ちょっと、聞いてるの？」


「悪いが急いでいる。あとにしてくれ」


「ぅえ？」


　間の抜ぬけた槙奈の返事を聞きながら、駆真が天駆機関を〈浮フロート〉にセット──


　……しようとしたところで、がっしりと肩を押おさえつけられる。


「……何をする」


「何逃にげようとしてんのよ！　まだ話は終わってないんだから」


「別に話などない」


「あんたになくても私にはあるの！」


「……何だ、一体」


　駆真が面倒そうに聞き返すと、槙奈はふふんと顔を少し上方に向け、わざわざ見下ろすような姿し勢せいを作ってから続けてきた。


「この時期に騎士が話す話題なんて一つしかないじゃない。──とうとうあと二週間ね。待ちわびたわ」


「二週間……ああ」


　駆真は得心がいったようにうなずいた。


「意外だな、おまえも楽しみか」


「意外？　当然じゃない。ようやく皆の前であんたを打ち負かせるかと思うと、今から笑いが止まらないわ」


「おまえを招待した覚えはないが」


「はあ？　何言ってんのよ。なんで私が参加するのにあんたの許可が必要なわけ？」


「……まあいい、祝い事だ。人数は多い方がいいだろう。──しかし今聞き捨ずてならんことを言ったな。私を打ち負かすだと？」


「言ったわよ。何か問題でも？」


　唇を笑みの形にし、腕うで組ぐみしながら槙奈が鼻を鳴らす。


「いや、別に問題はない。それだけ自信があるのだろうな。喜ばしいことだ。しかし──悪いが、私には及およぶまい」


「な、何ですってぇ!?」


　槙奈が首を前に戻し、眉まゆの間にしわを寄せて叫さけぶ。


「今年の私は入念に準備を重ねてきた。おまえが付け入る隙すきは微み塵じんもない」


「……大した自信ねえ。ふん、せいぜい恥はじをかかせてあげる」


「おまえには不可能だ、鳶一。おまえが一体何を用意しているか知らんが、私の完全限定巨きよ大だいそうきゅんには──」


「ちょ、ちょっと待ちなさいよ、一体何の話をしてるわけ？」


　手を制止の形に広げ、槙奈が額に汗あせを光らせながら言ってくる。駆真は小さく首を傾かしげながら返した。


「…………在紗の誕たん生じよう会かいの話ではないのか？」


「違ちがうに決まってるでしょ！　誰よそれ！　ていうか誕生会に勝ち負けとかあるの!?」


「無む論ろん、在紗が一番気に入るプレゼントを贈おくった者が勝者だ。ちなみにここ五年間、私は負け無しだぞ。……まあ、さすがに去年は肝きもが冷えたがな。まさか三谷原め、あんなものを出してくるとは……」


　あごに手を置き目を細めて呟つぶやく。そう、去年の三谷原のプレゼントはなかなかに素す晴ばらしかった。日ひ頃ごろの作戦行動時を含ふくめても、駆真が三谷原にあそこまで賞賛をおくった事例は他ほかにあるまい。そう……苦々しいながらも認めざるを得なかった。まさかあれをああしてプレゼントに仕立て上げるとは。あのときの在紗の喜びようは──


「そ・ん・な・の・は、どうでもいいのよッ!!」


　槙奈が両手をじたばたさせながらわめく。
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「二週間後って言ったら、蒼穹園武会に決まってるでしょうが！」


「──ああ」


　言われて、初めて気づく。駆真は浅く首を倒たおした。そういえばもう、そんな時期か。


　蒼穹園騎士団技能演習競技会。──通称、蒼穹園武会。


　蒼穹園騎士団本部で年に数回行われる演習のうちの一つである。他の演習とは形式が異ことなり、トーナメント形式の個人戦で勝敗を争うシステムになっている。その形式のためかイベント的な色合いが強く、騎き士し団だんの中でももっとも盛もり上がる行事といえた。


　だが。


「悪いが、私は参加登録をしていない」


　駆真は、事も無げに言い放った。


　蒼穹園武会は特とく殊しゆな形式で行われるゆえ、どうしても本戦参加者を削けずらなければならない。そのため本戦の一週間ほど前に予選が行われるのだが、それ以前に、参加を騎士の自由意志で決められるのであった。


　無む論ろん自由とはいえ、やむを得ない理由のある者以外はほぼ全員が参加する。だから槙奈の反応も至し極ごく当然のものであると言えた。──目を見開き眉まゆを歪ゆがませ、口をあんぐりと開けて呆ぼう然ぜんと駆真を見てくることも。


「な、何言ってんのよあんた。蒼穹園の騎士なら出て当然でしょ……!?」


「任務でないのなら出る必要はないだろう」


「武会の優勝は、騎士にとって最高栄えい誉よの一つじゃない！」


「別に興味ない」


　と、駆真の視し界かいの端はしに、格かく納のう庫この壁かべに設しつらえられた大きなデジタル時計が映うつり込こんだ。


「……む、本格的に時間が無くなってきたな。悪いが行かせてもらうぞ」


「ちょ──ッ」


　幸い今度は槙奈の手は肩かたに届とどかなかった。駆真は軽く足を縮ちぢめると天てん駆く機き関かんを〈翔ソア〉駆動させ、本部庁ちよう舎しやへと向かっていった。


　その背に、鳶一槙奈の甲かん高だかい叫びを聞きながら。





　　　　　◇





　逸はやる気持ちを抑おさえ切れないとはよく言うが、本当に心しん臓ぞうが身か体らだを突き破って外に逃げてしまうのではないかと思えるほどの高こう揚ようを味わったことのある人間が、果たしてこの世に何人いるだろうか。


　松まつ永なが衛えい二じは間ま違ちがいなくその一人であった。足を上げ、床ゆかに下ろす。そんな何の変へん哲てつもない歩行の動作一つを行うだけで、身体中が陶とう酔すいで溢あふれていく。


　その興こう奮ふんの原因は分かり切っている。まずはその出いで立ちだ。彼自身に日頃と変わったところはない。襟えり足あしを引っ詰つめにした黒くろ髪かみも、綺き麗れいに斜ななめ上を向いた眉も、細かな傷きずだらけの身体も、いつも通りである。


　しかしその身に纏まとっているのが、蒼穹園騎士団の騎士たることを示す紫し紺こんの制服というのなら話は別だ。その一色が加えられるだけで、彼の身は先日までのしがない訓練兵から、誇ほこり高い騎士のそれに変へん貌ぼうするのである。


　また衛二が今歩いている場所も、そのハイな気分を構築するのに一役買っていた。


「……っはぁー……」


　思わず感かん嘆たんの息が漏もれる。淡あわい色調で構成された広々としたロビー。行き交う人々は皆みな上じよう腕わんに、騎士団の誇りたる翼つばさの紋もんを持っている。


　蒼穹園騎士団本部庁舎。空の怪かい物ぶつ・空エ獣アから人々を護まもる騎士たちの城。夢にまで見た、蒼穹園地上防ぼう衛えいの中ちゆう枢すうである。


　彼が正式に部隊に配属されるのはまだ先なのだが、既すでに荷物を本部敷しき地ち内にある官舎に運び込んでいるため、一部施し設せつの使用が認みとめられていた。そこで、念願であった本部庁舎に足を運んだというわけだった。


　訓練所で合格を言い渡わたされたときにも、制服を受け取ったときにもなかった、得も言われぬ感動が全身を駆かけめぐる。達成感。目標に一段だん階かい近づいたのだという充足が、引っ越こしで疲つかれているはずの衛二の身体を驚おどろくべき速度で回復させた。


　──そう、騎士になり、本部に配属されたということは、彼女に一歩近づいたということなのだ。


　脳のう裏りに浮うかぶ彼女の姿すがたに、更さらに胸むねが高鳴る。風に遊ぶ長い黒髪。抜ぬけるように白い肌はだ。およそ人のものとは思えない血色の瞳ひとみ。彼はそれら全すべてを、つい今し方目にしたかのように明確に思い出すことが出来た。


　別に彼の記き憶おく力が優すぐれていたわけではない。ただ単たん純じゆんに、その少女の姿が鮮せん烈れつ過ぎたのだ。目を閉じれば瞼まぶたの裏うらに焼き付いていることが分かる。彼は歩きながら目を瞑つむり──


「──ぬぉあッ!?」


　横からぶつかってきた何かに突つき飛ばされ、床を這はった。


　考えてみれば当然だ。人通りの多い本部庁舎のロビーを歩きながら目を瞑るなど、愚ぐ行こう以外の何ものでもない。彼はしたたかに打ち付けた頭をさすりながら身を起こし、今し方自分に突とつ撃げきしてきた人物を見やった。


「す、すいません……大だい丈じよう夫ぶっすか？」


「………………」


　どうやら相手は女性らしかった。衛二とぶつかった拍ひよう子しに転んでしまったのだろう、顔から床に突っ伏ぷし、長い髪を辺りに散らしている。


「あのー……」


　無言で倒れたままの少女の肩を揺ゆする。と、それに反応したかのように彼女はむくりと顔を上げた。


「──────ッ」


　一いつ瞬しゆん、息が止まった。慌あわてて目を開ける。──否いな、その行こう為いは無意味だった。瞼ならば既に開いている。


　だが、彼が自分の目を疑うたがったのも無理はなかった。何しろ、今の今まで瞼の裏側に映うつし出されていた少女の姿が、そこにあったのだから。


「あ──」


　先ほどの動どう悸きで心しん臓ぞうが飛び出してしまうというのなら、今この瞬間、彼の心臓は粉こな微み塵じんに破は裂れつしてしまったろう。指先が震ふるえる。目の焦しよう点てんが定まらない。肺はいが呼こ吸きゆうの方法を忘ぼう却きやくしていく。


「鷹崎──駆真、……さん」


　間違いない。彼は唾だ液えきを飲み込んだ。鷹崎駆真。何度も夢に見た少女が今、そこにいた。


「……気を付けろ」


　駆真は衛二の驚きよう愕がくなど知らぬ顔で忌いま々いましげにそう言うと、床に手をついて立ち上がった。


　そして彼を一いち瞥べつもせず、ロビーの奥おくへ走っていこうとする。


「…………っ！」


　脳のうはまだ呆ぼう然ぜんとしている。事故とはいえ鷹崎駆真に触ふれたという認にん識しきが、処しよ理りしきれずに滞とどこおっていた。


　だが、彼の身体は半なかば不ふ随ずい意いともいえる反応を示した。神が与あたえたもうたとしか思えない、この奇き跡せきのような機を逃のがしては、次に彼女と対面することが出来るのはいつになるか見当もつかない。思し慮りよも熟じゆつ考こうも意識の外。彼の手は半ば自然に、甲かつ冑ちゆうに包まれた駆真の足に伸のばされていた。


「────なッ」


　予想外の追撃に短い悲鳴を漏らした駆真は、衛二が摑つかんだアキレス腱けん付近を軸じくに、ビターン！　と凄すさまじい音を立てて再び床に激げき突とつした。


「あ」


　一いつ拍ぱくおいて、衛二は自分のしてしまったことを理解した。顔が青くなっていくのが自覚出来る。


「……貴き様さま」


「す──っ、すいませんッ！」


　赤くなった鼻をさするようにして身を起こした駆真に、深々と頭を下げる。


　しかしこの好機を逃のがすような下へ手たは打てなかった。駆真が立ち上がるその前に、衛二は意を決して口を開いた。自分の思い、自分の望みを告げるために。


「あ、あの、鷹崎駆真少しよう尉い……っすよね？　俺おれ、その──」


「……私がどこで貴様の恨うらみを買ったか知らんが、あとにしろ。やることが終わったら果たし合いだろうが殺し合いだろうが受けてやる」


　彼女の仮面の如ごとき表情に綻ほころびはない。それなのにその視し線せんは何な故ぜか、刺さすような殺気を孕はらんでいた。


「そそ、そうじゃなくて……」


　気の弱い者ならそれだけで気絶してしまいそうな眼光を浴び、呂ろ律れつが回らなくなる。


　それでも衛二の手は、駆け出そうとする駆真の手を咄とつ嗟さに摑んだ。身体が叫さけんでいる。今この機を逃してはならないと！


「──まだ何かあるのか。あとで聞いてやると言っただろう」


　駆真が鬱うつ陶とうしげに衛二を睨にらみ付け、手を引こうとする。衛二は必死で脳内を探さぐった。今ここで彼女にかけるべき最適の言葉を。彼の意を伝える最高の台せ詞りふを。


「……いい加減に離はなせ。私は急いで──」


「──ッ、け、結けつ婚こんしてください──ッ！」








　……辺りの空気が凍こおるのが分かった。


　本部庁ちよう舎しやのロビーには数多くの騎き士しがいる。そしてその内の少なくない人数が、駆真と見知らぬ騎士との衝しよう突とつに驚き、目を向けていた。


　その全員が、一瞬にして停止したのである。何の冗じよう談だんでもなく、数秒の間、その空間から音が完全に消えた。皆みな、今鼓こ膜まくが捉とらえた情報を処理するのに必死であったに違いない。まさか、そんな者がいるはずはないのだ。あの鷹崎駆真に、出会い頭にプロポーズする男など。


「………………何だと？」


　手を摑まれた姿し勢せいのまま、駆真はその男を見た。……名前はおろか、顔を見たことすらない男である。


「け、結婚を……」


　男が繰くり返す。駆真は、自分の耳がおかしくなったのではなかったのだという小さな安あん堵どと、この男の異様な言動への気味の悪い戦せん慄りつを同時に感じた。彼女には珍めずらしく眉まゆの間にしわを作り、捕とらえられていた手を引っ張る。


「──あっ」


　男は慌てたように声を出すと、大おお仰ぎように手を振ふりながら続けてきた。


「──ッとと、間ま違ちがえた！　……いや、間違いではないんですけど、いくらなんでもいきなり過ぎました！　ま、まずはお友達から……と、それでもなくて……」


　駆真と周囲の騎士たちが不ふ審しんそうな視し線せんを送る中、男は駆真の前に回り込むとその場に膝ひざをついた。


「新たに蒼穹園騎士団に入団致いたしました、松永衛二二等兵であります！　鷹崎駆真少尉！　どうか、どうか俺を、あなたの小隊に入れてくださいッ！」


　そう叫び、頭を深々と下げる。


「…………」


　駆真は数瞬の間、無言で松永衛二とやらの後頭部を見下ろしたのち……そのまま彼の脇わきを通り抜けた。


　今の駆真に、このような男に構っている時間はない。時じ刻こくは十二時五十五分。売店の中はさほど広くないので、通行を妨さまたげてしまわぬよう、一時前に列を作ることは禁止されている。しかしそれでも現場には、そうきゅんを求める猛も者さが集まっていることだろう。リサーチの過程で、騎士団内にも熱心なコレクターや、転売目的の輩やからがいることは分かっている。


　ロビーから売店までは歩いて三分ほどだ。今ならまだ間に合う。しかし──


「駆真さん！」


　そんな駆真の拒きよ絶ぜつをものともせず、呼こ称しようを一気に馴なれ馴れしくした衛二が、再度駆真の前に回り込んできた。進行方向を阻はばむように手を広げ、声を上げる。


「お願いします！　俺、駆真さんに憧あこがれて騎士になったんすよ！」


「知ったことか。退どけ、邪じや魔まだ」


　またも横をすり抜けようとすると、今度は左足にしがみついてくる。


「お、お願いします！　後生っすから！」


「黙だまれ。離せ」


　舌打ちし、左手の甲で衛二の頭とう頂ちよう部ぶを殴なぐる。しかしそれでも彼は駆真の脚あしをがっしりとホールドしたまま離そうとしない。結果駆真はずるずると衛二を引きずったまま売店へ向かわなくてはならなくなった。
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「俺……俺ッ、駆真さんの大ファンなんです！　雑ざつ誌しの切り抜きとか全部スクラップしてますし、実家の部屋にはポスターも……ッ」


「……そんなもの作った覚えはない」


「自作しました！」


「……………………離せッ──」


　背せ筋すじに薄うすら寒いものを感じて、左足のマーケルハウツを高速機動の〈翔ソア〉にセット、前方に衛二を弾はじき飛ばす。


「ぐわッ！」


　さすがにその勢いには耐たえきれなかったらしい。彼は床を転がり、通行人を二人巻まき込こんで壁かべに激突した。


「──ふん」


　駆真は完全に衛二から視線を逸そらして、ロビーの奥おくへと向かった。発売時刻は刻一刻と迫せまっていた。器用に天てん駆く機き関かんの〈浮フロート〉と〈着タツチ〉の駆動を切り替えながら、長い廊ろう下かを走っていく。さすがに推すい進しん剤ざいを用いての〈翔ソア〉で飛行するには廊下は狭せまく、また人が多すぎた。


　とはいえロビーと売店の間にそう距きよ離りはない。すぐに、大きめのコンビニ程度の広さに仕切られたスペースが見えてくる。


「……よしッ」


　スペース内に滑すべり込み、横目で壁に掛かけられた時計を確かく認にんする。駆真は小さく拳こぶしを握にぎった。十二時五十八分。──間に合った。


　しかしまだ油断は出来ない。息を整えながら、売店内をざっと一望する。カウンターは二つ。その奥には十体のそうきゅん人形が確認出来た。なるほどかなりの大きさである。


　駆真は店内をゆっくりと歩きながら、カウンターに立つ店員を確認した。右に若い女性。左に中年男性。一時になった瞬しゆん間かんどちらに並ならぶべきか──残り時間二分を切った極限状態の中、鷹崎駆真の脳のう細さい胞ぼうがフル回転を開始した。


　一番前になれば問題はない。二番目、三番目もまだ安全圏けんといえるだろう。……だが何らかのトラブルがあって四番目、五番目となったらどうか。状じよう況きようによっては、レジ打ちを得手としている店員の方に並んだ六番目の客がそうきゅんを手に入れられる可能性もあるのである。


　この売店は駆真もたまに利用する。しかし、今レジ前にいる二人の店員の顔は、両方とも見たことがなかった。


「…………」


　冷静に、素す早ばやく二人の姿容を見取る。


　まずは女。歳としは二十を少し過ぎたくらいだろう。髪かみは脱だつ色しよくされ、顔には少し派手な化け粧しようが施ほどこされている。次に男性。三十代後半といったところか。こちらはにこやかな笑みの表情を決して崩くずそうとしない。


　年ねん齢れい、外見からいっても、男性の方が上司であるのは容易に知れる。ここは左のレジに並ぶのが賢けん明めいだろう。


　時計の秒針が十二の位置を過ぎる。十二時五十九分。そうきゅん解禁まであと一分。次いで駆真は、店内に視線を向けた。


　客の人数はおよそ二十人。そのうち一体何名がそうきゅんを狙ねらっているのか。駆真は大まかに目算をつけた。


　──恐おそらく、十五人。駆真は唇くちびるを舐なめた。少し、塩の味がする。知らず知らずのうちに汗あせをかいていたようだ。


　空エ獣ア群を相手取るときよりも遥はるかに密みつ度どの高い緊きん張ちよう感かんが身か体らだを満たしていく。残り三十秒。段だん々だんと、音が聞こえなくなっていった。希け有うな感覚。恐らく──この場にいる猛も者さたちの何人かも、駆真と同じ世界を感じているだろう。コンマ一秒を争う、いわばアスリートの領りよう域いきである。


「…………、……」


　唾だ液えきを飲み込こむ。残り時間二十秒を過ぎた辺りから、店内に変化が起こり始めた。


　皆みなが、カウンターに飛び込みやすい位置に、静かに移動していったのである。


　駆真もまた足を左にすり、男性が立つレジに狙いを定める。そんな騎き士したちの視線を感じ取ったのか、二人の店員が頰ほおにうっすらと汗を流した。


「────ッ、ぁ」


　その瞬間、駆真は身体に電流が流れるかのような感覚に襲おそわれた。


　店員二人が汗を拭ぬぐうように手を顔の辺りに持っていった。ただそれだけである。ただそれだけの動作が、駆真を──蒼穹園の魔ま女じよとすら謳うたわれた女を戦せん慄りつさせた。


　女の手には、派手な外見とは裏うら腹はらに、歳に見合わぬあかぎれとひび割われが見受けられた。……この女、かなり苦労している。


　一方男の手である。こちらもなかなかにくたびれているのだが、女のそれとはまた種類が異ことなった。甲に刻きざまれた細かな傷きず、そして人差し指の付け根に見える胼た胝こは、駆真に一つの可能性を示したのである。──この男、もしや少し前まで実戦部隊にいた騎士なのではないか、と。


　搭とう乗じよう型がた天駆機関に長らく乗っている騎士の手には、あのような胼胝が出来やすい。無む論ろん、彼が単なる趣しゆ味みでバイクなどに乗っているだけという可能性もある。しかし怪け我がなどで作戦行動を行えなくなった騎士が、本部で事務員などの仕事に就つくことは決して珍めずらしい話ではなかった。


「────」


　残り十秒を切り、駆真は決断した。左に向けていた足を音もなく右に移動させる。


　もし。もし、だ。駆真の予想が当たっていたとしたなら、男性店員がレジに慣れていない可能性も十分あり得た。それどころか、怪我を負った部位によっては、常人より手の動作が遅おそい可能性すらあったのだ。


　〇・一パーセントでも高い確率でそうきゅんを在紗に捧ささぐため、駆真はこの土ど壇たん場ばで目標を変へん更こうしたのである。


　長い──あまりにも長い十秒が過ぎていく。左右から感じる騎士たちのプレッシャー。自分の判断が本当に正しいのだろうかという不安。そんなものが心しん臓ぞうの鼓こ動どうとともに押おし寄せてくる。


　残り、三秒。


　駆真は足に力を込め、体勢を少し低くした。


　そして時計の針が午後一時を告げようとした瞬間──


「駆真さぁぁぁぁぁぁぁんッ！」


　いきなり静せい寂じやくを破って店内に駆かけ込んできた男に、進路を遮さえぎられた。


「な──」


　それは間ま違ちがいなく先せん刻こくの男、松永衛二であった。張りつめていた駆真の緊張の糸がぷつん、と途と切ぎれる。


　──しまった。思ったときにはもう遅い。時刻は一時。周囲に展てん開かいしていた騎士たちがカウンターになだれ込んでいく。


「ま──待てッ！」


「どんなことでもします！　俺おれを小隊に入れてください！」


「ええい、貴き様さまは黙だまっていろ！　そこを退どけ！」


「退きませんッ！　俺を入れてくれるというまで退きません！」


「この──」


　男の肩かた越ごしにレジが見える。どうやら駆真の予想は的中していたようだ。女性店員が慣れた手つきで品物を捌さばいていく。男性も頑がん張ばってはいるのだが、どうも左手の指を動かすのが辛つらそうだった。


　しかし、もうそんな予測には何の意味もない。


「あ……ああ……」


　絶望的な光景。目の前で、そうきゅんが人の手に渡わたっていく。


　ぴしり。駆真の頭の中で音がした。思い描えがいていた在紗の誕たん生じよう会かいのイメージにヒビが入っていく。ぴしり。楽しいひとときが、崩くずれていく。ぴしり。嬉うれしそうな在紗の笑顔が、消えていく。


　そして一分と経たたぬうちに──在紗の誕生日を歓かん喜きと笑顔で彩いろどるはずだったプレゼントは、消しよう滅めつしてしまった。


「………………ぁぁ──」


　力無くその場に膝ひざをつく駆真。しかし衛二はそんな彼女の様子にも構わずに、興こう奮ふんした調子で言葉を続けていた。


「根性だけなら誰だれにも負けませんっ！　雑用でもなんでもやります！　だからお願いです、鷹崎小隊に──」


　駆真は無言で手を伸のばし、衛二の襟えり首くびを摑つかむと、脚きやく部ぶを水平に回して彼の足を払はらった。


「のわっ！」


　衛二の身体が綺き麗れいな円を描えがくように側転し、売店の棚たなに突つき刺ささる。駆真はゆらりと立ち上がると、腹はらを空すかせた猛もう禽きんさながらの鋭するどい眼めで彼を睨にらみ付けた。


「か、駆真さん……？」


「……よくも」


　膝を曲げずに左足をゆっくりと上げ──


「邪じや魔まをしてくれたな──ッ」


　そのまま一直線に、衛二の鳩みぞ尾おちに天てん駆く機き関かんの踵かかとを埋うずめた。


「おびょへッ!?」


「この、塵ちりが、芥あくたが、埃ほこりがッ──！　死ねッ、死ねッ、死んでしまえッ！　小隊に入れろだと？　は、ふざけるな。誰が貴様などを……ッ！」


　仰あお向むけに倒たおれ伏ふした男に、容よう赦しやなく天駆機関の踵を、爪つま先さきを突き立てていく。そのたび男は「ぐみょッ」だの「ふぉごッ」だの、珍ちん妙みような悲鳴を上げて身体を震ふるわせた。


　仮にもここは騎士団本部である。誰か止めに入ってもよさそうなものなのだが……何な故ぜか皆みな、遠とお巻まきに見るだけで駆真に声をかけようともしなかった。常に冷静沈ちん着ちやくであるはずの鷹崎駆真の、見るからに尋じん常じようでない怒いかり方に恐きよう怖ふを覚えたのかも知れない。


「貴様さえッ、いなければ……ッ、ちゃんとそうきゅんを買えていたのに──！」


　言って駆真は足を後方に振ふりかぶり、


「地じ獄ごくで詫わび続けろッ！」


　勢いよく男の頭を蹴けった。


　男の身体はもたれかかっていた棚を完全に倒し、並んでいた商品に埋うもれてしまった。辛かろうじて覗のぞいている足がピクピク動いていることから、どうやらまだ生きているらしいことだけは分かる。


「──ふん」


　気は一向に治まらないが、これ以上この男に当たってもそうきゅんが手に入るわけではない。散々ぼこぼこにしたあとではまるで説得力がないが、駆真は至し極ごく冷静に状じよう況きようを判断した。


　一いつ拍ぱく遅おくれて、そうきゅんを手に入れた騎き士しから譲ゆずってもらおうという思考が生まれたが、今の騒そう動どうに巻き込まれるのを恐おそれたのか、店内にはもう誰もいなくなってしまっていた。


　駆真の怒りは即そく座ざに再燃。もう一発、男の股こ間かんに蹴りを見み舞まう。


「あばっきぉッ!?」


　男は今までで一番珍妙な悲鳴を上げ、ついに動かなくなった。





　　　　　◇





「……んん？　それは本当かい」


　佐さ間ま岡おかは左ひだり眉まゆを上げ、部下に聞き返した。それに合わせて左のこめかみにある大きな傷きずが歪ゆがみ、痛いた々いたしいながらも滑こつ稽けいな形を作る。


「はい……どうやら鷹崎少しよう尉いはまだ、蒼穹園武会の参加登録を済すませていないようで……」


「ふむ」


　革かわ張ばりの回転椅い子すを微かすかに動かして机つくえに向き、肘ひじをつく。鏡面のように磨みがかれた机は、佐間岡の顔を嫌いや味みなほど鮮せん明めいに映うつした。しわの目立ってきた顔に、最も早はや黒くろ髪かみの数を数える方が容易になってしまった髪。彼は老いたものだと息を吐つき、椅子の背せに体重を預けた。


　騎士団本部庁ちよう舎しや・西にし棟とう十八階。ガラス張りの壁かべと言った方が相ふ応さわしいやも知れないほど広い窓まどからは、素す晴ばらしい景色とともにまばゆい日の光が射さし込こんで来ている。机の前に立っている副官はさぞ眩まぶしいことだろう。彼は苦笑しながらそちらに目を向けた。


　しかし副官の女は別べつ段だん目を細めることもなく眼め鏡がねの位置を直しながら、手にした資料を示してくる。なるほど、確かに彼女の言うとおり、鷹崎駆真の項こう目もくが「未」となっている。


「……参加締しめ切りはいつだったかな」


「明日です」


「それは、参ったな」


　言うほどに深しん刻こくそうな感は滲にじませずに、言う。


「何故登録をしていないのやら。強制ではないにしろ、騎士ならば普ふ通つう参加するものだと思うのだが」


「ええ──そうですね。実際、前衛を務める騎士の九割わり以上が登録を済ませています」


「うむ。……とはいえ、忘わすれているとは考えづらいしな……まさか、本当に参加する気がないなんてことはないだろうな」


　彼が呻うなっていると、副官が喋しやべりかけてきた。


「──少しよう将しよう」


「なんだ？」


「……失礼を承知で申し上げますが、私には今ひとつ分かりません。何故鷹崎少尉を参加させねばならないのでしょうか。形式上とはいえ参加が自由である以上、彼女の意志は尊そん重ちようされるべきかと」


　佐間岡はもっともだと首しゆ肯こうした。確かに蒼穹園武会──正しく言えば蒼穹園騎士団技能演習競技会は、他の演習とは明らかに異ことなる。個人戦のトーナメント形式で行われる上、参加も強制ではない。実際騎士団のイメージアップのためのイベントのようなものだ。


　だが。彼は唇くちびるの端はしを歪めた。笑みではない、複雑な形に。


「今年ばかりは……少し特別なのでな」


「特別……ですか」


　佐間岡は「ああ」と言うと、再び机に肘をついた。


「──ま、君にもいろいろ働いてもらうつもりだし、教えておこうか」


　言って引き出しの奥おくから、クリッピングされた数枚まいの紙を取り出し、机の上に放ほうる。


「これは……」


「見てみるといい」


「……表に秘ひ匿とく事項と書いてありますけれど」


「別に構いやしない。君が情報を漏もらしたりしなければな」


　彼女は一瞬「うっ……」と呻ったが、意を決するように拳こぶしを握にぎると、微かすかに震ふるえる手で資料を手に取った。一枚目を捲めくり、そこに印刷された写真に目を落とす。


「……なんでしょうか、これは」


「まあ、見ただけでは分からんかも知れんな。下の説明を読んでみろ」


　副官は彼の言葉に従したがい、写真の下の文章に視し線せんを移した。そして数秒ののち──


「──────え」


　彼女の顔が、面おも白しろいほどはっきりと蒼そう白はくになる。


「な……これ──、え……？」


　心なしか、発する声も震えていた。とはいえ彼女の反応も理解出来ないではない。そこにあるのは悪夢とか絶望とか、そういった陳ちん腐ぷな言葉で表現するにはいささか生々しすぎるモノだった。否いな──逆に、途と方ほうもなさ過ぎて想像すらつかないのかも知れないが。


「驚おどろいたろう」


「──ッ、は、はい……」


　部下が表紙を戻もどし、資料を机の上に置く。彼は大おお仰ぎようにうなずくと、芝しば居いがかった仕草で両手の平を表に向けた。


「さすがにお偉えら方がたも泡あわを食ってな。……とりあえず対たい策さくとして、一つ、新たに部隊が組まれることになったんだ」


「ぶ、部隊──ですか。でもそんなことで……」


「──名を、草くさ薙なぎ特務小隊」


　何かを言いかけていた副官は、その名を聞くなり、身か体らだを硬かたくした。


「草、薙……」


「ああ」


　無理もない。彼は小さく笑いながら肩かたをすくめた。


　蒼穹園騎士団の騎士の中に、その名を知らぬ者はいない。


　──蒼穹園騎士団団長・草薙元げん帥すいの名を知らぬ者は。


「今回の蒼穹園武会は、元帥閣かつ下か自ら観戦されるそうでな。公開はされていないが、そこで、隊のメンバー選定を行うという話だ」


「は、はあ……でも、対人戦せん闘とうの……しかも個人戦で選んでしまっていいんですか？　実際の任務とは随ずい分ぶん勝手が違うと思いますが……」


　少将は副官の言葉に、眉まゆを跳はね上げた。


「分かっているじゃあないか。──そう。実際、今回の武会でメンバー選定を行おうと持ち出したのは、空戦のくの字も知らない背せ広びろ組だ。閣下の意向ではない」


「え……しかし、それならば何故閣下は承しよう諾だくしたのですか？」


「さあてな」


　腕うでを組み、鼻から細く、長く息を吐はく。


「──ま、何にしてもだ。武会の本戦を閣下が観戦されて隊員を選ぶというのが決まってしまった以上、俺おれとしては鷹崎駆真に入ってもらわねばならんわけだ」


「……まあ、そうですね。鷹崎少しよう尉いほどの騎士を遊ばせておく余よ裕ゆうはないかも知れません」


「はは……まあ、少し違うんだがな」


「はい？」


「いや……気にするな」


　彼は誤ご魔ま化かすように目を閉じると、床を蹴けって椅子を窓まど側がわに向けた。そう──こヽちヽらヽはまだ、彼女に教えるわけにはいかない。


「とにかく、鷹崎駆真になんとか参加登録をさせるぞ」


「はっ」


　手本通りの敬けい礼れいをする副官。


　と、彼はふと思い出したように、指をぱちんと鳴らした。


「──そうそう、もう一つ手配してもらいたいものがあるんだが」


「は──何でしょうか」


　佐間岡はわざとらしいジェスチャーを交えながら言った。


「手紙をね、出して欲ほしいんだ。──招待状を、な」





　　　　　◇





　駆真の纏まとうマーケルハウツ式天てん駆く機き関かんにはそれなりの重量がある。極きよく端たんに体重の軽い駆真が空エ獣アの頭ず蓋がいを一いち撃げきで砕くだくためには、重さは必要不可欠な武器であるのだ。仕方がないといえば仕方がない。


　とはいえ平常歩くときなどは、上う手まく〈浮フロート〉と〈着タツチ〉を繰くり返してやることで、ほとんど重量を感じることなく歩行することが出来る。


　それだというのに。


「………………はぁ」


　駆真は重苦しいため息を吐ついた。手をだらしなく下方に垂たらし、足を引きずりながら格かく納のう庫こへの道を歩く。


　別に天駆機関の駆動変へん更こうを失敗しているわけではない。歩行の際の操そう作さなど、睡すい眠みん時でも無意識に行えると言っても過言ではないほど慣れた動作である。


　途方もない身体の重さの原因は分かり切っていた。先ほど妙みような男の妨ぼう害がいのため、そうきゅんを買い逃のがしてしまったことだ。


　第三格納庫に辿たどり着き、扉とびらを開けたころには、もう午後二時近くになっていた。早く戻もどらねばとは思っていたのだが、どうしても気力が湧わかなかったのである。


　のそのそと身体を引きずり、空エ獣アの搬はん入にゆうチェックをしているであろう小隊の面々のもとに向かう。


　と──空エ獣アの死し骸がいが積つまれているエリアに差し掛かかったとき、駆真に何やらひそひそとした声がかけられた。


「少しよう尉い、少尉」


「…………ん？」


　やる気のなさそうな半眼になりながらも、一応はその方向に反応を返す。そこには、駆真の部下である鷹崎小隊の隊員、鎧よろい塚づかサキが、空エ獣アの影に隠かくれるように立っていた。


「……何をしている？」


　低い声で、尋たずねる。駆真よりも頭一つ分背の高いサキは、こちらを見下ろすように視し線せんを落とし、肩かた口ぐちをくすぐるふわふわした髪かみを指に巻まき付けながら答えた。


「待ってましたよー。もうあたしたちの手には負えなくてー」


「……？　空エ獣アの搬入チェックくらい、楽なものだろう」


「いや、そっちはもう終わったんですけどねー……」


　困こまったように肩をすくめ、首を小さく左右に振る。


　駆真が首を傾かしげ、空エ獣アの影から顔を出す。そこには。


「どういうことよ！　鷹崎が武会に出ないなんて！」


「はあ……それは少尉本人に聞いてみませんと……」


「さっきからそればっかりじゃないの！」


「そう言われましても……」


　機き嫌げん悪そうに唇くちびるを尖とがらせて叫さけぶ槙奈と、眉まゆを八の字に歪ゆがめて応対する鷹崎小隊・鉤かぎ野のかほる。そして、肩をすぼませた美栄がいた。


　かほるは鷹崎小隊女性陣じんの中でもっとも年長ゆえ、自然とこういった面めん倒どう事ごとの処しよ理りにあてられることが多い。実際実務能力も優すぐれているので、駆真としても助かっているのだが、さすがに槙奈の相手をするのには難なん儀ぎしているようだった。背の低いかほるが眼め鏡がねの位置を直しながら苦笑している姿すがたを見ると、妙に申し訳わけない気分になってくる。


「………………」


　無言で、サキの方に首を向ける。彼女は白々しく笑いながら目を逸そらした。どうやら槙奈の処理をかほると美栄に任せて隠れていたらしい。


「……三谷原はどうした」


「あははー、仕事終わって槙奈さんが来るなりどっか行っちゃいましたー」


　サキが笑いながら言う。駆真は額に手をやって嘆たん息そくした。無む論ろん、仕事中に抜ぬけ出した駆真が何を言えるわけでもないのだが。


　と、困り顔で返答していたかほるから目を切った槙奈が、駆真の方に顔を向けてきた。


「……あ！　やっと戻ってきたわね、鷹崎。──待ってたわよ。ちゃんと説明してもらいますからね！」


「……説明も何も。興味がないと言っただろう」


　駆真がうんざりと返す。しかし槙奈はそれでは納得しないようだった。オーバーアクション気味に両手をわななかせ、必死の形相で訴うつたえかけてくる。


「そんな理由で納得出来るわけないでしょ！　あんたは出場しなきゃならないの！　そして私にボッコボコにやられるの！」


「………………」


　駆真は静かに半眼を作った。別に槙奈の身勝手な物言いに腹はらを立てたわけではない。そう、そんなことはどうでもいいのだ。別に彼女のこのような言動は今日に始まったことではない。


　しかし。駆真の脳のう内ないには沸ふつ々ふつと静かな怒いかりが沸わき立っていた。先せん刻こく、格納庫で槙奈に引き留とめられなければ、あの男とぶつかることはなかったはずである。槙奈が声をかけてこなければ。槙奈が肩を摑つかまなければ。槙奈が邪じや魔まをしなければ。槙奈が──


　そんな駆真の怒ど気きを察したのか、槙奈が一いつ瞬しゆん言葉を切り、肩を震ふるわせた。


「な、何よ……睨にらんだって怖こわくないんだからね……！」


　言うが、彼女の足は確実に一歩後ろに退いていた。


　しかし槙奈に八つ当たりしたところでそうきゅんが手に入らないことはよく分かっていた。これ以上無む駄だな時間を費ついやすより、適当に槙奈をあしらって、代わりのプレゼントを探さがすのが得とく策さくである。


　駆真がマグマのような憤ふん激げきをどうにか冷まそうと、肩を落として細く吐と息いきする。


　そこは冷静な鷹崎駆真である。すぐに心は平静を取り戻した。


　が。


「──駆真さん！」


　そんなところで、つい先刻耳にした、忌いまわしき声こわ音ねが鼓こ膜まくを不快に震わせる。駆真は生まれて初めて、額に血管が浮うき出る感かん触しよくというのを体感した。


　何な故ぜか、向かいに立っていた槙奈が「ひッ」と引きつった声を出す。


「よかった……！　もう会えないかと……」


「……そこまで無駄遣づかいしたがるとは、よほど命のストックに自信があるようだな、貴き様さま」


　殺気を押おし殺そうともせずに、刺さすような眼光で、格納庫に入ってきた衛二を睨ねめる。


「そ、そんな……俺はただ、鷹崎小隊に入りたいだけで……！」


「出会い頭に結けつ婚こんがどうとか言っていた変質者はどこのどいつだ」


「いやあ、それは……」


　と、額に汗あせを滲にじませながら頭をかいた衛二は、急に駆真から視し線せんを外した。


「…………あれ？」


　彼の目の先を追う。と、そこには、顔を真っ青に染めながらそっぽを向いた槙奈が立っていた。


「……どうした、鳶一」


「ッ!!　馬ば鹿か、名前を──」


　駆真の呼よびかけに反応し、槙奈が慌あわてて何か言おうとした、そのとき。


「あーっ！」


　衛二が槙奈を指さし、声を上げた。槙奈は分かりやすく身か体らだをびくっと震わせると、髪で顔を隠すようにして後ろを向いた。


「そうだ、鳶一槙奈だ！　久しぶりじゃねえか！」


「ど、どなたかしら……」


「何言ってんだよ、忘わすれちまったのか？　相あい連れんの中学で一いつ緒しよだった松永衛二だよ。いやー、変わったな排はい水すい溝こう。一瞬分かんなかったぜ」


「────ッ！」


　槙奈はバッと振り向くと両手を突つきだし、衛二の喉のどと口元を押さえた。


「……排水溝？」


　駆真は首を捻ひねった。衛二が槙奈のことを知っているらしいことは理解できたが、何故そんな単語が出てきたのかは今ひとつ分からなかった。


「な、なななんでもないのよお気になさらず気にしないで気にするなッ！」


　槙奈は衛二の首をギリギリと絞しめながら、足を後方に擦すって移動していった。


　どうにか口から槙奈の手を外した衛二が、慌あわてたように声を発する。


「え──ちょっと！　俺、まだ駆真さんに話が──」


　衛二はそう訴うつたえかけるが──今の槙奈にはどんな言葉も無駄であった。そのままずるずると引きずられ、叫さけびも空むなしく格納庫の扉から外に連行されていった。


「……どうしたんでしょう、一体」


「さあな」


　かほるの呟つぶやきに答えた駆真は、新しいお洋服なんてのもいいかもなあと考えていた。





　　　　　◇





「ただいまー……」


　声に張りがないのが自覚できる。駆真は軽いはずの身体に得も言われぬ重苦しさを感じながら靴くつを脱ぬぎ、自じ宅たくの廊ろう下かに足を触ふれた。フローリングのひんやりとした感かん触しよくは、駆真の疲ひ弊へいしきった身体を幾いく分ぶんか楽にしてくれたのだけれど、まだその残念な心ここ地ちは完全にはぬぐい去れそうになかった。


　蒼穹園騎き士し団だん公こう認にんマスコット・そうきゅん。あれは駆真の地道なリサーチが導き出した最高のプレゼントであったはずなのだ。そう簡かん単たんに代わりのものが見つかるはずもない。


　しかし駆真は疲労に染そまった顔を左右に振ふると、無む理り矢や理りにこやかな笑顔を作ってからリビングの扉とびらを開けた。


「ただいま、在紗」


「あ……おかえりなさい、ねえさま」


　リビングに設しつらえられたピンク色のソファには、駆真の姪めい・鷹崎在紗が、何か冊さつ子しのようなものを手にしながらちょこんと座すわっていた。


　その姿すがたを目に入れ声を聞くだけで、駆真は身体から疲労が抜ぬけていくかのような錯さつ覚かくを覚えた。頭とう頂ちようから爪つま先さきまでを汚けがれ無き純じゆん白ぱくで構成された奇き跡せきのような姿し容よう。背せに肩に煙けぶる絹きぬ糸いとのように艶つややかな白はく髪はつは、天使すらも嫉しつ妬とさせるであろう神こう々ごうしさを有していた。


　駆真はたまらず身をよじると、その場に鞄かばんを放ほうって、在紗に抱だきつくようにソファにダイブした。
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　ふと、その際、在紗の持っていた冊子に目が行く。それには見覚えがあった。本部庁ちよう舎しやなどにも置いてある、蒼穹園武会のパンフレットだ。武会にまるで興味のない駆真であったが、表紙だけは何度も目もく撃げきしているので間ま違ちがいないだろう。


「あ……これ？　美み須す々ずにもらったの」


　駆真の視線に気づいたのか、在紗がパンフレットを拡ひろげて駆真の方に見せてくる。


「これって……やっぱりねえさまも出るの？」


「あはは……いや、出ないよ。別に興味もないし。それにその日は──」


　笑いながら言いかけて、駆真は口をつぐんだ。


　驚おどろきというのは、人の喜びにある種の感動を付ふ与よする絶ぜつ妙みようなるスパイスである。駆真は毎年この時期になると、在紗の前では誕たん生じよう日びの話題を出さないようにしていた。プレゼントの用意はもとより、パーティーの準備や客の招待なども在紗当人には気づかれぬよう秘ひ密みつ裏りに行う。それを今ここで崩くずすわけにはいかなかった。


「その日は……？」


　在紗が日にちを確かく認にんしようと、パンフレットを覗のぞき込こむ。──まずい。さすがに在紗とて、日にちを見てしまっては駆真が誕生日を意識していることに感づくだろう。駆真は慌ててパンフレットをひったくると、わざとらしく大きな声を発した。


「い、いやあ、毎年凄すごいねえ、蒼穹園武会は」


「え……う、うん」


「ほら、今年の優ゆう勝しよう賞品は五百万苑えん相当の車だってさ」


　言いながら、巧こう妙みように日時の部分を手で隠かくしてパンフレットを在紗に見せる。


　天てん駆く機き関かんで自由に空を舞まう騎き士しにその賞品はどうかと思った駆真ではあるが、別に自分が手にするわけでもない。それに、自動車は天駆機関が生まれてからも、まだ立りつ派ぱに市民の足として君くん臨りんしていた。


「……凄い、ね。一試合ごとに賞品が豪ごう華かになるんだ」


「え？　あ、うん、そうみたいね」


　一番上の賞品しか見ていなかった。駆真は頰ほおに汗あせを垂たらしつつ、パンフレットに目をやる。なるほど、確かに在紗の言うとおり、本戦に参加した騎士には第一回戦から賞品が出るらしい。そして一回勝ち上がるごとに、賞品がより高価なものに変わっていくのだ。


「あ、一回戦の賞品、可か愛わいいね」


　在紗がパンフレットを指さし、言ってくる。


「ふうん？　どれどれ……」


　と──


「────ッ!!」


　駆真は突とつ然ぜん冊子を握にぎりしめ、ソファの上にばっと立ち上がった。


「え──ど、どうしたの、ねえさま」


　在紗の問いに軽く手を振って返しながらも、視線はパンフレットに注がれたままである。とはいえそれも仕方あるまい──駆真は、冊子の下方、第一回戦出場者へ贈おくられる賞品を目にしてしまったのだから。


　一回戦の賞品など、言い換かえれば本戦の参加賞のようなものだ。なるほど、確かに他の品には見み劣おとりするかも知れない。


　だが。


「………………ふ、ふふ」


　低く、静かに、駆真の喉のどから笑いが漏もれる。


　駆真は生まれて初めて、くそったれな神に感謝した。
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「……それで、どのようなご用件でしょうか、少しよう将しよう」


　微かすかな緊きん張ちようを声に纏まとわせて、槙まき奈なは言った。


　今彼女がいるのは本部庁ちよう舎しや西にし棟とう十八階に位置する執しつ務む室しつであった。右後ろには今し方彼女をここに連れてきた女が、そして前方には、大きな机つくえに肘ひじをつき、こちらを睥へい睨げいするかのように眺ながめる佐さ間ま岡おか少将がいる。


「そう構えんでくれ。別に取って食おうというわけじゃあないんだ」


　視し線せんを弱めて、少将が笑う。


　しかしそう言われても、槙奈の身か体らだを縛しばる重圧が無くなるわけではなかった。それはそうである。いきなり少将の執務室などに連れてこられれば、どんなに剛ごう胆たんな人物であろうと不安を覗のぞかせるというものだ。


　だが。


「鳶とび一いち槙奈少しよう尉い。君は……鷹たか崎さき駆かる真ま少尉と仲がいいそうだね」


「まさか」


　少将がそんな台せ詞りふを発した瞬しゆん間かん、槙奈は自分でも驚おどろくほどきっぱりとそう返していた。


　少将は目を丸め、指で頰をかく。


「……そうなのか？」


　その問いは槙奈というよりも、後ろに控ひかえている女に向けられているようだった。後方から何やら資料を漁あさるような音が聞こえてくる。


「部隊以外の人間で鷹崎少尉と一番接せつ触しよくの多い騎き士し……というのは確かなはずですが」


「それはそうかも知れませんが、別に仲はよくありません。大だい嫌きらいです」


　ちらりと後方を一いち瞥べつし、女に返す。前に向き直ると、男が眉まゆを歪ゆがめて腕うで組ぐみしていた。


「いろいろとありそうだが……まあとにかく、鷹崎少尉とよく話すことに間ま違ちがいはないんだな？」


「……ええ、まあ」


「なら問題ない」


　少将はうなずいて、口元に手を置いた。


「聞くところによると、鷹崎少尉は蒼そう穹きゆう園えん武会に参加登録をしていないそうじゃあないか」


「そのようですね」


「どうかな……君、鷹崎少尉を誘さそってみてはくれんかね」


「…………はい？」


　槙奈は首を傾かしげて聞き返した。


「いやな、詳くわしく理由は言えんのだが、今回の武会、どうしても鷹崎少尉に出場してもらわねばならなくてな」


「……私に命じられるのはお門違いかと」


「そう言わんでくれ。それとなく鷹崎少尉に仄ほのめかしてみてはくれないか。勿もち論ろん、失敗したからといって君が不利益をこうむることはない」


　槙奈は不ふ機き嫌げんな調子を隠かくすこともなく唇を歪めた。


「…………」


　そして何も言わぬまま顔を背そむけると、そのまま扉とびらの方へ歩いていく。


「……鳶一少尉、無礼ですよ」


　少将の副官が眉をひそめて言ってくる。槙奈はフンと鼻を鳴らしながら答えた。


「ご心配なく。少将が仰おつしやられるまでもなく、鷹崎には参加登録をさせるつもりですので。──失礼」


　そして一方的に話を終わらせると、勝手に扉を開けて部屋を出てしまった。正直、無礼どころの話ではない。少将と少尉では階級は天と地である。普ふ通つうなら、口答え一つ許されない相手だ。


　しかし。槙奈は下した唇くちびるを嚙かんだ。


　無性に腹はらが立つ。苛いらつく。気分が悪い。鷹崎駆真という女が妬ねたましくてたまらない。


　少将までもが一いつ介かいの少尉であるはずの彼女を気にかけている。その事実が、槙奈の嫉しつ妬との炎ほのおを激はげしく燃え上がらせた。──自分も同じ階級なのに。似たような年ねん齢れいなのに。実際に戦えば決して負けないのに。


　そうなのだ。いつもそうなのだ。


　槙奈は天才ではない。それどころか騎士としての才覚など、一つも持っていなかったと言っていいだろう。一日も欠かさぬ厳きびしい訓練と、寝ねる間を惜おしんだ猛もう勉強で、同期の騎士候こう補ほたちをどうにか追い抜ぬいていったのである。


　そして騎士団に入団し、若くして小隊を任されるまでになった。


　槙奈は未いまだに、そのときのことを忘わすれない。自分の生きる場所はここだと、何の冗じよう談だんでもなく思った。


　──そんな、槙奈の血と涙なみだで濡ぬれた道を、あの女は一瞬で飛び越こえて行ったのである。


　フリーの空エ獣ア狩がりからスカウトを受け、入団後すぐに小隊を任された女は、なんと槙奈よりも年下の少女であった。


　鷹崎駆真。紛まぎれもない──天才。


　槙奈が死ぬような思いで辿たどり着いた場所に、いとも容た易やすく到達した少女。


　槙奈は昨日のことを思い出し、奥おく歯ばを嚙んだ。まるで槙奈に興味のない眼まな差ざし。まるで槙奈を気にかけない態度。嗚あ呼あ、悔くやしい悔しい悔しい──ッ！


「────くそッ」


　勢いに任せて、壁かべを殴なぐりつける。とはいえ頑がん丈じような本部庁舎の白い壁へき面めんはびくともしなかった。それが駆真の、微み塵じんも揺ゆるがない鉄面皮のような気がして、槙奈はさらに苛立った。


「……何が何でも、参加登録させてやるんだから……！」


　──そして観衆の目の前で私が、完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめす。


　槙奈は拳こぶしを握にぎり、廊ろう下かに大きな靴くつ音おとを響ひびかせながら歩いていった。絶対に証明してみせる。自分の方が上であると。自分の方が優すぐれていると。








「……噂うわさ通り肝きもの据すわった娘むすめですね」


　鳶一槙奈少尉が勝手に部屋を退出してからおよそ十秒。閉じられた扉を見ながら副官が呟つぶやいた。


「どうかな。俺おれには案外小心者に見えたが」


「小心者、ですか」


「悪いことじゃあないさ。戦場で生き残れるのは常に臆おく病びよう者ものだ」


　言って息を吐つき、身体を椅い子すの背せもたれに預ける。


「まあそれはいい。……そういえば、君の方は大だい丈じよう夫ぶかな？」


「は。ご安心ください。打てるだけの手は尽つくしました」


「御ご苦く労ろう」


　佐間岡は息を吐くと、椅子から立ち上がって軽く伸のびをした。そのまま広い窓まどの方にゆっくりとした足取りで歩いていき、外の景色に目を向ける。


「しかし少将、このような方法で本当に彼女は参加登録をするでしょうか」


　副官が言ってくる。もっともな意見だ。しかし彼は顔の向きを変えぬまま肩かたをすくめると、強化ガラスに手をついて言った。


「さあてな。最悪こちらで登録を行って、予選までに説得……ということになるかも知れんな」


「はあ……」


　複雑な表情をした副官が、ガラスにうっすらと映うつっていた。彼は苦笑して振ふり向く。


　と、それに反応したかのように、副官が指を一本ピンと立てた。


「──そういえば。協力を仰あおぐ人員のリストの中に、三み谷や原はら曹そう長ちようの名前がなかったように記き憶おくしていますが、よろしかったのですか？」


「ん……ああ、いいんだ」


　よく見ている。彼はその律りち儀ぎさに頼たのもしさと、一握りの鬱うつ陶とうしさを感じて頭をかいた。


「しかし、鷹崎少尉に近しいという点で、彼に勝まさる人物はいないと思いますが……」


「まあそうかも知れんがね。……無む駄ださ。あいつは、俺の頼み事なんて聞きゃあしない」


「……え──？　は、はあ……そうですか」


　副官は今ひとつ釈しやく然ぜんとしない様子であったが、さすがにそれ以上の反はん論ろんをしてこようとはしなかった。





　　　　　◇





「………………」


　何かがおかしい。駆真は違い和わ感かんに首を捻ひねった。


　蒼穹園武会への参加を決意した翌日。駆真のポーチの中には既すでに、記入事じ項こうを全すべて書き終えた参加申もうし込こみ書しよが入っていた。


　今日は午前中に先日の掃そう討とう作戦の報告書を作成し、午後には飛行訓練を行わなければならない。今日が参加申し込みの締しめ切り日だそうだが、その合間にでも出しに行けばいいだろうと考えていた。


　そして朝、平常通りに本部に赴おもむいた駆真なのだが……


「…………なんだ？」


　何がおかしいのかと問われても、具体的な例は挙げづらい。別に何かが劇げき的に変化しているというわけではないのだ。


　しかし──何だろうか、この違和感は。いやに注目を浴びているというか、いつもより人の視線を多く感じるというか……


　とはいえ実害がないのだから、そういつまでも気にしているわけにはいかなかった。駆真は気分を切り替かえるように首を振ふってからエレベーターに乗り込み、本部庁ちよう舎しやの五階まで上っていった。


　エレベーターを降おり、しばらく廊下を歩くと、壁と背の高いパーティションで仕切られたスペースが見えてくる。仕切りの中には幾いくつものデスクが並ならび、既に何名かの騎き士しが書類に目を通したりパソコンを操そう作さしたりしていた。


　駆真は自分のデスクに歩み寄ると、小こ脇わきに抱かかえていた書類をその上に置こうとし──


「──ん？」


　そこに、既に紙が置かれていることに気づく。不ふ審しんに思って手に取ると、それが蒼穹園武会の参加申込書であることが分かった。


「……何な故ぜこんなものが」


　この参加申込書は、既に武会の一ヶ月前には、実戦部隊に所属する騎士全員に配布されていた。無論駆真も例外ではない。もっとも武会に興味のなかった駆真は、昨晩まで家の書類棚だなに埋うもれさせていたのだけれど。


　犯人を捜さがそうとしたわけではないが、なんとはなしにぐるりとフロアを見回す。と、その視し線せんを感じたのか、数名の騎士がわざとらしく顔を逸そらした。


「……ふん」


　別べつ段だん気にするほどのこともない。そう判断して駆真は申込書を手近なゴミ箱に放ほうり、椅い子すに腰こし掛かけた。そして正面に置かれているノートパソコンを開き、電でん源げんを入れる。


　駆真はどうもこのパソコンというやつが苦手なのだが、上に提出する書類を手書きするわけにもいかないため、報告書を作成するときだけは、渋しぶ々しぶ慣れないこの機械の塊かたまりを使用していた。


　と、駆真がパソコンの起動を待っていると、廊下の方から何やら物音が響ひびいてきた。


「すいませーん、少しの間、イベント用のパネル置かせてもらっていいですかー？」


　事務員と思おぼしき男が三名、プラスチックで出来た大きな立て看かん板ばんのようなものを担かついでフロアに入ってくる。


「ん、構わんよ。どっか適当なところに置いといてくれ」


「ありがとうございます。んじゃ、そっちの方に……」


　言って、男たちがぞろぞろとデスクの並んでいるエリアに入ってきたかと思うと、何故か駆真の近くで足を止めた。


「…………？」


　不審に思って振り返る。と、男たちは駆真の席を囲うようにパネルを設置し始めた。


「な──」


　どうやらそれは蒼穹園武会の宣せん伝でん用パネルだったらしい。左右後方、机つくえを除のぞく三方向に、等身大の騎士の姿すがたと、カラフルな文字の宣伝文句が素す早ばやく設置された。


「……ちょっと待て、何故こんなところに置いて──」


　たまらず駆真が口を尖とがらせるが、男たちはパネルの設置が終わるなり、脱だつ兎との如ごとく駆かけていってしまった。


「………………」


　無言で、周囲を睨ねめる。爽さわやかな笑顔を振りまく平面の騎士と、蒼穹園武会が如い何かに素す晴ばらしいイベントであるかを訴うつたえかける文面が駆真を囲っていた。


　そうこうしているうちに、パソコンが起動する。パネルを取り除くことも考えないではなかったが、どう見ても処しよ理りが面めん倒どうそうなため、とりあえず書類を作ってしまおうと再びパソコンの方を向く。


　と、駆真はそこで、またも違和感を覚えた。デスクトップの壁かべ紙がみが、いつもと違ちがうものになっている。──蒼穹園騎士団の紋もん章しようをバックに、騎士が蒼穹園武会に臨のぞむ必然性と意義が画面いっぱいに書かれていた。


「………………」


　どうにかそれを無視し、文書作成ソフトを開く。そして作成途と中ちゆうのファイルを表示すると、画面とキーボードを交こう互ごに見つつ、両手の人差し指で辿たど々たどしく文字を打っていった。


　──と、作業中、画面の右みぎ端はしに小さなウインドウが現れる。どうやら新着メールが届とどいているらしい。


　恐おそる恐るメールフォルダを開いてみると、そこには差出人不明のメールがたっぷり三百通は届いていた。


「……これは」


　額に指をあてつつ、一番上のメールを開く。そこには予想通り、蒼穹園武会への参加を促うながす文面がしたためられていた。


　二番目のメールは詩的に。三番目のメールはショートストーリー風に。四番目のメールはほんのり脅きよう迫はく状じよう風味に。それぞれが無駄に趣しゆ向こうを凝こらして拵こしらえられた大作である。駆真は出しゆつ勤きんしてきたばかりだというのに得も言われぬ疲ひ労ろうを感じて机つくえに肘ひじをついた。


「何だというんだ……くそ」


　うんざりした口調で、吐はき捨すてる。


「誰だれの仕業だ……？　鳶一……いや、さすがに個人でここまでは……」


　とはいえ、このような馬ば鹿かげた嫌いやがらせを複数人の集団が行うとも考えづらい。


　と、駆真が頭を押おさえて呻うなっていると、後方から何やら聞き知った声が聞こえてきた。


「おはようございます、少尉。……って、なんですかこれ」


　出勤してきた美み栄はえが困こん惑わくしたように言ってくる。駆真は眉まゆの間に少しだけしわを作って答えた。


「……分からん」


「は、はあ……」


　駆真の周囲を固めた爽やかすぎる笑顔の騎士たちに気後れしていた美栄だが、すぐに何かを思いだしたかのように手を打つと、駆真に視線を戻してきた。


「あ、そうだ、少尉。ちょっとお訊ききしたいことがあるんですけど、いいですか？」


「なんだ」


「ええと……少尉は今度の蒼穹園武会、出ないのかなあって」


「…………何？」


　ぎろりと視線を尖らせ、美栄を睨にらむ。彼女は慌あわてたように手を振ってあとを続けてきた。


「い、いや、別に大した意味はないんですよ？　で、でも、もしまだ何かのうっかりで参加登録してなかったりしたら、早くした方がいいですよー、ってだけで……」


「……………………おまえもかッ──」


　駆真は椅子を盛大に後ろに蹴けって立ち上がった。
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　まったく同じタイミングでコーヒーカップを口から離はなしてソーサーに置き、これまた同時に温かくなった息を吐はき出す。


　鉤かぎ野のかほると鎧よろい塚づかサキは、そんな互たがいの動作を見てか、どちらともなくくすりと笑った。


　今彼女らがいるのは、騎き士し団だん庁ちよう舎しや一階の喫きつ茶さ室しつであった。朝方のこの時間は人の影かげもまばらで快適なのである。


　基本的に尉い官かん以下の騎士は、有事に備えて本部敷しき地ち内の官舎に住まうことが義務づけられている。となれば手軽に利用できる施し設せつや店というのも限られてくるわけで、早い時間に起きてしまったときなどは、このように仕事前に一服していくことがあった。


「──そうそう、かほるー、あたし昨日帰る前に、岬みさき大尉に呼よび出し食らっちゃってさー」


　サキが髪かみをいじくりながら口を尖らせる。かほるはもう一度カップを唇くちびるにつけてから返した。


「ふうん、で、何だったの？」


「うん、変な用事だったんだよねー。何か少尉が蒼穹園武会の参加登録をしてないらしくてさー、どうにかならないかって」


「ええ？」


　意外そうに目を見開き、かほるがカップを置く。


「どしたのー？」


「……いや、実は私もなのよね。こっちは岬大尉じゃなくて椙すぎ浦うら少佐だったけど」


「え、マジでー」


　驚おどろいているわりには呑のん気きな声を発して、サキがスティックシュガーを一本カップに追加する。どうやらコーヒーが苦かったらしい。


「誰かの指示かしら？　少尉が登録してないってのは確かに意外だけれど……そんなに躍やつ起きになって動くようなことかしらね」


「あー、まあ演習っていってもお祭りみたいなもんだし、少尉みたいに華はながある人がいないと盛もり上がりに欠けるんじゃない？」


「……はいはい、そーね」


　半眼を作りながら言って、かほるがまた一口ブラックコーヒーを啜すする。サキもそれに倣ならってカップを口に運び、今度はミルクを追加した。


「サキ……それもうコーヒーって言うより甘いミルクじゃない。最初にもう二つずつ入れてたでしょ」


　かほるが眼め鏡がねのブリッジを押し上げながら、やれやれといった調子で呟つぶやく。しかしサキは何の反応も示さず、かほるの肩かた越ごしに何かを見つめていた。


「…………？　どうしたのよ」


　不思議に思い、かほるがサキの視し線せんを追う。喫茶室の端はしに座すわっていたかほるの背はい後ごは廊ろう下かであった。誰か知り合いでも居たのかと視線を巡めぐらせ……


「あ」


　かほるは小さく声を発した。と、その声に触しよく発はつされたかのように、サキが大きく手を振り、「おーい」とその人物に呼よびかける。


　廊下を歩いていた男──鳶一槙奈の同級生・松まつ永なが衛えい二じは、少し驚いた表情を作ってから喫茶室に入ってきた。かほるとサキのテーブルの隣となりに直立し、ビシッと敬けい礼れいを決める。


「おはようございます！　鉤野軍ぐん曹そう、鎧塚伍ご長ちよう！」


　無む駄だに元気を搭とう載さいした挨あい拶さつに、今度はかほるとサキが目を丸くした。


「あれ？　私たちの名前知ってるの？」


「はい、もちろんっす！」


　言って、軽く胸むねを反らすようにして腕うでを後ろに組む。威い張ばっているというよりも、どことなく高校の応おう援えん団を思わせる姿し勢せいだった。


「えーと、松永……衛二くんだっけ」


「はい！　覚えていていただき光栄ですッ！」


「はは……随ずい分ぶん元気ね」


　かほるは少し肩かたをすくめながら笑うと、空あいている席をあごで示しめした。


「……で、松永くん。よかったら座れば？　もうあんまり時間ないけれど」


「いえ、俺おれはここで大丈夫っす！」


「そ、そう……」


　恐らく自分のそれとは発声法から異ことなるであろう覇は気きに溢あふれる声こわ音ねに少々気後れしつつ、かほるが後頭部をかいた。サキの方はさほど気にしていない様子で、目を好こう奇きの色に染そめながら衛二の方を見つめている。


「衛二くん、ウチの小隊に入りたいんだっけー？　今の所属ってどこなのー？」


「いえ、まだ正式に配属はされてないっす」


「ふーん、珍めずらしいねー。普ふ通つう配属先が決まってから入ってくるんじゃないっけ？」


　サキが尋たずねるような視線をかほるに向ける。


「普通はそうね。──まあ、フリーの空エ獣ア狩がりからのスカウトとか、時季はずれの入団の場合だと、たまにあるみたいだけれど」


「へー」


　サキはふんふんとうなずいてから衛二に向き直った。ソーサーに載のっていたスプーンをつまみ上げ、指し揮き棒ぼうか教きよう鞭べんのように衛二の方に向けて振りながら、唇の端を上げる。見るからに、先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせたくて仕方がないといった調子だ。


「鷹崎小隊は難しいよー。なんたってあの鷹崎駆真少しよう尉いの部隊なんだからー」


「はいッ、それは十分承知してます！」


「ま、頑がん張ばってねー。あたしは応援してるからさー」


「あ、ありがとうございますッ！」


　衛二がもう一度、手本のようにしっかりとした敬礼をする。


　サキは空いている方の手でテーブルを叩たたくと、ピンと人差し指を立ててウインクをした。


「ま、参考までに言っておくと、ウチはバランス型ってより一芸に秀ひいでてる人が多いって感じはあるわねー」


「一芸……っすか」


「そ。少尉だってそうよー。空中での近接格かく闘とうにおいてはもう最強クラスって言っても過言じゃないけど、実は遠えん距きよ離り射しや撃げきとか下へ手たっぴなのよねー」


　あはは、と笑うサキの頭をかほるが小こ突づく。


「あんただって上う手まいわけじゃないでしょうに」


「あー、まあねー。──ま、とにかく、少尉は何でも屋さんより、一つのことに関しちゃ誰にも負けないぞッ！　っていう人の方が好きだから、何かアピールするところ考えておいた方がいいかもよー」


「は──はい！　ありがとうございます！」


「まー、昨日見た限り君、思いっきり少尉に嫌きらわれてるみたいだし、かなり望み薄うすかも知れないけどねー」


「はいッ……て、え──!?」


　平常通り元気よく返事をしようとした衛二が顔を歪ゆがませ、素すっ頓とん狂きような声を上げる。かほるは、余計なことをと再度サキの頭をつついた。


「き、嫌われてる……!?　俺が、駆真さんにっすか!?」


　しかしながら、さも意外といった彼の反応に、かほるも額に汗あせを滲にじませる。


「……気づいてなかったの？　あれで？　ある意味凄すごいわね、君」


　かほるが言っているうちにも、衛二は頭を抱かかえてその場にへたり込こんでしまった。まるで土ど下げ座ざのような格かつ好こうで顔だけをかほるたちの方へ向け、訴うつたえかけるように叫さけんでくる。


「そんな…………ッ、ど……どうすればいいでしょうか……ッ！　俺、どうしても鷹崎小隊に入りたいんですッ……！　駆真さんの近くにいたいんですッ！」


　言葉に過か敏びんな人物が聞いたなら告白と取られるやも知れぬ発言に、かほるは苦笑した。


「そ、そうねえ……何な故ぜ嫌われてるかが分かればいいんだろうけれど……」


　今の今まで嫌われているという認にん識しきさえなかった衛二には酷こくな要求だろう。かほるは呻うなるように喉のどを鳴らし、腕を組んだ。


　と、そんな様子を見ていたサキが、ぱちんと指を弾はじいて衛二に向く。


「そんなの簡かん単たんよー。要は君が、文句がつけられないくらい優ゆう秀しゆうな騎き士しだってことを少尉に見せつければいいんじゃない。さすがに隊の編制にまで好き嫌いを持ち込むような人じゃないしさー」


「駆真さんに……見せつける、っすか。でも、どうやって……」


「やーねー、絶好のイベントがあるじゃないのー」


　サキはニヤリと笑い、喫茶スペースの壁かべに貼はってあるポスターを示した。蒼穹園武会。部隊ごとの模も擬ぎ戦せんではなく、純じゆん然ぜんたる個人の力が試される武の祭典である。


「蒼穹園の騎士なら、見習いだろうが何だろうが参加出来るはずよね？　ここで優勝とかしちゃえば、さすがに認みとめざるを得ないでしょー」


「いや、そんなに上手くいくかしらねえ……」


　自信満々に言い切るサキに、難なん色しよくを示すかほる。実際、入団したばかりの衛二では予選通過出来るかどうかすら怪あやしいものであるし、万が一優勝したとしても、駆真が入隊を許すかどうかはまったく別問題だ。あまり安易に希望を持たせるのも酷である。かほるはサキの発言を窘たしなめようとして唇くちびるを動かした。が。


「──そうか……ッ！　その手があったか……！」


　両手をわななかせて立ち上がった衛二の大きな声に阻はばまれ、言葉を出す前に口を閉じてしまう。


「あの、松永くん？」


「アドバイスありがとうございます！　俺、早速参加申し込みしてきますッ！」


「いや、ちょっと待って。そうじゃなくて……」


　しかしかほるの制止も空むなしく、衛二はやたらエネルギッシュな動きで身を翻ひるがえすと、廊下を物凄いスピードで駆かけていってしまった。


「………………」


「あははー、凄いねー」


　かほるはとりあえずサキの額に軽くチョップを食らわせてから、いつの間にか冷めてしまったコーヒーを喉に流し込んだ。
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「……むう」


　本部庁ちよう舎しや十八階の執しつ務む室しつで、佐間岡は椅い子すに腰こし掛かけたまま腕組みした。執しつ拗ように勧かん誘ゆうをしているにもかかわらず、どうやらまだ鷹崎駆真は参加の意志を見せていないようなのである。


「困こまったものだな」


「ええ……なかなか強情です」


　彼が息を吐はくと、机つくえの側そばに控ひかえていた副官がやれやれといった調子で返してくる。いろいろと手を尽つくした彼女のことだ。彼よりも残念な感が強いのだろう。


　と、ばたばたという慌あわただしい足音が外から聞こえてきたかと思うと、机の脇わきに設置された小さなモニタが来客を報しらせてきた。


「入りたまえ」


『はッ……！』


　モニタ下のボタンを押おしながら彼が入室の許可を出すと、中年の男が扉とびらを開けて入ってきた。


「申し上げます……！　未いまだ鷹崎少尉の意志揺ゆるがず。参加登録をする素そ振ぶりはありません……ッ！」


「……そうか。難むずかしいかも知れんが、引き続き頼たのむよ」


「はッ！」


　男は敬けい礼れいをすると部屋を出ていった。まるで戦時中のような調子である。少し深しん刻こくに命令を出しすぎたかも知れない。彼は頰ほおに少し汗を滲ませた。


　次いで、またもモニタが点灯する。今度は来客ではなく、通信が入ったらしい。


「なんだね」


『──ああ、少しよう将しようさん？　食堂だけんども。いやあ、それとなく誘さそいはしましたけんど、どぉも参加する意志はねぇみてえですよ』


　そんな、訛なまりのきつい声が響ひびいてくる。モニタには、白い三さん角かく巾きんを被かぶった中年女性が映うつし出されていた。


「分かった、ご苦労」


　言って通信を切り、隣となりに立った副官に目をやった。


「……食堂にまで頼たのんだのかね」


「ええ。それはもう徹てつ底てい的に」


　自信満々で言ってくる副官。佐間岡は眉まゆを歪ゆがめて呻うなった。


「……もしかして、ただただ鬱うつ陶とうしがられてはいないか？」





　　　　　◇





　駆真は肩かたをいからせながら、のしのしと本部庁舎の廊ろう下かを歩いていた。


　顔は無表情のままなのだが、何故だろうか、今の彼女には何やら異様な凄すご味みがあった。表情の変わらぬ仮面の下に、恐ろしい憤ふん怒ぬの顔を隠かくしているとでも言おうか。そのただならぬオーラのために、彼女の歩く前方には、人が一人も見受けられなかった。皆みな、目を逸そらしながら左右に避けている。


　無む論ろん駆真とて、好きで不ふ機き嫌げんになっているわけではない。


　悪あく戦せん苦く闘とうしながらどうにか報告書を作成し終え、提出を終えたはいいのだが、その間いろいろと珍ちん妙みような出来事が駆真の身に起こっていたのである。


　まずデスクに着いてからの怒ど濤とうの攻こう撃げきに始まり、報告書を書いている最中も、およそ十分に一通、蒼穹園武会を賛美する内容のメールが舞まい込こみ続けた。また、気を利かせて紅こう茶ちやを淹いれてくれた女性も「お仕事頑がん張ばってください。ところで蒼穹園武会の話なんですけれど」と、何の脈みやく絡らくもない話の繫つなげ方をしてくるし、偶ぐう然ぜん後方を通っただけの上官は、わざとらしく「ああ……久々に鷹崎くんの空戦を生で見たいなあ」などと言ってきた。


　ようやく報告書を書き終え、印刷のためプリンタに紙をセットしようとすれば、紙の裏うら面めんが全すべて参加申込書になっているし、提出のため直属の上司である椙浦少佐のもとに向かう道中の壁には、昨日まではなかった武会のポスターやチラシがベタベタと貼られていた。無論恐れていたとおり、書類を手渡したあと少佐も武会の話を振ってきた。終しまいには昼食を食べに入った食堂で、給仕のおばちゃんにまで食いつかれるという始末だ。


　これで何も不ふ審しんに思うなという方が無茶な話である。


「……一体何だというのだ、今日は……ッ」


　奥おく歯ばをギリギリと鳴らしながら、本部の廊下を踏ふみしめていく。


　今駆真は、本部庁舎の南みなみ棟とうに向かっているところであった。南棟の一階には事務局の窓まど口ぐちがあり、蒼穹園武会の参加申もうし込こみ書しよの受理もそこで行っているはずだった。


　正直なところ、もともと気の乗らない参加である上、嫌いやがらせとしか思えない数々の出来事のせいで、駆真のやる気は限界近くまで削そがれていた。


　しかし──駆真は思い直す。


　昨日自じ宅たくで見た一回戦の賞品。


　他の賞品から比くらべればやや見み劣おとりするであろうその品物。


　それを手に入れるためには、ここで参加を取り止やめるわけにもいかない。駆真は在あり紗さの笑え顔がおを頭に思い描えがいて苛いら立だちを抑おさえ込んだ。


「…………ふう」


　そう、予選さえ通過してしまえばそれでいいのだ。駆真の狙ねらいはあくまで一回戦の賞品。本戦に出場が決まりさえすれば、あとはすぐに棄き権けんでもなんでもして試合を終えてしまえばいい。戦わずして負けを認みとめるというのは、蒼穹園の騎き士しにとって最大の恥はじとされている。だが騎士の誇ほこりも栄えい誉よも、駆真の目にはただの石ころにしか映らなかった。


　確かに武会の開催日が在紗の誕たん生じよう日び当日というのは不安材料であるが、前日までにパーティーの大まかな準備を終えておけば、一回戦に顔を出しても十分誕生会には間に合うだろう。


　決意に拳こぶしを握にぎり、うつむいていた顔を上げてさらに一歩を踏み出す。


　──が、駆真はそのまま、数すう瞬しゆんの間足を空中にキープしたまま静止した。


　理由は単たん純じゆんなものだった。前方──西棟から南棟に移るための連れん絡らく通路の入り口付近に、鳶一槙奈の姿すがたがあったからだ。


　少し身か体らだを傾かたむけて壁に背を預けるようにし、腕組みしながら目を伏ふせている。見ようによっては、眠ねむっているようにすら見えた。


「………………」


　早く登録を済すませねば、午後の訓練が始まってしまう。駆真は疑ぎ心しん暗あん鬼きになりながらも、そろそろと槙奈の前を通っていった。……彼女が本当に睡すい眠みんに入っていますようにと、淡あわく儚はかない願いを込めて。


　だが無論、本当に寝ねているはずはない。駆真が前を通過しようとした瞬間、槙奈がばっと手を伸のばし、こちらの進行を妨さまたげてきた。


「……何をする」


「もーう、鷹崎さんたらつーめーたーいー。なんで無視しようとするのよう」


　何な故ぜか甘あまえるような声を出し、少し顔をうつむかせ、上うわ目め遣づかいになって言ってくる。


　駆真はその不気味な変へん貌ぼうに眉まゆをひそめた。


「……どうしたんだ、鳶一。悪いものでも食べたのか」


「そんなことないわよう。私はい・つ・も・ど・お・り」


「………………」


　背せ筋すじに薄うすら寒いものを感じ、無言で脇わきを通り抜ぬけようとすると、今度は右手をがっしりと摑んでくる。


「……って、だから何で行こうとするのよう。話があるの」


「離はなせ、排はい水すい溝こう」


「排……ッ──!!」


　槙奈の顔が一瞬にして真っ赤に染そまる。頰ほおの筋きん肉にくが痙けい攣れんしたかのようにぴくぴくと動き、眉が凄せい絶ぜつな形に歪ゆがんでいった。


　が、何故だろうか、槙奈は空いている手で顔を覆おおうと、「落ち着け、落ち着け」とぶつぶつ繰くり返し、またもわざとらしい笑顔を作って駆真に向けてきた。もっとも、その額にははっきりと血管が浮うき出ていたのだが。


「あ、は、は、は……鷹崎ったら面おも白しろいんだからぁ」


　見るからに引きつった笑みを向けてくる槙奈。ちなみに摑まれている手には、尋じん常じようでない圧力がかかっている。


「……ま、まあそんなのはともかく、昨日は悪かったわね。鷹崎の気持ちも考えずにうるさく言っちゃって」


「まったくだ」


「──このッ……、──そ、そうね、ごめんなさい。でも一度よく考えてみて欲ほしいの。確かに鷹崎は騎士の名誉とか、そういうものに興味がないかも知れない。けど──」


「──やはりそのことか。心配するな。今から参加登録をしに行くところだ」


「うんうん、そう言うと思ったわ。いや、あなたの気持ちも十分分かるのよ？　でもね、騎士の誇りとかそういうものの前に、あなたの出場を待ってる人がいるってことも考えてみて欲しいの」


「……話を聞け」


「聞いてるわよ」


「…………」


　明らかに、聞いていない。駆真は無言で手を引き抜くと、すたすたと南棟へ向かって歩いていった。


「ちょ──ちょっと待ちなさいよ！」


　いつの間にか平時の調子に戻もどった槙奈が追ってくる。駆真は足を止めないままそちらを一いち瞥べつした。


「何だ。まだ何かあるのか」


「まだって……あんた私の話聞いてたの？」


「……そっくりそのままその言葉を返そう」


「どういう意味よ」


「そのままの意味だが」


「だからそれがどういう意味かって聞いてるの！」


　それなりのスピードで歩行しているはずなのだが、槙奈は器用な横歩きで駆真にぴったりと張り付き、言葉を交わしていた。


　ほどなくして二人は本部庁ちよう舎しや南棟に辿たどり着き、事務局窓まど口ぐちの前で足を止めた。駆真は腰こし元もとのポーチから三つ折りになった参加申込書を取り出すと、その場で拡ひろげ、確かく認にんのためざっと目を通した。


　と、そこで槙奈が素すっ頓とん狂きような声を上げる。どうやらこの女、本当に駆真の言葉を聞き漏もらしていたらしい。


「何！　参加申込書じゃない！　あんた、参加するつもりだったわけ!?」


「……だから、さっきからそう言っているだろう」


「な、何で一ひと晩ばんでそんなにコロッと意見が変わるのよ！」


「騎き士しの誇ほこりというやつに目覚めたんだ。突とつ然ぜんな」


「噓うそおっしゃい！」


「分かるか」


「分かるわよ！」


　何やら釈しやく然ぜんとしない様子で槙奈が口を挟はさんでくるが、駆真は構かまわず紙面に目を這はわせていった。名前、年ねん齢れい、性別、階級、所属──問題はない。そのまま紙を片手に持ち、一番左ひだり端はしの窓口に歩いていく。


「頼たのむ」


「はいはい。あ、鷹崎少しよう尉い。どうされました？」


　初老の事務員が人の良さそうな笑みを浮うかべて言ってくる。


「確か蒼穹園武会の参加申し込みは今日までだったな」


「ええ、そうですよ。……え？　まさか、まだ申し込まれてなかったんですか？」


　意外そうに返してくる事務員に小さく首しゆ肯こうし、携たずさえていた申込書を受付台の上に置く。


　と、そのとき、駆真たちが来たのとは別の方向──東棟の連れん絡らく通路側から、地鳴りのような音が聞こえてきた。次いで、誰だれかの叫さけび声が響ひびいてくる。


「ぅおりゃぁぁぁぁぁぁッ──！」


「…………？」


　駆真が振り向くと、そこには物もの凄すごい形相で走り寄ってくる衛二の姿すがたがあった。


「な──」


「申し込こみ、お願いしまぁぁぁぁすッ!!」


　裂れつ帛ぱくの気合いとともに大声を発し、受付窓口の数歩手前で踏ふみ切った衛二は、手にしていた申込用紙をバチーン！　と受付台に叩たたきつけた。──ちょうど、駆真の手の上に。


「はァ──はぁっ……間に合ったぁ……」


　息を切らせて衛二が顔を上げ──駆真の方を見て固まる。どうやら、駆真の姿に気づいていなかったらしい。


「お──お疲つかれさまです、駆真さんッ！　今日はどうされたんですかッ!?」


「………………」


　駆真は無言で、彼の申込用紙と手の下した敷じきにされた自分の右手を示した。


「あ──す、すいませんッ！」


　衛二は慌あわてて手を退どけようとしたのだろう、ぴくりと手が動く。しかし数秒待っても、彼は何な故ぜか申込書を駆真の手の上に置いたままだった。


「……おい」


　不ふ機き嫌げんそうに駆真が呟つぶやくと、衛二は笑みを堪こらえきれないといった表情をしてこちらを向いてきた。頰は微かすかに紅こう潮ちようし、目は駆真と手元を交こう互ごに見ている。くわえて口元が嬉うれしそうにもごもごと蠢うごめいているものだからもう、気味が悪くて仕方がない。


「あの、駆真さん……」


「……何だ」


「な、何かこれ……婚こん姻いん届とどけ出してるみたいっすね」


　駆真はとりあえず、衛二のあごを思い切り蹴けり上げた。





　　　　　◇





「……ふう」


　槙奈は本部庁舎一階の喫きつ茶さ室しつで遅おそめの昼食をとりながら息を吐ついた。


　テーブルの上には大きなクラブハウスサンドとフライドポテト、ハーブティー、それにデザートのミルクプリンが置かれている。いつもより少々量が多いが、とりあえずの祝しゆく杯はいということで財さい布ふに頑がん張ばってもらっていた。


　少々時間はかかったが、ついに鷹崎駆真が蒼穹園武会への参加を決めたのである。これを喜ばずにどうするというのか。


　駆真ならば問題なく予選を突とつ破ぱし、本戦へ駒こまを進めるだろう。そうすれば何回戦になるかは分からないが、確実に槙奈と当たることになる。そして──


「……そこで、鷹崎を、倒たおす」


　自分がそれまでに敗退してしまうことなど微み塵じんも思考の内にない槙奈は、クラブハウスサンドに刺ささっていたピックを抜ぬくと、こんがり焼かれたパンの表面に幾いく度ども刺していった。と──


「鳶一？」


　そこで、少し高い位置から槙奈を呼よぶ声が聞こえる。槙奈はピックの抜き刺しを一いつ旦たん止めて顔を上げた。


「──ま、松永くん……ッ」


　予想外の人物の登場に、槙奈は目を見開いた。


「よ。おまえも今昼か」


　あごに湿しつ布ぷを貼はった松永衛二が、手にしたトレイを少し上げるようにして言ってくる。


「ここ、いいか？」


　槙奈はしばしの間逡しゆん巡じゆんし、こくりとうなずいた。


「サンキュ」


　言って、テーブルにトレイを置き、槙奈の向かいの席に腰こしを落ち着ける。トレイには、およそ一人分とは思えない量のスパゲティやサンドイッチが盛もられていた。


「……相変わらず大食いね」


「はは、これっくらい食わないと元気出ねえんだ」


　衛二は笑うと、手近にあったサンドイッチにかぶりついてから、再度槙奈に目を向けてきた。


「しっかし、驚おどろいたなあ。あの排はい水すい溝こうがまさか騎き士し団だんにいるとは」


「……そのあだ名、やめてくれる？　あんまりいい思い出ないんだけど」


「ん？　そうなのか？」


　その顔からはまったく悪意が感じられなかった。本当に何の含ふくみもなくその名を使っていたらしい。


「けど……なんで昨日は他人の振ふりなんてしたんだよ。びっくりしたぞ？」


「う……わ、悪かったわよ」


　槙奈が頰をかくと、衛二がまじまじとこちらの顔を見てきた。


「……何よ」


「いや、やっぱ変わったな、って。パッと見分かんなかったよ。どうしたんだその髪かみ。染そめたのか？　化け粧しようもバッチリ決めちゃって」


　衛二がスパゲティを啜すすり、口の周りをソースで汚よごしてから口を開く。槙奈は頰を染めて顔を背そむけると、少し恥はずかしそうに唇くちびるを尖とがらせた。


「う、うるさいわね」


「いやー、似に合あってるよ。綺き麗れい綺麗」


「ほ……ホント？」


　槙奈は顔の向きは変えぬまま、目線だけをちらりと衛二の方にやった。……が、彼はもう槙奈を見ておらず、次のサンドイッチに夢中だった。


「…………」


　そんな槙奈の半眼に気づいたのか、衛二が眉まゆを跳はね上げる。


「あ、悪い悪い。なんだって？」


「……何でもないわよ」


　言いながら嘆たん息そくして、ハーブティーが入ったカップを口に持っていく。……この男、昔と何も変わっていなかった。


　何となく、中学時代を思い出す。


　当時の槙奈は……有り体ていに言って、暗い少女であった。黒髪を一つに束ね、分厚い眼め鏡がねをかけ、休み時間はいつも本を読んでいるような、ステレオタイプな地味女である。衛二が最初思い出せなかったというのも無理はない。


　その上オタク趣しゆ味みで、気弱なくせに粘ねん着ちやく気質だった彼女は、あっという間にクラスメートから嫌きらわれた。雨の日に長い前髪が顔にまとわりついていたものだから、その様と彼女の陰いん気きな性格を指して排水溝などという不ふ名めい誉よ極まるあだ名まで付けられた。今の槙奈からはまず考えられない灰はい色いろの過去である。


　そんな彼女に唯ゆい一いつ、何の含みもなく話しかけてきたのがこの松永衛二なのだ。いやが上にも記き憶おくに残っていた。……実じつ際さい、少し気になっていた時期もなくはない。


「そういえば……松永くんは何で騎士団に？　私みたいに騎士学校に行ったわけじゃないでしょ？」


「ん、ああ。高校は普ふ通つう科かさ。だから鳶一みたいな少しよう尉い様じゃなくぺーぺーの二等兵だよ」


　言ってあはは、と笑って見せる。


「ええと、騎士団に入った理由だっけ？　そんなの単たん純じゆんだよ。騎士になれば駆真さんに会えると思ったんだ」


「…………へぇ？」


　──あんたも鷹崎か。槙奈は平静を装よそおいながらも、腹はらの中からどす黒い憤ふん怒ぬが漏もれ出るのを感じた。否いな、怒いかりというよりも……嫉しつ妬とといった方が適てき当とうかも知れない。初はつ恋こいの人を他の女に取られる感覚。槙奈は不ふ機き嫌げんな心ここ地ちを抑おさえ込こみながら尋たずねた。


「……鷹崎のどこがそんなに良いの？」


「どこって、おまえそりゃ全部だよ。綺麗で、強くて、カッコよくてよう。もう考え得る限りの美徳を全部神様から与あたえられてんじゃねえかって思うくらいだよ。あれほどの人はもうこの世に生まれてこないだろうと断言出来るね。まさに奇き跡せきだ」


「……ふ、ふぅん……？」


　ぴくり、ぴくり。槙奈は自分の頰が段だん々だんと引きつっていくのを感じた。


「そこまでの女かしらねえ。あの無表情サイボーグが」


「何言ってんだ。そこがまさにクールビューティーって感じなんじゃねえか」


「……ここだけの話、鷹崎って同性愛者らしいわよ」


「愛の形が広いってのは素す晴ばらしいことだよな」


「……実は過去に大量殺人を犯していて」


「くぅッ、俺おれも殺されたいぜ！」


「………………」


　──駄だ目めだ、こいつは。槙奈は額を覆おおった。あばたもえくぼなんてレベルではない。彼にかかればどのような最悪の情報も美化されてしまうだろう。


　だが槙奈はどうにか微び笑しようの仮面を保ちつつ、テーブルに肘ひじを突つき、彼の目を見つめた。


「……ねえ、松永くん」


「ん？　なんだ鳶一」


　槙奈は目を細め、唇を妖あやしく動かした。


「鷹崎なんて見限ってさ、うちの小隊に来ない？　あいつのとこなんて話にならないくらい優ゆう遇ぐうするわよ？」


　別に、さしたる思おも惑わくがあったわけでもない。今までの言動で衛二の駆真に対する心しん酔すいぶりは十分分かっている。彼がこの話を断るであろうことも予想できていた。


　もし一いつ瞬しゆんでも彼が迷う様子を見せたのなら、それだけで満足である。


　だが衛二は刹せつ那なの間もおかず、言ってはいけないことを口にした。


「そりゃ駄目だ。こう言っちゃ悪いけど、おまえじゃあ駆真さんに敵かなわないや」


　──ぴき。


　槙奈は自分の笑顔にヒビが入る音を、確かに聞いた。


「────何ですって？」


　槙ヽ奈ヽでヽはヽ、駆ヽ真ヽにヽ敵ヽわヽなヽいヽ？


　槙ヽ奈ヽはヽ、駆ヽ真ヽにヽ勝ヽてヽなヽいヽ？


　槙ヽ奈ヽよヽりヽ、駆ヽ真ヽがヽ上ヽ？


　彼のことだ。別に悪意はあるまい。その言葉も、実力的なことを言っているのではないだろう。


　だが、駄目だった。槙奈にとってそれはタブーだった。絶対に許されない一言だった。誰だれであろうと口にしてはならない言葉だった。


　しかもそれが、よりにもよって松永衛二から……己おのれの初はつ恋こいの相手から発されたのである。


　──槙奈は顔を覆い、ゆらりと立ち上がった。今の表情を誰にも見せないように。


「鳶一？」


　衛二が不思議そうに尋たずねてくる。しかし槙奈は無言のまま喫きつ茶さ室しつを出ると、廊ろう下かをつかつかと歩いていった。


　そして化け粧しよう室しつに入り水道の蛇じや口ぐちを捻ひねると、両手で水をすくって顔に浴びせていく。化粧が落ちるかも知れないという懸け念ねんはないでもなかったが、今はこの憤怒と嫉しつ妬とと悔くやしさと……その他諸もろ々もろの負の感情が混ざり合ったような気分を少しでも洗い落としたかった。


　だが幾いく度ど顔に冷たい水を浴びせても、一向に気分は晴れなかった。──鷹崎駆真。あの女の姿が頭にちらついて離はなれない。


　槙奈の脳内には、時折耐え難い憎たらしさを持って駆真の姿が現れる。幾度ナイフを突き立て、幾度毒を打ち込もうとも倒れない、最悪の幻影が。


　その幻が、今日は笑っている。まるで、槙奈を見下すかのように。


「────くッ……！」


　やはり駄目だ。あの女を完かん膚ぷ無なきまでに打ちのめさぬ限り──否いな、もうそれでは足りない。もっと屈くつ辱じよく的な敗北を味わわせぬ限り、この鬱うつ々うつとした気分は晴れようがない。


「ふ」


　彼女の口から、思わず声が漏れる。


「ふふふ」


　そうだ、鷹崎駆真。あのいけ好かない女。


　あいつにとって最大の屈辱とは何だろうか。


「ふふふ……ふふ」


　槙奈の脳のうは自然に考えを巡めぐらせ──一つの結けつ論ろんに達した。


「…………まさかあの鷹崎駆真が予選敗退なんて、恥はずかしくてたまらないわよねえ」


　呟つぶやいて、顔を上げる。


　正面の鏡には、とうの昔に捨すて去ったはずの陰気な顔が、暗い笑みを浮うかべていた。
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　紙面に走らせていた鉛えん筆ぴつをテーブルに置き、鷹たか崎さき在あり紗さは大きく伸のびをした。


「…………ふぅ」


　そのままクッションに体重をかけるようにして身か体らだを反らし、壁かべに掛かかっている時計に視し線せんをやる。午後二時五十分。宿題を始めてから一時間といったところだろうか。


「え、もう終わったのアリサ」


　在紗が姿し勢せいを正すと、向かいに座すわっていたクラスメートの橙とう堂どう美み須す々ずが大げさに驚おどろきの表情を作ってきた。


「うん……とりあえず」


「かぁ～……さすがに早いわねえ」


　言うと、美須々は肩かた口ぐちをくすぐるお下げ髪がみを指に巻まき付けながら、甘あまえたような声を出してくる。


「……ときにセンセェ。お尋たずねしたい問題があるんだけれども」


「……どれ？」


「ここ。問五」


「ええと、これはね……」


　在紗はクッションを持って美須々の隣となりに移動すると、教科書に目を落とし、説明を始めた。


　在紗はいつも、休日用に出された宿題は明るいうちに終わらせてしまう。別にポリシーというほどのこともないのだが、美須々もその習慣を承知しているため、休日に鷹崎家に遊びに来るときはいつも勉強道具を持ってきていた。


「あー、なるほどー。こう解くワケね」


「ん……そうそう」


「ありがとアリサ。ここで引っかかってたのよー」


　言って微ほほ笑えみ、美須々が再度ノートに鉛筆を走らせていく。在紗はその様子を見て小さくうなずくと、床ゆかに手をついて立ち上がった。


「ん？　どうしたのアリサ」


「うん、美須々もそろそろ終わりそうだし、時間もちょうどいいから、お茶にしようと思って」


　在紗がそう言うと、美須々は鉛筆を持ったまま手を組み、目を輝かがやかせた。


「いいわねいいわねー。え、じゃあ手伝おうか。準備するんでしょ？」


　しかし在紗は、腰こしを浮うかせかけた美須々を制するように手を広げると、「だめ」と短く言って首を振ふった。


「美須々は宿題の続き。……ちゃんとやらないとお菓か子しあげないよ？」


「えぇー……」


　大げさに眉まゆを歪ゆがめ、唇くちびるを尖とがらせながら美須々が渋しぶ々しぶノートに向き直る。在紗は満足げにうなずくと、くるりと身体を回して部屋のドアに向かった。


　自然、自室の内ない装そうが目に入る。パステルカラーの壁かべ紙がみとフローリングの床で構成された六畳じようほどのスペースに、ベッドと机つくえ、それにタンスや背せの低いテーブルなどが置かれている。そしてそれらの要所要所から、可か愛わいらしいぬいぐるみが視し線せんを送ってきていた。在紗が自分で揃そろえたものが二割わり、駆真がくれたものが八割である。


　と、在紗がドアノブに手をかけたところで、美須々が思い出したように声を上げた。


「そういえば今日、カルマさんは？　休みっていってなかったっけ」


「あ……うん」


　首と視線だけを向け、頰ほおをかく。


「なんか今日……急なお仕事が入っちゃったみたいで」


「ふうん……やっぱ大変なのねえ」


　在紗は苦笑すると、部屋を出て一階に歩いていった。そしてそのままリビングを抜ぬけ、キッチンに足を踏ふみ入れる。


「えーと、確か……」


　少し背伸びをして戸と棚だなの奥おくから四角い缶かんを引っぱり出す。開けてみると、中には在紗の記き憶おく通り様々な形をしたクッキーがいくつも入っていた。


　次に食器棚から菓子皿を出し、クッキーを綺き麗れいに並ならべていく。


「…………」


　……皿の空きスペースが多い。在紗は小さく、本当に小さくため息をついた。別にお菓子の量が少ないことを嘆なげいているわけではない。本来なら三人分のクッキーが盛もられているはずだった皿を見て、少し残念な気分になったのだ。


　本当なら今日は在紗と美須々、そして駆かる真まの三人でお茶の時間を過ごせるはずだったのだ。勉強中は気を遣つかって部屋に入ってくることのない駆真だけれど、休きゆう憩けい時間だけは特別なのである。


　とはいえ、もちろんそのことに不満を述のべるつもりはない。在紗とて、蒼そう穹きゆう園えんの騎き士しの姪めいである自覚と覚かく悟ごをちゃんと備えている。駆真は今このときも、蒼穹園の空を守るために働いているのである。それを在紗の我わが儘ままで邪じや魔ましてしまうわけにはいかなかった。


　在紗は小さくため息を吐つきながらやかんに水を溜ため、火にかけた。水量はさほど多くない。すぐに沸わくだろう。その間にお茶の用意をしておこうと、ティーポットと茶葉を取り出しておく。


「…………」


　と、棚の中にあった二種類の茶葉の前で指が止まる。在紗は小さく首を振ってから、右の袋ふくろを手に取った。


　紅こう茶ちやは産地によって風味がまったく異ことなる。ゆえに、在紗が好きなものと駆真が好きなものの二種類が鷹崎家には常備されていた。もっとも、普ふ段だん駆真は在紗に気を利かせて在紗用のものしか使わないのだが。


　そんな些さ細さいなきっかけでまたも駆真を思い出し、嘆たん息そくが漏もれる。


「……あはは」


　いくら理性で抑おさえ込こんでも、こればかりはどうにもならないようだった。在紗は苦笑し、ティーポットに茶葉を入れていった。





　　　　　◇





　今現在、駆真の機き嫌げんが良いか悪いかと問われれば、大多数の人間が悪いと答えるに違ちがいない。


　もし良いと答える人がいたのなら、もう少し場の雰ふん囲い気きを察する能力を磨みがいた方がよいだろう。少なくとも周囲の人間には好感情を持たれてはいまい。それほど分かりやすく、駆真は全身から苛いら立だちのオーラを立ち上らせていた。


　在紗との休日は、駆真にとって何ものにも代かえ難がたい至し福ふくの時間なのである。それが突とつ然ぜん消えてしまったのだ。駆真の不満ももっともだろう。


　とはいえ、今日の用件だけは蹴けるわけにはいかなかった。駆真は顔を上げ、辺りを見回す。騎士団本部の第四演習場には、既すでに三百名近い騎士たちが集まっていた。皆みな既に、愛用の天てん駆く機き関かんを手元に置いている。


　そう──蒼穹園武会の第一予選である。


　無む論ろん、今演習場に集まっているのが武会に参加する総員ではない。一度に全員を集めてしまっては通常の任務に差し支つかえが出るため、一次予選は数日に分けて実じつ施ししているのだという。鷹崎小隊で言えば一昨日はかほるが、昨日にはサキがそれぞれ予選を受け、見事突破している。三み谷や原はらと美み栄はえは後衛なので参加していないため、登録の遅おそかった駆真が最後ということになっていた。


　一応サキとかほるに予選の内容は聞いたものの、どうやら日によって課題を変えているようだった。まあそれはそうだろう。もし同一の内容であったなら、あとから予選を受ける騎士の方が有利になってしまう。


　と。


「──ん？」


　不意に肩かたをつつかれ、駆真は後ろを振り向いた。


　そして。


「………………」


　何一つ表情を変えぬまま、駆真は天駆機関で覆おおわれた拳こぶしを振り下ろし、犯人の頭に叩たたきつけた。


「あ痛いたッ！」


　駆真の肩を叩いた男──衛えい二じが、頭を押おさえて派手に後方に転がる。そして数秒の間地面をのたうち回ったあと、涙なみだ目めになりながら立ち上がった。


「な、何するんですか、駆真さんッ！」


「蠅はえがいた」


「──え、ええッ、本当ですか!?」


　衛二は再び頭の上に手をやってから、駆真に深々と頭を下げてきた。


「す、すいませんッ！　蠅を払はらっていただいたのに、失礼なことを──」


「…………」


「あの、何か……？」


「いや」


　言いながら、鼻から息を吐はく。その際、衛二が身に纏まとっている天駆機関が目に留とまった。


　見るに、衛二のそれも装そう着ちやく型がたのようだ。手首足首、膝ひざに肘ひじ、胴どう部ぶと細かく細分化されたプロテクターのような天駆機関を全身に装着している。確か名はハウゼル式。駆真の纏うマーケルハウツよりは遥はるかに操そう作さが容易とはいえ、新人騎士が扱あつかいこなせるようなものではない。しかも彼が手にしている武器は、銃じゆうではなく刀とう剣けん型の空装だった。明らかに接近戦に偏かたよった装備である。


「……格かつ好こうで天駆機関を選ぶと怪け我がをするぞ」


「え──あ、いや、別にそんなことはないっすよ。俺おれ、搭とう乗じよう型ってのがどうも苦手で」


「──ふん。まあ、どうでもいいが」


　言って、衛二から目を外す。別に誰だれが予選落ちしようが、駆真には関かかわりのないことだった。


　と、遠くから大型車が走るような音が、段だん々だんと近づいてきた。その方向を見やると、何やら箱形をした大きな機械が合計四台、砂すな埃ぼこりを上げながら走ってくるのが分かる。


　それらは広大な演習場のちょうど四よ隅すみに停止したかと思うと、車体を演習場の内側に少しだけ傾かたむけた。


「……なんだ？」


　駆真の独り言に答えるようなタイミングで、スピーカーから声が響ひびいてくる。


『えー、あー、テステス。はい、大だい丈じよう夫ぶですね。──ではこれより、蒼穹園騎き士し団だん技能演習競技会、一次予選を行います』


　周囲に集まっていた騎士たちに、緊きん張ちようが走る。蒼穹園の空を守る者たちの研とぎ澄すまされた空気が、辺りをシンと静まり返らせた。


『はは、まあそんなに硬かたくならずに。リラックスしていきましょう、リラックス。……じゃ、早速、ルールの説明を始めます。えー、皆みなさん。演習場の周りに、大きな箱のような機械があるの、見えますね？』


　皆が一いつ斉せいに前後左右を向き、見知らぬ機械に目を向ける。


『これは技術開発局が考案した、新型射しや出しゆつ装そう置ちの試作品です。簡かん単たんに説明すると、箱の上部から一度におよそ五千発の弾たまを発射し、一瞬にして広こう域いき弾だん幕まくを展てん開かいできるというスグレモノなわけです。空エ獣アが地表近くまで降こう下かしてきた際には、それはそれは頼たのもしい味方となるでしょう』


　スピーカーの言葉に「おー」という感かん嘆たんの声がいくつも上がる。顔は見えぬのだが、何となくスピーカーの主が上じよう機き嫌げんになるのが分かった。もしかしたら技術開発局に所属する騎士なのかも知れない。


『──さて、予選の内容ですが、今から皆さんには天駆機関で飛んでもらい、この弾幕を避よけてもらいます。……ああ、いやいや、弾はペイント弾を使用していますので安全ですよ？』


　冗じよう談だんめかした説明係の言葉に、しかし誰も笑おうとはしなかった。今し方射出装置の性能を説明されたばかりなのだ。それがどれほど困こん難なんなことかは推おして知るべしだ。


『時間が終了したら、色の付いている箇か所しよを調べます。身か体らだの部位ごとにポイントが定められており、点数が少ない人が次の予選に進むことが出来ます。胴体が五点、二の腕うでと太ふと股ももが三点、それより先の手足が一点となります。あ、そうそう、頭部に直ちよく撃げきしたら一発アウトとなりますので、ご注意ください。


　……えーと……？　そんなところかな。では皆さん、飛行してください。……あ、高度は二百メートルまで、範はん囲いは演習場内とします。そこから出た時点で失格となりますので気を付けてくださいね』


　それを最後に、スピーカーから音声が途と切ぎれる。


　駆真は口元に手を置くと、「ふん」と呻うなった。


「どうかしたっすか？」


　脳のう天てん気きに尋たずねてくる衛二を無む視しし、駆真は周囲を見み渡わたした。辺りの騎士たちが持つ天駆機関のタイプを、ざっと見取っていく。……搭乗型九割わり、装着型一割というところか。


　この課題、駆真には極きよく端たんに不利な条件が揃そろっていた。


　装着型天駆機関は確かに搭乗型よりも小回りが利き、弾を避けやすいだろう。しかし今回ポイントが規定されているのは身体の部位のみである。搭乗型の場合は、如い何かに天駆機関が被弾しようと、ダメージに数えられないのである。そうなると、天駆機関そのものを盾たてにする戦術も使えるだろう。


　また、装着型を使用する者の中でも、駆真は特とく殊しゆだった。通常、騎士は衛二のように、何らかの空装を持っている。しかし近接格かく闘とうを主とする駆真の武器は、自らの手足なのだ。つまり、弾を弾はじくと、それだけで一点が加算されてしまうということになる。


「……要は避けるしかないわけか」


　顔を少しうつむかせ、呟つぶやく。


　ペイント弾は一度におよそ五千発。──否いな、四台が一いつ斉せいに弾を射出する可能性もある以上、楽観は出来るまい。駆真は拳こぶしを握にぎりしめると、天駆機関を〈浮フロート〉駆動させて地面を蹴けった。








「──ふふふん」


　予選の説明が終わるのを待たず、槙まき奈なは唇くちびるを笑みの形にした。周囲の騎士たちは一片の情報も聞き漏もらすまいとスピーカーから響くノイズ混じりの声に必死に耳を傾けているのだが、槙奈にはそんなことをする必要がなかったのである。


　至し極ごく単たん純じゆんな理由だ。彼女は実行委員に金を積み、事前に予選の内容を教えてもらっていたのだ。


　──そう、全すべては、鷹崎駆真を予選敗退させるために。


　忌いま々いましいことこの上ないが、普ふ通つうに予選を行ったのでは、まず間ま違ちがいなく駆真は突とつ破ぱしてしまうだろう。それも恐おそらく、トップに近い成績で、だ。


　駆真に予選落ちという屈くつ辱じよくを味わわせるためには、槙奈がこっそりと妨ぼう害がいする必要があった。それには、事前に予選の内容を知ることが不可欠だったのである。


　既に槙奈はこの予選のシステムと抜ぬけ穴あなを探さがし出し、有効な妨害工作を用意してきていた。腰こし元もとのポーチを探さぐる。中には、ピンポン玉くらいの球が幾いくつか入っていた。対象にぶつけると、外がい殻かくが壊こわれて内部の塗と料りようが弾ける仕組みの、いわゆるカラーボールである。しかも、通常より殻からの部分が壊れやすく作ってある特注品だ。


　この予選はポイント制。規定時間が終了した時点で身体にペイント弾の塗料が付着していれば、それがポイントになってしまう。


　そう、もし仮にペイント弾に使用されているのと同じ塗料を使ったカラーボールをぶつけられたとしても、付着する塗料の材質に変わりがなければ、当然点数が加算されてしまうのである。


「ふふ、ふふふ」


　不気味な笑みと自覚できる。が、どうにも抑おさえきれない。


　もしあらぬ方向から突然カラーボールが自分を狙ねらって飛んできたとしたら、如何に鷹崎駆真とて、全弾を完かん璧ぺきに避けきることなど出来はするまい。


　狙うは無論、一発で失格となる頭部。反応しづらい後頭部がいいだろう。


　予想外の方向からの攻こう撃げきを受け、呆あつ気けにとられる駆真の表情を想像して、槙奈はさらに笑みを濃こくした。








　もう騎士団本部の第四演習場上空には、三百名近い騎士たちが様々な天てん駆く機き関かんで静止していた。〈停ステイ〉は天駆機関を空中で停止させる基本駆動である。


「あー、なんか緊きん張ちようするっすね、駆真さん！」


　剣けんを肩かたに担かつぎながら、何な故ぜか楽しそうにそう言う衛二に、目の端はしから鋭するどい視線を送ってやる。


「……付いてくるな。鬱うつ陶とうしい」


「そんなッ！　俺、駆真さんをお守りしたくてッ！」


「必要ない。失うせろ」


　冷たく言って、下方──四機の射しや出しゆつ機きに注意を向ける。弾が発射される際に何か合図があるのか否か。それすらも分からない以上、緊張を途と絶だえさせるのは得とく策さくではない。隣となりでは未いまだに衛二が何やら叫さけんでいたが、そんなものは完全に意識からシャットアウトして神経を研とぎ澄すました。


　──砲ほう撃げきの開始に、ブザーや信号といった親切なものはなかった。何の前まえ触ぶれもなく左奥おくの射出機が吼ほえたかと思うと、一気に夥おびただしい数のペイント弾が襲おそってきた。


「──ッ」


「ぬおわっ！」


　瞬時に天駆機関を〈翔ソア〉。上方へ飛び退のきながら、眼球運動のみで迫せまりくる弾の隙すき間まを探さがす。規定の高度二百メートルぎりぎりまで上じよう昇しようすると、多少ではあるが弾たまの勢いも衰おとろえ、またそれぞれの間かん隔かくも広くなってくる。駆真は身を翻ひるがえすと、器用に弾だん幕まくをすり抜けた。


　が、休む暇ひまは与あたえられない。すぐに第二射が下方から迫ってくる。


「く──」


　体勢を縦たてに立て直し、弾幕に対する面積を少なくしてどうにかやり過ごす。周囲からは、被弾した騎き士したちの叫びが聞こえてきていた。ペイント弾といえど、まともに当たればそれなりの威い力りよくがある。一発くらいなら大したことはないなどという考えは捨すてた方がよいだろう。ひるんだところに追撃が来たなら、まず避け切れまい。


　ふと、目の端に衛二の姿すがたが映うつる。細かな天駆機関の制せい御ぎよに慣なれていないらしく、飛空が随ずい分ぶんとふらついていた。どうにか被ひ弾だんは免まぬがれているようだったが、その額ひたいには早くも汗あせが光っている。


「ふん」


　駆真は視線を外して、次の攻撃に備えた。すぐに、三機目の射出機が低い咆ほう吼こうを上げる。


　だが──


「っ……!?」


　駆真は本能的に身を翻すと、危き険けんとは分かっていながらも上方を一いち瞥べつした。そう──上空に打ち上げられた第一波のペイント弾が、勢いを失い、今度は重力に従したがって雨のように飛来してきたのである。


「く──」


　上方からのつぶても、下方からの攻撃も、駆真の飛空能力をもってすれば避けきるのはさほど難むずかしくない。しかしそれらがまったく同時に襲い来るとなれば話は別だ。駆真は仕方なく左手で上から迫るペイント弾を弾き、退路を確保する作戦に出た。


　しかし駆真が身体の向きを変えた瞬間、暑苦しい叫びを上げて、一つの騎き影えいが突撃してきた。


「駆真さん！　危あぶなぁぁァァぁぁぁァいッ!!」


「──なッ」


　その影かげは、紛まぎれもなく衛二であった。精せい密みつにポジションをとっていた駆真は容た易やすく弾かれ、予想外の場所に吹き飛ばされる。


「──ッ、くそっ……！」


　体勢を立て直そうとするが、間に合わない。駆真はやむを得ず、頭部を守るようにして身体を丸め込んだ。すねに二発、背中に一発、鈍にぶい衝しよう撃げきが走る。


「…………っ！」


　痛いたみに耐たえ、弾幕が去ったのを確かく認にんしてから身体を開く。背は確認出来ないが、マーケルハウツの右足に、赤い跡あとが二箇か所しよついているのが確認出来た。


「大だい丈じよう夫ぶですか、駆真さん！」


　何かをやり遂とげたような晴れやかな顔で、衛二が寄ってくる。こちらは上手く剣で弾いたのか、ダメージに数えられる被弾数はゼロのままだった。


「──この──ッ！」


　駆真は衛二の胸むなぐらを摑つかみ上げると、左手を大きく振ふりかぶって顔面にクリーンヒットさせた。


「ふぉんげぁッ!?」


　珍ちん奇きな悲鳴とともに、衛二の身体が複ふく雑ざつにきりもみ回転しながら吹き飛んでいく。その際、下方から飛んできたペイント弾が手と腹はらにヒットした。


「──ふん」


　まだまだ殴なぐり足りないが、あのような男に構っている余よ裕ゆうはなかった。すぐに四機目から五千発のペイント弾が射出される。無む論ろん、第二射目か第三射目かの残弾が、空から降ふってくることも念頭に置かねばならない。


　駆真は身を捻ひねり、下の方向から来る弾を足で蹴けり払った。──絶ぜつ妙みようのタイミングで、今し方塗と料りようが付着した箇所に当てるように。


　点数計算は、時間終了時の塗料の跡の数で行われる。ということは、寸すん分ぶん違たがわぬ位置で弾を弾く分には、点数は加算されないということだ。


「──よし」


　怪け我がの功こう名みよう。七点もの加算は痛いが、突とつ破ぱ口こうが見えた。だが見たところ、無む傷きずで残っている騎士などほとんどいない。まだ希望は十分あるといえた。とにかくこの点数をキープしなければなるまい。


　第四波の弾が上空から落ちてくる。その頃ころにはまた、最初に弾を発射した射出機から砲ほう撃げきが繰くり出されてきた。


「──、──、──っ！」


　断続的に息を吐き、踊おどるように空中を滑すべっていく。どうしても避けきれないものは足で弾き、どうにか被弾を避けながら時間が過ぎるのを待つ。


　と、駆真が何発目かの弾丸を蹴り払ったとき、背が何かに激げき突とつした。


「──何だ……？」


　また衛二の妨ぼう害がいかと思ったが、違う。それはどうやら、搭とう乗じよう型天駆機関の底だったらしい。気が付くと、周囲にかなりの人数の騎士が見受けられる。駆真は弾を避けているうちに、密みつ集しゆう地帯に入り込こんでしまったようだ。


「く──」


　短く呻うめいて、退路を探さぐる。確かに人数が多ければ人を盾たてとして使うことは出来るのだが、機動力で弾丸を避ける駆真にとっては邪じや魔まにしかならない。しかし抜け出そうとしても、騎士たちが微び妙みような間隔で密集しているため、なかなか上手くいかない。


　そんなとき、地上からまた新たなペイント弾が発はつ射しやされた。


「──ち」


　体勢も位置も悪い。被弾を覚かく悟ごし、両手で頭を守る。と。


「うあ──ッ！」


　何もないはずの方向から、駆真の頰ほおをかすめて何かが飛んでいったかと思うと、すぐ前方を飛んでいた騎士の顔面に当たり、その身体を後ろに弾はじいた。


「──っ」


　好機。駆真は固めていた両手を一瞬で解くと、ほんの僅わずか空いた隙すき間まに、魚のように身体を滑り込ませ、集団を抜け出した。


　駆真が逃にげ出してからすぐ、その集団から阿あ鼻び叫きよう喚かんのような声が聞こえてくる。


「……何があったのか知らんが──助かったな」


　駆真が誰だれにともなく呟つぶやくと同時に、地上に設しつらえられたスピーカーから、予選終了を示すブザーが鳴り響ひびいた。








「──、ち──ッ!!」


　槙奈は忌いま々いましげに舌打ちすると、カラーボールを摑つかんでいた手を握にぎりしめた。


　完かん璧ぺきなコントロールであったはずなのに、いきなり駆真が体勢を変えるものだから、他の騎士にヒットしてしまった。しかも状じよう況きようを見るに、それが駆真の退路を作ってしまったようである。槙奈は悔くやしさに奥おく歯ばをギリギリと擦こすり合わせた。


「……フン、まあいいわ。まだ二次予選があるんだから」


　吐はき捨すてるように言い、髪かみをかき上げる。


　そう、第二予選の課題は、事前の仕込みさえ上手くいけば、ほぼ百パーセントに近い確率で駆真を落とすことが出来るのである。


　槙奈の被弾箇所は右ふくらはぎ一箇所のみで、点数は一点だった。まず問題なく通過だろう。


「見てなさいよ、鷹崎駆真……ッ！」


　眉まゆの間にしわを寄せ、一いつ層そう力を込めて拳を握る。


　──ばじゅ、とカラーボールが弾ける音がし、槙奈の累るい計けいポイントが二点となった。





　　　　　◇





「………………」


　深夜の第二格かく納のう庫こ。誰もいないはずのその空間に、小さな靴くつ音おとを響ひびかせる影かげがあった。


　その人影はゆっくりと壁かべ沿ぞいを歩くと、装そう着ちやく型がた天てん駆く機き関かんを収納しておくスペースに差し掛かかったところで足を止める。


　ポーチからライトを取り出し、ロッカーに書かれた名前を順に確かく認にんしていく。そして目的の名前を発見し、静かに扉とびらを開けた。


「…………」


　目的のものを確認し、小さくうなずく。ロッカーの中には、手足に装着するタイプの甲かつ冑ちゆう型がた──マーケルハウツ式天駆機関が設置されていたのである。


　人影はライトを口にくわえると、壁に固定された天駆機関を丁てい寧ねいに一つずつ外して床ゆかに並ならべていった。そして右足のパーツを手に取り、くるぶしの辺りをいじって推すい進しん剤ざいラックを開けるコックを捻ひねった。


　勢いのよい蒸じよう気きを伴ともなって、ラックが口を開ける。影はまたもポーチを探ると、幾いくつもの金属筒とうを手に取った。


「ふふ、ふふふふふ」


　恐おそろしく陰いん気きな声を発しながら、その影は笑った。





　　　　　◇





　一次予選の翌日。駆真たちはまた、騎き士し団だん本部の第四演習場に集まっていた。騎士たちの数はおよそ二百人といったところだろうか。二次予選は一次のように回が分けられてはいないので、今ここにいる人間の中から、本戦出場者が選ばれることになる。


　とはいえ十六名の本戦出場者が、全員ここから選ばれるわけではない。


　蒼穹園武会は蒼穹園騎士団の一大イベントである。中央都本部以外の基地でも同じように予選が行われ、出場者が選定されるのだ。


　その内うち訳わけは、中央都本部から四名、その他四つの基地から各三名ずつとなっている。つまり駆真が本戦に臨のぞむためには、この二次予選でベスト４に入らなければならないのである。


「って、結構キツイ数字ですよねー」


　眉根を寄せながら苦笑したのは、駆真の隣となりに立っていたサキだった。無む論ろん、その口調はいつも通り、言葉の内容ほど深しん刻こくさを感じさせないものだったのだけれど。


「まあねえ……パッと見ただけで各部隊のエースクラスが勢せい揃ぞろいだもの」


　これまた駆真の近くにいたかほるが肩かたをすくめながら、やれやれと嘆たん息そくする。二人に挟はさまれた駆真は、そんな気弱な部下たちを半眼で眺ながめた。


「やる前から諦あきらめてしまうのは感心しないな」


「あははー、まあ、そりゃそうなんですけどねー」


「さすがに、ちょっと緊きん張ちようしますよ」


　駆真は腕うで組ぐみすると、静かな、しかし強い口調で続ける。


「他の人間など気にするな。おまえらは私が認みとめた騎士だ。自信を持て。おまえらに敵かなう者などそうはいない」


　言って二人の目を見つめ、力強く首しゆ肯こうする。


　蒼穹園の魔ま女じよの言葉に、サキとかほるは姿し勢せいを正して敬けい礼れいした。


「……はいー！」


「す、すいませんでした！　頑がん張ばります！」


　駆真は心の中で「だがおまえらが通って私だけ落ちたりしたら、あとでぼこぼこにしてやる」と付け足しながら、二人を鼓こ舞ぶするように肩を軽く叩たたいた。


　と、昨日と同じように、スピーカーから音声が流れてきた。周囲で雑談をしていた騎士たちの間に一いつ斉せいに緊張が走り、空気が張りつめる。


『えー、はい、こんにちは、皆みなさん。早速二次予選の説明に入りたいと思います。よく聞いていてくださいね。……まずは、左手の電光掲けい示じ板ばんをご覧らんください』


　声に従したがい、騎士たちが左を向く。演習場の側部には、巨きよ大だいな電光掲示板が備え付けられている。通常は模も擬ぎ戦せんの様子やスコアを映うつし出すために使うものだ。


　その電光掲示板に、何やら地図と、その上空の空図が映し出された。随ずい所しよに、マラソンの順路を示すような矢印が見受けられる。


『えー、二次予選の課題は、単たん純じゆん明快、長ちよう距きよ離り飛空です。ここ、騎士団本部を出発して──』


　スピーカーの声に合わせ、地図についていた矢印が順に点灯していく。


『ご覧の順路に沿って飛んでいただき、またここに戻もどってきてください。四着の方までが本戦出場権を獲かく得とくします。ちなみに混こん乱らんを避さけるため、スタートしてから本部の敷しき地ちを出るまでに、地表から高度一千メートルまで上じよう昇しようしてください。それより下は飛ばないでくださいね。順路にはちょうど、通信中ちゆう継けい用ようの無人天駆機関が飛んでいますので、迷うことはないと思います。


　──では、今からちょうど十分後にスタートしますので、準備をお願いします』


　その言葉を最後に、スピーカーから音声が途と切ぎれた。


　聴ちよう覚かくを研とぎ澄すましていた騎士たちが一変、ざわめき始める。


　そんな中、駆真はぐっと握にぎり拳こぶしを作った。表情こそぴくりとも動かないものの、心中では勝利を確信していたのである。


　長距離飛空──この課題で、駆真が負けるはずがない。


　駆真が蒼穹園の魔女と呼よばれる所ゆ以えん。そのもっとも大きな要因は、卓たく越えつした飛空技能にあった。極きよく端たんに体重が軽い駆真は、手足のみを覆おおう装着型天駆機関を自由に操あやつることが出来る。その空を飛ぶ姿すがたがあまりに人間離ばなれしていたためついた二つ名が『魔女』であったのだ。


　操そう縦じゆう者しやに当然の如ごとく限界を要求する傲ごう慢まんな機械・マーケルハウツ式。そしてそれを使役する魔女・鷹崎駆真。彼女に空で追いつける者など、今この場に──否いな、蒼穹園全土を探したとて、存そん在ざいするはずはない──！


　駆真は天駆機関の調子を確かめるように、踵かかとを地面に数度打ち付けた。


「長距離飛空……か。ん、それなら案外行けるかもー」


「確かに、サキはバゼット式の操縦上う手まいからね。んん、でも私はどちらかというと、バトルロイヤルとか殴なぐり合いの方が良かったけれど」


　サキとかほるが、ともに搭とう乗じよう型がた──大型バイクのような形をしたバゼット式天駆機関に跨またがりながら会話を交わす。駆真もスタートに備え、腕と足の腱けんを伸のばすように軽くストレッチをした。


　そして騎士たちがそれぞれ準備を終え、スタートの際に接せつ触しよくしないよう間かん隔かくをとって散らばったところで、スピーカーが再び声を発した。


『はい、それでは皆さん準備はいいですか？　いきますよ。


　三、二、一──スタート！』


　スピーカー越ごしに、ばん！　と空くう砲ほうのような音が響き渡る。騎士たちは一いつ斉せいに天駆機関を〈翔ソア〉駆動にセットし、一気に空へと舞まい上がった。


　──だが。


「──────ッ、何……？」


　駆真は眉まゆをひそめ、自分の足下を睨にらみ付けた。


　ちゃんと駆動は〈翔ソア〉に設定されているはずである。


　それなのに──天駆機関が、動かなかった。


「……どういうことだ──」


　既すでに周囲にいた騎き士したちは豆粒程度の大きさになっている。駆真は急いでその場に膝ひざを折ると、右足のくるぶしのあたりからコックのようなパーツを起こし、捻ひねりながら外側へ引っぱった。


　途と端たん、シュー、という細い音と蒸じよう気きを伴ともなって、天駆機関の足首の辺りが口を開ける。駆真はその中に詰つまった円えん筒とう形の金きん属ぞく塊かいを取り出すと、舌打ちとともに地面に投げ捨てた。


　天駆機関の推すい進しん剤ざいには通常、純じゆん度どの高い特殊なガスを圧あつ縮しゆくしたカートリッジが使用される。駆真のマーケルハウツも例外ではない。それが今、全すべて空の状態になっていたのだった。


「──く、誰だれの仕業だ……ッ！」


　吐はき捨すて、駆真は瞬しゆん時じに脳のうを働かせた。推進剤を利用しない〈浮フロート〉でも飛ぶことは出来るが、如い何かに駆真とて〈翔ソア〉駆動に追いつけるはずはない。やはりどうにかして推進剤を補ほ充じゆうせねば、駆真に勝ちの目は万に一つもない──！


　視し線せんを格かく納のう庫この方に放つ。予備の推進剤があるところといえば、そこしか思い当たらなかった。しかし今駆真がいるのは広大な演習場のど真ん中である。〈浮フロート〉駆動を駆使して走ったとしても、一番近い格納庫まで五分はかかるだろう。


「──くそッ──！」


　そこまで時間がかかってしまっては、ベスト４に入ることなど出来はしない。だが他ほかに方法がないのも確かであった。駆真は仕方なく格納庫の方に向かって身か体らだを傾けた。


　──しかし、すぐに進行を止める。


「駆真さん！　どうかしたんですか!?　もうみんな行っちゃいましたよ！」


　そんな暑苦しい声が、後ろから響いてきたからだった。


　振り向くと、やはりそこには松まつ永なが衛二の姿すがたがあった。


「松永──」


「マシントラブルですか──ッ!?　あ……！　そうだ！　俺おれに摑つかまってください、ゴールまで抱だいてふぐォッ！」


　駆真は衛二の言葉になど欠かけ片らも耳を貸さずに彼の足首を摑み、そのままバタンと引き倒した。


　そしてハウゼル式のメイン駆動を司つかさどるパーツを素す早ばやくいじくると、推進剤ラックを開け、中の金属筒を二つ強ごう奪だつする。


　駆真は次に自分の左足の天駆機関を開け、〈浮フロート〉駆動、その場でくるりと宙ちゆう返がえりをした。身体が逆さまになったところで、装そう塡てんされていた空の推進剤が全て地面に落ち、砂すな煙けむりをあげる。


「助かった。悪いが、先に行かせてもらう」


　一応簡かん潔けつに謝しや辞じを述のべ、奪うばい取った推進剤を両手に持つ。流れるような動作で両足に同時に装塡すると、瞬時にラックを閉じ、天駆機関を〈翔ソア〉駆動させた。


　不安定な体勢を、急上昇中に立て直す。駆真はキッと前方を見み据すえると、もはや点ほどにしか見えなくなってしまった騎士たちの背を追った。


　衛二も慌あわてて駆真のあとから飛行してきたが、よほどの奇き跡せきでも起きない限り、彼が先頭集団に追いつけることはあるまい。駆真は少しだけ、本当に少しだけ彼のお人ひと好よしに感謝して、マーケルハウツのスピードをさらに上げた。


　推進剤さえあれば、この蒼そう穹きゆうに駆真より速い人間などは存在しない。天駆機関を最高速にセットすると、すぐに最後尾の集団が見えてきた。


「──捉とらえた……ッ！」


　十機ほどの搭乗型天駆機関の姿が段だん々だんと近づいてくる。と──そこで駆真に、一つの懸け念ねんが生まれた。


　装塡に時間がかかるため、衛二から奪った推進剤は左右の足に一つずつだった。だが二次予選の課題は長距離飛空なのである。このまま駆真が最高速を維い持じし続けるとなると、途と中ちゆうで推進剤が切れてしまうことも考えられた。


「………………」


　駆真は無言で前を飛ぶ騎士を眺ながめると、そのまま身を翻ひるがえし、バゼット式天駆機関の後部に張り付いた。


　そしてコックに手をかけると勝手にハッチを開き、推進剤を固定しているロックを外した。


　さすがに異変に気づいたのだろう、バゼット式を操縦していた騎士が振り返り、驚きよう愕がくに目を見開く。それはそうだ。何しろ何もないはずの空中で、自分の天駆機関に少女が張り付き、あまつさえその燃料を強奪しているのだから。


『な──何してるんだっ！』


　焦あせりに満ちた騎士の声は、インカム越ごしに聞こえてきた。飛行中は肉声などまともに聞こえないため、自動的に通信端たん末まつが起動するのである。


「すまん。許せ。おまえの尊とうとい犠ぎ牲せいは忘わすれん」


『ちょ──』


　奪い取った推進剤をその場で自らの足に装塡し、駆真はバゼット式天駆機関の後部から飛び立った。無論、閉める作業をしている時間がもったいないので、ハッチは開けっ放しである。


『う、うわぁあああ!?』


　そうなるともちろん、推進剤はバラバラと空に撒まかれることになる。騎き士しはなんとかハッチを閉めようとしたようだったが、間に合わず、結局天てん駆く機き関かんは空中で停止してしまった。


　少し悪い気がしないでもなかったが、在紗のそうきゅんを手に入れるためには必要な犠牲であった。どうせ最後尾にいる時点で本戦出場は有り得なかったと諦あきらめてもらうしかない。


　しかしさすがに空中では体勢が安定しないため、一度に抜ぬき取り装塡出来る推すい進しん剤ざいの数は一本だけだった。今駆真の天駆機関には、右足一本、左足二本の推進剤が入っている。


　最高速を保ち続けるためには、もっと多くのカートリッジが欲ほしいところだ。また、マーケルハウツは手てつ甲こうにも推進剤を装塡することが出来るため（こちらのカートリッジも全て空のものにすり替かえられていた）、こちら用にも数本あれば、遥はるかに飛行が安定する。


「………………」


　駆真は前方に見える騎士たちの背を睨ねめ付けながら、乾かわいた唇を舐なめた。








「ふふッ……さすがに鷹崎でも、あの状態から追いつくのは不可能よねえ」


　槙奈はエルザ式天駆機関の羽のようなブースターをフル稼か働どうさせ、空を超高速で飛行していた。目印の無人天駆機関を横目に捉え、順調にコースを進んでいく。


　事前に二次予選の課題を聞いたときは肝きもが冷えたが、推進剤さえ抜いてしまえばあとは容た易やすかった。如い何かに美しく飛ぶ猛もう禽きんであろうとも、翼つばさをもがれた鳥が空を飛ぶことは出来ない。それは絶対の道理である。


　槙奈の飛空スピードは、駆真を除のぞけば今予選に参加している騎士たちの中でもトップクラスであった。このまま行けば、ベスト４は容易いだろう。


　しかし一つだけ、妙みようなことが起こっていた。


『──────ぁ……っ……………!?』


　まただ。槙奈は顔をしかめて耳元のインカムを押おさえた。先ほどから何回も、インカムを通して遠い悲鳴のようなものが聞こえてくるのである。


　騎士たちが使用しているこの通信端末は、通常の通信の他ほか、回線を開いていなくても自動的に近くの騎士の発した言葉を捉えることが出来るようになっている。急に仲間が空エ獣アに襲おそわれたりしたときに、いち早く反応するためである。


　そんな過か敏びんな機械ゆえ、時折遠くで戦せん闘とうや訓練をしている騎士の叫さけびなどが混線してくることなどもあるのだが、今のこれは様子が違ちがった。詳くわしくは分からないが、何か得も言われぬ不安感を呼よび起こすのである。


「──大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、大丈夫」


　槙奈は自分に言い聞かせるように、小さく呟つぶやいた。


　唯ゆい一いつスピードで槙奈に勝まさるであろう鷹崎駆真は遠く後方。槙奈を邪じや魔まするものは何もない。この状じよう況きようで、彼女が通過できないはずはないのだ。


「そうよ、絶対大丈夫。こんな声なんて──」


『う、うわぁぁぁぁぁぁッ!?』


　またも呟きかけた槙奈の鼓こ膜まくを大きな悲鳴が震ふるわせた。特定の回線は開いていない。自動受信だ。しかも──相当に、近い。


「────ッ」


　槙奈は不安にあおられ、ちらりと後方に目をやった。


　そこには。


「な……何やってんのよ、あんたッ──！」


　たまらず叫びを上げる。当たり前だ。他人の天駆機関から無む理り矢や理り推進剤を奪うばっている女など、槙奈は今までの人生で一度も見たことがなかったのだから。


『──さすがに速いな、鳶とび一いち。……だが、ここが先頭か』


　女──鷹崎駆真が、今まで張り付いていた天駆機関を乗り捨すてるように蹴ける。まだ騎士の乗った搭乗型天駆機関は推進剤を空中に散らしながらコースを外れていった。


「推進剤を奪って──!?　鷹崎、それ泥どろ棒ぼうじゃない！」


『やむを得ん事態だった。何者かによって推進剤が空のものとすり替えられていてな』


「だ、だからってあんなこと……あんな状態で空に放ほうり出されたら危き険けんでしょ！」


『推進剤が無くなったからといって飛べなくなるわけではない。こんなことで墜つい落らくするような者は、一次予選すら通っていまい』


「そーいう問題じゃなぁぁぁぁいッ!!」


　たまらず叫び、両手を震わせる。


　しかしそんなことをしている余よ裕ゆうもなさそうだった。手足に十分な推進剤を得た駆真は、恐おそろしいスピードで以もつて槙奈に近づいてきている。もうすぐにゴールとはいえ、このままでは追いつかれ──否いな、最悪抜き去られてしまうだろう。


「この──っ」


　飛空の邪魔になるからと、地上に空装を置いてきてしまったのが悔くやまれる。駆真の行く手を阻はばもうにも、徒と手しゆ空拳では彼女に敵かなうはずもなかった。


　──何か、何か手はないか。槙奈は脳のうを焼き切らんばかりに回転させた。今の自分の能力で、手持ちの道具で、鷹崎駆真を落とす手しゆ段だんはないのか──ッ!?


「あ──」


　槙奈は短く声を発すると、駆真が自分を抜き去ろうとした瞬しゆん間かん、ポーチの口に手を忍しのばせ、小さなボールを取り出した。そして身か体らだを傾かたむけて駆真の方に身を寄せ、彼女の顔面に手を伸のばす。


『────な』


　驚きよう愕がくの声が耳に心ここ地ちよい。槙奈は駆真の顔目がけて、昨日から入れっぱなしになっていたカラーボールを放った。


『く──ァ────っ！』


　駆真の額にボールがヒットし、中の塗と料りようが盛せい大だいに顔にかかる。さすがにこれは予想していなかったのか、駆真が顔を押おさえ、苦く悶もんの声を発した。


「──どうだッ……！」


　勝ち誇ほこり、前方を向く。もうコースを一周し、ゴールである騎士団本部の演習場が見えてきていた。


　目に見えて、駆真のスピードが落ちていく。一時は槙奈の肩辺りまで迫せまっていた駆真の顔が、今はもう足元にまで来ていた。このまま行けば、槙奈の勝利は揺ゆるがないだろう。


　だが駆真もここで終わるつもりはないらしい。必死に手て探さぐりで手を伸ばし、槙奈の服を摑つかんできた。


　しかも最悪なことに、騎士制服のスカート部分を、だ。


「──！　ちょ……離はなしなさいッ！」


『離すものか──』


　駆真は鬼き気き迫る調子で声を発してきた。天駆機関の補ほ助じよを得た恐ろしい握あく力りよくで、スカートをがっしりと摑んでいる。無理に外そうとすれば、服が破れてしまうだろう。


「や──ほ、ホントに、そこは駄だ目めッ──！」


　しかしながら視覚の潰つぶれた駆真にとっては、槙奈のみが最後の道みち標しるべであるはずだった。となれば無む論ろん、易やす々やすと手を離すはずもない。槙奈がいくら頭を殴なぐろうとも、駆真は手を離そうとしなかった。


　なんとかして駆真を振ふり解ほどきたい槙奈ではあったが、あまりモタモタしていては後続の騎士たちに追いつかれてしまう危険もある。スピードを緩ゆるめるわけにはいかなかった。


「ええい──もう、どうにでもなれぇっ！」


　槙奈は半なかば泣きそうな顔になりながら、エルザ式を羽ばたかせた。








「な……なんだこりゃあ……」


　駆真に推すい進しん剤ざいを二つ奪うばわれてから、大急ぎで体勢を立て直し、飛空を開始した衛二は、コース上に停止した幾いく人にんもの騎き士したちを発見していた。


　インカムが拾った音声によれば、どうやら飛行中駆真に推進剤を奪われた者と、それによって停止した天駆機関にぶつかってしまった者などのようだった。超高速で空を駆かける騎士たちである。二次災害の被害も相当深しん刻こくなようだ。衛二が見る限りでもかなりの数の騎士がコース上に停止している。


　とはいえそんな騎士たちに同情している暇ひまはなかった。衛二は既すでに最高速にセットされている天駆機関を急せかすように身体に力を入れた。


　衛二も、細かな駆動は苦手であるものの、単たん純じゆんにスピードを出すだけならば自信がある方であった。事実、最後尾から幾人もの騎士を追い抜ぬいている。しかしそこから先頭集団に追いつけるかどうかは微び妙みようだ。本戦に出場するためには、なんとしてでもベスト４に入らねば──！


　そう考えるとスタート時、駆真を助けに入ったのは得とく策さくでないように思える。しかしながら衛二は、その行こう為いを悔くいることが出来ないでいた。どのような形であれ、憧あこがれの駆真の助けになれたのだ。それだけでその行為は、衛二にとって何ものにも代かえ難がたい英断となったのである。


　と、ようやくゴールである騎士団本部の第四演習場が見えてきた。衛二は身体を傾かせて滑かつ空くう姿し勢せいに入ると、そのまま一直線に地表へと急きゆう降こう下かした。


　段だん々だんと地上の様子が見えてくる。そこにいる騎士は四名──しかし、うち一名はどうやら係員のようだった。


　天駆機関を〈着タツチ〉駆動。地面に降おり立つ。と、一人の騎士が衛二の元に駆け寄ってくると、大おお仰ぎように両手を拡ひろげたあと肩を叩たたいてきた。


「おめでとう、ルーキー！　君は四着目だ！」


「え──ほ、ホントっすか!?　俺おれ、出場出来るんすか!?」


「ああ、もちろんさ」


「う……おおおおお！　ッしゃぁぁ！」


　衛二は力強くガッツポーズを取ると、先に到着していた駆真の元へと駆け寄っていった。


「やりました駆真さん！　俺、本戦出場出来ます！」


　しかし──駆真は両手で顔を押おさえたままうつむき、まったく反応がない。衛二は不思議に思い、隣となりにいた槙奈に顔を向けた。


「なあ鳶一、駆真さん一体──」


「きゃぁぁぁっ！　ちょ、こっち見ないでッ！」


「え──な、なんだよ、どうしたってんだよ──！」


　見やると、槙奈は顔を真っ赤に染そめながら、何な故ぜか見事に破り取られた騎士制服のスカート部分を、必死に両手でカバーしていた。




[image: ]


[image: ]


　そういえば、駆かる真まは在あり紗さの出生時じ刻こくを知らなかった。


　記き憶おくなどあるはずもないし、母子手帳も残っていないゆえ、確かく認にんは不可能である。


　朝早くかも知れないし、夜遅おそくかも知れない。あるいは正午近くであったり、もっと中ちゆう途と半はん端ぱな時刻という可能性もあった。


　確かに少しもどかしく感じたこともある。だが毎年在紗の誕たん生じよう日びが来るたび、駆真は思うのだった。出生時刻を知らなくてよかった──と。


　もしそれが夜の場合は何も問題ない。しかし仮に朝方や昼間だった場合、駆真はまず間ま違ちがいなくその時刻に合わせて、在紗におめでとうと言ってしまうだろうから。そうしたら、せっかくのサプライズパーティーの驚おどろきが薄うすれてしまうから。


　そんなことを思いながら、駆真は両手で頰ほおを張った。今日は六月六日。蒼そう穹きゆう園えん武会本戦当日にして──愛いとしい在紗が十二歳になる日。


　誕生会の準備は、昨日の夜、在紗が寝ね静しずまってから既すでに整えていた。料理は下ごしらえを終え、部屋の飾かざり付けもすぐに施ほどこせる状態にしてある。参加者への招待状も送付済ずみだ。


　準備は万全──そう、あと一つのピースさえ揃そろえば。


「…………ふう」


　細く、長く息を吐はく。駆真は今自宅の洗面所にいた。タンクトップにスウェットパンツというラフな格かつ好こうで、鏡の中の自分と目を合わせている。大事を行う前の癖くせのようなものだった。自分の血色の目を眺ながめていると、不思議と気分が落ち着き──しかし静かな闘とう志しが胸むねの中に生まれるような気がするのである。


　無む論ろん根こん拠きよも何もないが、ジンクスなど大たい概がいそのようなものだろう。駆真はもう一人の自分の鼻先を指でつついてから洗面所を出、リビングの方へ歩いていった。


　リビングには既に、在紗の姿すがたがあった。ソファに身を預け、まだ少し眠ねむたそうな顔をしている。実際、まだその装よそおいは淡あわい色のパジャマのままであった。


「おはよう、在紗。今け朝さは早いね」


「あ……ねえさま、おはよう」


　今日は日曜日。無論小学校は休みである。駆真は武会があるため平常通りに起き床しようしたが、在紗が既に起きているとは少々予想外であった。


「ごめん、待たせちゃったかな。すぐに朝ご飯作るね」


「ん……うん」


　在紗は小さく首を倒たおしてから立ち上がった。


「……ねえさま。私もお手伝いして、いい？」


「ん？　ああ──じゃあ、お願いしちゃおうかな。テーブル拭ふいて、お皿出してくれる？」


「うん」


　短く返事をして、在紗が流し台から台拭きを持っていく。駆真はその可か愛わいらしい動作に顔を弛ゆるませながらも、冷れい蔵ぞう庫こから卵たまご二つとベーコン、あとは野菜を数種類適当に取り出した。慣れた手つきで調理に入る。


「ねえさま」


　と、テーブルを拭いていた在紗が、不意に声をかけてきた。


「何？」


「ん……ええと……」


　駆真がレタスを洗いながら聞き返すと、在紗が何な故ぜか言いよどんだ。言いたいことを忘わすれてしまったとか、特に言うことがないまま話しかけてしまったというよりも、何か言いにくいことを言えないでいるといった調子だ。


「どうしたの、在紗」


「ん──」


　手元でサラダを作りながらもう一度聞き返す。在紗は一いつ拍ぱくおいてから、言葉を続けてきた。


「あの──今日って確か騎き士し団だんで、大会があるんだよね……？」


「え……？」


　自分で間の抜ぬけた声と自覚できるような、妙みような返事が喉のどから出る。在紗からその名が出るのは、少し予想外であったのだ。


「う、うん……正しくは演習だけど、そうみたいだね」


「……ねえさまって、出場……しないんだよね？」


「────っ、え──え？　ど、どどどういう……ことかなあ？」


　在紗の質問に、心しん臓ぞうが引き絞しぼられる。自然、調理の手が止まってしまった。全身に緊きん張ちようが走る。何故今、そのようなことを聞くのだろうか──


「ん……別に、大したことはないんだけど──どうなの？　出るの？　出ないの？」


　こちらには背せを向け、テーブルを拭く作業をしたまま問いかけてくる在紗。何故だろうか、その背中には、駆真の思おも惑わくを見み透すかしているかのような凄すご味みがあった。


　──だが今ここで、在紗にプレゼントのことを知られるわけにはいかない。駆真は唾だ液えきの塊かたまりをごくりと飲み下してから、震ふるえる声を発した。


「で……出ない、よ……」


　駆真が答えてから数すう瞬しゆん、何故だろうか、在紗は作業する手を止めた。


「あ、あの……それが何か？」


「……ううん、ごめんなさい、変なこと聞いて」


「あ……いや、全然いいけど……」


　振り向いた在紗の顔はいつもの如ごとく愛らしい微び笑しように染そまっていた。駆真は胸を撫なで下ろして、調理に戻もどる。サラダを仕上げたあとは、ベーコンエッグである。戸と棚だなからフライパンを取り出し、火にかける。


「あ……在紗、トースター出してパン焼いちゃってて。こっちももうすぐだから」


「ん……はい」


　在紗が背せ伸のびをしながらトースターを取り出し、テーブルに設置する。そしてその中にパンを入れるのと同時に、駆真はフライパンにベーコンを投入した。


　朝食はすぐに出来るだろう。駆真はそれを食べたらもう家を出ねばならない。先週もそうだったが、せっかく在紗が家にいるのに外出してしまうのは残念で仕方がなかった。


　しかしながら。駆真は片手で卵を割わりながら目を光らせた。


　蒼穹園武会一回戦敗退。その低レベルな目標を達成し、賞品を受け取りさえすれば、今日という日は天国にも勝まさる夢の一日となるのである。


　駆真は決意も新たに、綺き麗れいに焼けたベーコンエッグを皿に移した。








「…………」


　朝食を終え、駆真が急な仕事とやらで家を出てからおよそ一時間。着き替がえを終えた在紗は手にプリントのようなものを持ち、複雑な表情を構築していた。


　テーブルの上には、今手にしている紙が入っていた封ふう筒とうが置かれている。その口からは、チケットと思おぼしき厚紙が二枚まい、顔を覗のぞかせていた。


　これらは先日、在紗宛あてに届とどいたものである。差出人の欄らんには名前がなかった。


　在紗は封筒を逆さまにし、中に入っていたチケットをもう一度確かく認にんした。──その、蒼穹園武会のチケットを。


「………………」


　そして次に、手にしていた紙に目を落とす。そこには、蒼穹園武会のトーナメント表が書かれていた。


　そしてその一番右みぎ端はしに──


「……鷹たか崎さき──駆真」


　在紗の叔お母ばの名が、しっかりと記されていたのである。


　この組み合わせ表が本物だとするのなら、駆真は在紗に噓うそをついたことになる。──一体何な故ぜ。何のために。


　無む論ろん、在紗は駆真を信じている。仮に噓をついていたとしても、やむを得ない事情があるに違ちがいないのだ。


　だが。在紗は唇くちびるを嚙かんだ。


　そのやむを得ない事情とは何なのだろうか。在紗には言えないことなのだろうか。


「…………」


　どう言えばいいのだろうか。何とも形容しがたい複雑な気分が、在紗の心中を覆おおっていった。駆真が何か危き険けんなことをしてはいないだろうかという不安。真実を話してもらえなかった無念。あとはまあ、噓をつかれたことに対する怒いかりも、まったくないとは言い切れない。そんなものがもくもくと寄り集まり、大きな大きな暗雲となって在紗の表情を曇くもらせたのだった。


　在紗はまたもテーブルの上のチケットに目をやり、悩なやむように呻うなり声を上げた。


　確かに駆真が何故在紗に出場を隠かくしているのかは気になる。否いな、それよりもっと単たん純じゆんに、蒼穹園武会の華はな々ばなしい舞ぶ台たいで闘たたかう駆真の姿すがたが見たいという気持ちもあった。


　しかし、どうも踏ふん切りがつかない。在紗は頭を両手でわしわしとかいて、ソファに背を預けた。


「はぁ……」


　鬱うつ々うつとした息を肺はいから絞しぼり出す。色も形もないはずのそれが、今は何故か重い鉄てつ塊かいに思えた。在紗の口から外界に出た瞬間、ドスンと胸にのしかかって呼こ吸きゆうを苦しくするのである。


　そんなとき在紗の耳に、今の気分とはまるで正反対の軽快な呼よび鈴りんの音が聞こえてきた。


「……ん……」


　胸部に載のった重い重い呼こ気きを横に転がすようにして身か体らだを捻ひねり、立ち上がる。そしてインターホンまで歩いていき画面を確認すると、そこに一人の少女が立っているのが分かった。橙とう堂どう美み須す々ず。皓こう成せい大付属小に通う、在紗の一番の親友だ。


「あ……美須々」


　在紗は呟つぶやくように言うと、すぐに廊ろう下かを渡わたり、玄げん関かんを開けた。


「うっいー、おっはよー、アリサ」


　元気よく片手を挙あげ、お下げ髪がみの少女が挨あい拶さつをしてくる。在紗はその仕草を真ま似ねるように（美須々のような潑はつ剌らつさは出なかったのだけれど）手を挙げると、「おはよう」と返した。


「どうしたの？　こんな早くに」


「んー、いやあ、簡かん単たんに言えば遊びに。もう暇ひまで暇で……なんて言うの？　アレよ、暇ん児になっちゃいそうでさ」


「あはは……」


　美須々らしい言葉に笑ってしまう。実際、少し暗い気分になっていた在紗にとっては嬉うれしい相手だった。


　美須々は視し線せんと首の所作で「入っていい？」と尋たずねてくると、在紗の首しゆ肯こうを待ってから靴くつを脱ぬぎ、廊下に置いてあったスリッパに履はき替えた。


「あれ、そういえばカルマさんは？」


「ん……今いないの。お仕事だって」


　少し返答に困こまったが、そう言うしかない。在紗は美須々をリビングに通すと、先ほどと同じ位置に腰こし掛かけた。


　と、テーブルの上に出しっぱなしになっていた封筒その他を見てか、美須々が声を上げる。


「ん？　何これ？」


「あ……それは……」


　在紗が言いかけている間に、美須々は封筒と、その横に置いてあったチケットを手にしていた。封筒をじーっと見つめ、次にチケットに目を移す。そしてこれまた、穴が空あいてしまうのではないかと思うほどに視線を集中し、それを睨ねめた。


「えと……美須々？」


「────ぬ」


「……え？」


　在紗が聞き返すと、美須々は足を踏ん張り、封筒とチケットを持った両手をわなわなと震ふるわせながら叫さけんだ。


「ぬァんじゃぁぁぁこりゃぁぁぁぁぁぁぁッ！」


「──！　え、え──な、何？」


「何？　じゃあないでしょうがァァ！　アリサ、何よこれ！　どこで手に入れたの!?」


「え……と、ちょっと前に家に届いた……んだけど」


「くぁぁぁッ！　これだから騎き士しの家はっ！　でもそりゃそうかー！　カルマさんとこに来ないわけないかぁぁッ！」


　美須々はしばしの間珍ちん妙みような振ふり付けで踊おどり狂くるうと、両手を高く掲かかげた。在紗はただポカンと見ているしかない。その封筒が駆真ではなく在紗宛あてに届とどいたということも言いそびれてしまった。


「美須々……？　それ、武会のチケットだよね？　何かすごいの？」


「すごいなんてモンじゃないわよ！　蒼穹園武会のチケットを取るのがドンだけ大変か知らないの!?　あたしも買おうとしたんだけどすぐ完売しちゃったのよう！」


　美須々は封筒をテーブルに戻し、チケットを両手に載せると、神へ捧ささぐかのように頭こうべを垂たれた。


　そうして数すう瞬しゆんの間押おし黙だまったかと思うと、いきなりばっと在紗の前に顔を押し出し、懇こん願がんするような、それでいて甘あまえるような顔を作ってきた。


「ねぇー、アリサぁー」


「はは……行きたいんだね、見に」


　美須々は、首がもげるのではないかと思うほどパワフルに首肯した。


　瞬間──つい先せん刻こくと同じように、ピンポンと呼び鈴が鳴る。在紗は美須々から視線を外して廊下の方に首を向けた。


「……お客さん、かな」


　さすがに駆真が帰ってくるには早すぎる時間である。在紗はそう予想をして廊下に出、インターホンを取った。


「……はい、どちら様ですか？」


　問いかけるが、返事はない。不思議に思ってもう一度声をかけてみるが、また無反応だった。


「なんだろ……」


　首を捻ひねりつつ、インターホンを戻もどす。


「んー、何？　誰だれだったの？」


「分かんない……イタズラかも」


　リビングから顔を出してくる美須々に首を傾かしげながら答える。と。


「…………っ！」


　在紗は一瞬身を固くした。理由は単たん純じゆん明快。鷹崎家の玄関が、乱らん暴ぼうにドンドンと叩たたかれ始めたからである。


「え……な、何……？」


　そのただならぬ様子に、思わず在紗は肩かたを抱だき、服を握にぎりしめた。しかし音は止やむことなく──否、それどころか段だん々だんと強くなっていく。


「ど、どうしたのアリサ！」


　美須々が慌あわてて在紗のもとへと駆かけてくる。二人は自然に手を取り合うと、顔を不安げな形に構築しながら玄げん関かんに目をやった。その間も、ドアを突つき破らんばかりの音は止もうとしない。


「な……何よ何よ。なんて叩き方してんのよ」


「う……ん」


　さすがに気味が悪い。在紗は眉まゆを八の字に歪ゆがめて肩を震わせた。


　と──


「──っ!!」


　再び、心しん臓ぞうが引き絞しぼられる。


　つい先ほどまで在紗たちがいたリビングの方から、何やら音がしたのである。


「あ──」


「何、どうかした？」


「リビングは……窓まど──っ」


　慌てて、廊下を走っていく。もしかしたら、窓が開いていたかも知れない──！


　在紗の懸け念ねんは当たってしまったようだった。リビングの直前で足を止め、壁かべに背せを張り付けて息を殺す。──間に合わなかった。


　今、在紗の耳は、確かに窓を開ける音を聞いていた。


「………………っ、──」


　次いで、何者かが室内に侵しん入にゆうしてくるような、がさがさという音が聞こえてくる。在紗は恐きよう怖ふに身を震わせた。段々と呼こ吸きゆうのペースが速まり、心臓の鼓こ動どうが大きくなっていく。


　と、その瞬間、玄関を叩く音がぴたりと止まった。だが次いで、何やら玄関の鍵かぎ部分をいじくるような音──そう、まるでピッキングでもしているかのような、カチャカチャという小さな音が聞こえ始めた。


「────っ」


「アリ──」


　後方から追いついてきた美須々の口を塞ふさぐ。最初は驚おどろいていた美須々だったが、すぐに状じよう況きようを察したのだろう、在紗とともに息を潜ひそめて壁に張り付いた。


　侵入者は徐じよ々じよにこちらに近づいてきているようだった。加え、玄関の鍵がかちゃりと鳴ったかと思うと、ゆっくりと扉とびらが開かれていった。


「ぁ──」


　二方向から、在紗と美須々を追いつめるように何者かが迫せまってくる。逃にげなければならないのは十分分かっているのだが、突とつ然ぜんの出来事に、足が、手が動かなくなってしまっている。美須々がどうにか在紗の手を引き、二階へ逃げようとしてはいるが、明らかに間に合いそうになかった。


　そして──リビングと玄関から、それぞれ影かげがぬっと頭を出す。


「カぁぁルぅぅマぁぁさぁぁまぁぁ……ッ」


「マぁスター！　イマぁーすカあー」


　息を詰つまらせる。が──そこから出てきたのは、ナイフで武ぶ装そうした強ごう盗とうではなく、二人の少女だった。


「え……？」


　美須々の呆ほうけたような声が在紗の鼓こ膜まくを震ふるわせる。それはそうだ。今の今まで彼女たちの脳のう内ないには恐おそろしい怪かい物ぶつたちや凶きよう悪あく犯はんが思い描えがかれていたのである。


　リビングから出てきたのは時代錯さく誤ごなローブにマントを着けた少女であった。波打つ美しい金きん髪ぱつに、碧へき眼がん。端たん整せいな顔の作りは、傍はた目めにも容易に知れる疲ひ労ろうによってぼろぼろになっている。事実彼女の纏まとった衣服は、あちこちが破れたり汚よごれたりしていた。


　玄関から侵入してきた方はもっと個性的だ。鮮あざやかなオレンジとシルバーでカラーリングされた髪かみ。額や両目をはじめとして、あちこちに痛いた々いたしい縫ぬい傷きずが見受けられるその身か体らだ。少なくとも、蒼穹園で普ふ通つうに生活していればあまりお目にかからない姿し容ようであった。


「え……あ、あなたたちは……」


　在紗はこの二人に見覚えがあった。少し前、在紗の小学校に大きな空エ獣アが出たとき、駆真を助けてくれた人物だ。


「……あれ？　カルマ様は……」


　金髪の少女は在紗に視し線せんを落とすと、ぼそぼそと呟つぶやくような声で尋たずねてきた。


「ンー、そうイエば見アタリまセんネエ」


　と、こちらは呑のん気きな調子で縫い傷の少女。何やら後頭部の辺りから、先せん端たんに目玉のようなパーツのついたケーブルが生え、ふよふよと漂ただよっていた。


「えと……どちら様、ですか？」


　在紗が辿たど々たどしく訊きくと、二人は顔を見合わせてから順に口を開いた。


「わ、私はレーベンシュアイツの宮きゆう廷てい盟めい術じゆつ師し、アステナ・エリーウッドと申します」


「ワタクシは皇おう華か栄えい禅ぜんノ魔ま人じん、名をウタと発しマす」


「は……はあ」


　皇華栄禅という国名は歴史の授じゆ業ぎようで聞いたことがあった、なんでも、現在の蒼穹園南部に存そん在ざいしたと言われている古代帝てい国こくだ。だがそこの出身者であると自称する人物には初めて出会ったし、何より魔人などという自じ己こ紹しよう介かいこそ異常であった。


　もっともそれ以前に、レーベンシュアイツなどという場所は、見たことも聞いたこともなかったのだが。


「んと……二人とも、ねえさまにご用事ですか……？」


「……そ、そうなんですよぉ。魔王が千年前の力を取り戻もどす前に倒たおしていただかないと……ッ！　せ、先代勇者様の手記にある魔王の殲せん滅めつ軍団、千億魔獣軍サウザンズ・デスペアが再び現れたら、レーベンシュアイツは終わりです……！」


「あー、ワタクシもなんデすヨネえ。せっカくワタクシの封ふう印いんヲ解いテ魔人の主あるじとナらレタのに、マぁスターったラまとモに願イ事してクレないンでスもノ。コレじゃあ由ゆい緒しよ正しキ皇華栄禅の魔人の名ガ泣くッテエもんデすよオ」


　困こまり顔で訴うつたえかける二人に、美須々が眉まゆをひそめた。


「……何言ってるの？　この人たち」


「さ……さあ」


　問われても、分かるわけがない。在紗は頰ほおに汗あせを滲にじませながら、駆真の交友関係の広さを改めて痛つう感かんした。


「え、えと……それで、カルマ様は今どちらに？」


　金髪の少女──アステナに問われ、在紗はハッと、テーブルの上に放置してきたチケットのことを思い出した。「すいません」と一言断ってからリビングに戻り、チケットと組み合わせ表を手に取った。


「あ、あのぅ……？」


「……多分……ですけど、ねえさま、これに出てると思います」


「ソレハ？」


　と、これは縫い傷の少女──ウタが尋たずねてくる。


「蒼穹園武会……えと、騎き士し団だんの大会みたいなものなんですけど……」


　在紗がそう言うと、二人は傍目にも容易に知れるほどキラキラと顔を輝かがやかせた。
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　　　　　◇





　蒼穹園武会の会場には、既すでに幾いく人にんもの観客が来場していた。


　本部の外がい縁えん部ぶに位置する第一演習場は、敷しき地ち内でもっとも広大な演習場である。今はそのフィールドを囲うように観客席が設しつらえられ、立派な競技場となっていた。無論空戦がメインとなる騎士たち同士の試合ゆえ、地面の範はん囲いはさほど広くなくともよい。その分観客席と、騎士たちの戦いを映うつし出すモニタなどが数多く備えられていた。


　最大収容人数はおよそ五万人。まさに蒼穹園騎士団最大のイベントにして、貴き重ちような資金源げんであった。


　観客席は既に満員状態という話だ。なるほど確かに重量感のあるざわめきと気の早い歓かん声せいが、壁かべを通して選手控ひかえ室の中にまで響ひびいていた。


　駆真は椅い子すに座すわりながら両手足に装そう着ちやくした天てん駆く機き関かんの推すい進しん剤ざいラックを順に開けていくと、一つ一つきちんとカートリッジが装そう塡てんされているのを確かく認にんした。やはり勝手に自分の天駆機関をいじられるのはいい気分ではない。犯人は未いまだ判明していないものの、見つけたら拳げん骨こつを食らわせようと心に決めていた。


　駆真は一通り点検を終え、ほうと息を吐ついて目を閉じた。


　先せん刻こく終えた開会式──その際、壇だん上じように並ならべられていた様々な賞品が思い起こされる。


　否いな、正しく言えば、彼女の記き憶おくに残っているのは一つだけだった。


　恐らく並んだ品物の中でもっとも安価であろう、一回戦敗退者用の、いわば残念賞。──ウサギと犬を混ぜ合わせたような珍ちん妙みようなキャラクターのぬいぐるみ。


　そう──蒼穹園騎士団公こう認にんキャラクター・そうきゅん。


「……絶対に、手に入れる」


　独白のように呟き、拳こぶし同士を打ち付ける。金属製のグローブが鈍にぶい音を立てた。
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「気合い入ってますね、駆真さん」


　馴なれ馴れしく声をかけてきたのは、いつの間にか隣となりに立っていた衛えい二じであった。彼もまたハウゼル式天駆機関を全身に装着し、刀とう剣けん型の空装を携たずさえている。新人特有の緊きん張ちようはあまり見受けられない。理想的な臨りん戦せん態勢を整えていた。


「……松まつ永ながか」


「はいッ！　見ててください……！　俺おれ、絶対優ゆう勝しようしてみせます！」


　駆真が問うと、衛二はそう言って空いている手を力強く握にぎり拳にし、ずずいと顔を寄せてくる。


「──ハッ」


　衛二の宣せん言げんに対し、そんな嘲あざけりに満ちた声を発したのは、駆真ではなかった。駆真は衛二から視線を外し、後方へとやる。そこには、二メートルを超こえるかという身長を誇ほこる禿とく頭とうの大男が、上じよう腕わんの筋きん肉にくを見せつけるかのように腕うで組ぐみをして立っていた。


「坊ぼう主ず、大したこと言うじゃねえか。それは何か？　ここにいる全員より、自分の方が強えって言いてえのかい」


　ドスのきいた声でそう言い、大男が豪ごう快かいに笑う。衛二はそちらを向くと、戦せん慄りつしたように眉根を寄せた。


「ま……まさかあんたは……篠しの守もり基地の〈鉞ア童クス子マン〉大だい郷ごう元もと治はる──!?」


「ほおう……知ってやがるのか」


「大郷元治？」


　駆真が訊きくと、衛二は興こう奮ふんした調子で続けてきた。


「はい、蒼穹園南部にその名を轟とどろかす騎士っす！　その空戦は豪快かつ爽そう快かい、そして痛つう快かい！　スピード？　技？　そんなものは不い必ら要ぬ！　力こそ全すべてと言い放つ荒あら々あらしく男らしいそのスタイル！　必殺の幻げん竜りゆう滅めつ殺さつ超ちよう波は斬ざん・改かいは、ヒットさえすれば一いち撃げきでグリフォン級空エ獣アの身体を真っ二つにすると言われてます！」


「……何な故ぜおまえはそんなに詳くわしいんだ。というか……改？」


　しかし衛二が駆真の質問に答えぬうちに、またも新たな影かげが一つ、駆真たちのもとに現れた。


「──っフゥン。騒さわがしいことだね。無益な言い争いはやめたまえよ。どうせ優勝するのはこの僕ぼく──爽そう世せい寺じ直なお次つぐなのだから」


　言って不自然な形に固められた前まえ髪がみをふぁさ……とかき上げ、細身の優やさ男おとこが駆真に視し線せんを向けてくる。


「フフ……とはいえ、今回はそれなりに楽しめそうだね。〈魔ま女じよ〉鷹崎駆真クン。噂うわさは常々聞いているよ。君と僕、どちらが美しく空を舞まえるのか……今から心が躍おどるよ」


「……なんだ、おまえは」


　駆真が鬱うつ陶とうしげに返すと、これまた衛二がオーバーアクション気味に驚おどろきながら叫さけんだ。


「東部・鳴めい全ぜん基地の〈ノーブル・ブラッド〉爽世寺直次……！　旧きゆう貴き族ぞくの血を引く高貴なる騎士！　東部随ずい一いちの鞭むち使つかいっす！　彼の専せん用よう空装ハイパーエクセレンツ・デモンブラッド・ヴァイパーから逃のがれるのは至し難なんです……ッ！」


「……だから、おまえはどこでそんな情報を……」


「ちなみに蒼穹園騎士団のトレーディングカードでは、彼のカードはスーパーレア！　今なら一枚まい五千苑えんの値ねがつきます！」


「そんなものがあるのか」


「はいッ！　ちなみに駆真さんのカードは制服バージョン、天駆機関装着バージョン、アルティメットレアのクラシックメイド服バージョンがあり、最後のものは一枚十万苑で取引されています！」


「待て。なんだそれは。そんな服着たことがないぞ」


「もちろん俺は全バージョン持ってます！」


「…………おまえ」


　と、駆真の言葉を遮さえぎるように、またも騎士が現れた。見事なプロポーションを誇る長身の女が、肉感的な唇くちびるを笑みの形にして喋しやべりかけてくる。


「あらん、みんな威い勢せいがいいのねえ。私、強い人って好きよ」


　何故かボタンの外された騎士制服から覗のぞくたわわな胸むねを強調するように、少し前まえ屈かがみになって女が続ける。


「だから私は世界で一番私がだぁい好きなの。分かるう？　せいぜい可か愛わいがってあげるわ、坊やたち。……ああ、お嬢じようちゃんもいたのかしらん？」


　いろいろな意味で挑ちよう発はつ的な仕草で、駆真のあごを撫なでてくる。……例の如ごとく、衛二が手をわななかせながら声を上げた。


「……ッ！　ま、間ま違ちがいない！〈完かん熟じゆく女教師・桃もも色いろ参さん姦かん日び〉魅み島しま薫かおる子こ中ちゆう尉い……ッ！　玖く璃りヶが岡おか基地の男性隊員を全て骨ほね抜ぬきにしたという魔性の女──！　想像を絶する超ちよう絶ぜつテクニックに悩のう殺さつバディ！　必殺放課後個人レッスンに敵はもう限界寸すん前ぜん！　先生、もう耐たえられません……ッ！」


「……それは本当に騎き士しなのか？」


　駆真が微かすかに眉まゆを歪ゆがめながら呟つぶやく。しかし衛二はそれにすら気づかぬ様子で、背はい景けいに炎ほのおを燃やしながら並なみ居いる強敵を睨ねめ付けていた。


「なるほど……さすがに蒼穹園武会……集まってくる騎士も並なみじゃないってことか……！　相手にとって不足はねえ！　やってやるぜ……ッ！」


「ふははははッ！　面おも白しろい！　面白いぞ小こ僧ぞうッ！」


「っフゥン、まあ足あ搔がいてみたまえ……散り際くらいは僕が美しく飾かざってあげよう」


「元気の良い子は嫌きらいじゃないわよお。優やさしく痛いためつけてア・ゲ・ル」


　三人はそれぞれ衛二と駆真を見下すように視線を送ったあと、三者三様の笑い声を上げながら去っていった。


「──予想以上ですね、駆真さん。まさかあんな人たちと戦えるなんて……！」


「…………随ずい分ぶんと博はく識しきだな」


「ああ、いえ、騎士団のことは結構調べてた時期がありまして。有名どころの騎士なら大体は分かりますよ？」


　誉ほめられたと思ったのだろうか、衛二が胸を張って自信ありげに言ってくる。


「その割わりには、鳶とび一いちのことは知らなかったようだが」


「あ……いやあ……その、鳶一には悪いんですけど、どうも駆真さんの陰かげに隠かくれてたというか……」


「……地味で悪かったわね」


　その声を発したのは駆真ではなかった。いつの間にか三人の騎士たちがいなくなった場所に、エルザ式天駆機関を纏まとった槙まき奈なが立っている。


「おう!?　と、鳶一！　いつの間に……あー、いや……そういう意味じゃなくてだな」


「別にいいわよ、気を遣つかわなくて」


　槙奈は憮ぶ然ぜんとした調子で言い放ち、視し線せんを駆真に向けた。


「ちょっと挨あい拶さつしにきただけだから。──一回戦の相手にね」


「そうか」


　別べつ段だん何の表情も浮うかべず、駆真が返す。槙奈は少しムッとした様子を覗かせたが、それが駆真のいつもの調子であることは理解しているらしい。すぐに表情を直して言葉を続けてくる。


「鷹崎。あんたと一対一でやるのは初めてかも知れないわね」


「そうだな」


「……正直、みんなあんたが勝つと思ってるんでしょうね。第一回戦最終試合は、蒼穹園の英えい雄ゆう・鷹崎駆真ＶＳあんまり聞いたことのない女騎士。あはは、私ったら完全な嚙かませ犬よねえ。鳶一槙奈が勝つと本気で思ってる人が何人いるかしら。私と、家族と、せいぜい小隊の部下くらいかしらね。あとは一発逆転狙ねらいのギャンブラー？」


　槙奈が額に手を当て、自重するように笑う。


　そして数秒間乾かわいた声を響ひびかせたのち、顔から手を浮かし、その隙すき間まから凍こおるような視線を送ってきた。


「──快感だわ。絶対に負けないと思っていた鷹崎駆真が、一回戦で容た易やすく墜おちてしまう。想像するだけでゾクゾクしちゃう」


「おい、鳶一──」


　槙奈を制止するように手を伸のばす衛二。しかし槙奈は構わず、駆真の顔にビシッと指を突つきつけた。


「見てなさい。あんたの鉄仮面……必ず砕くだいて見せるんだから」


　言って踵きびすを返し、槙奈が控ひかえ室の奥おくの方へ歩いていこうとする。


　その背せに、駆真は声をかけた。


「鳶一」


「…………何よ」


　槙奈が立ち止まり、首だけの動作で駆真と衛二の方を見てくる。駆真は姿し勢せいも表情も、果ては目線すら変えないまま口を動かした。


「私は、おまえが勝つと思っているぞ」


「…………！」


　馬ば鹿かにされたとでも思ったのだろう。槙奈は目をキッと尖とがらせ、機き嫌げんの悪さが手に取るように分かる乱らん雑ざつな足取りで去っていった。


　そして槙奈の背が見えなくなってから数秒ほど経たったところで、衛二が頰ほおをかきながら苦笑してきた。


「か、駆真さん……最後のはちょっと嫌いや味み過ぎたんじゃ……」


「嫌味など言っていない。本当にそう思ったまでだ」


　そう。何しろ駆真は、試合が始まったらすぐにでも棄き権けんしてしまおうと考えているのである。槙奈の勝利はまず揺ゆらぐまい。


　また、それを除のぞいたとしても──


「──鳶一槙奈という騎士を、おまえは甘あまく見すぎている。あいつは強いぞ。近接格かく闘とうに持ち込こまねば、私には勝ちの目など出てくるまい」


「え──」


　意外そうに、衛二が目を見開いた。中学校の同級生ということで、イメージが湧わきづらいのかも知れなかった。


「たとえばおまえが今より強くなりたいと願うのなら、手本にすべきは私ではなく鳶一の戦い方だと言っていい。鳶一の戦闘スタイルは、全てが空戦の基き礎そに裏うら打うちされたものだ。そのまま騎士学校の教科書に載のせられるくらいにな」


「は、はあ……」


「基礎といえば簡かん単たんに聞こえるかも知れないが、これを完かん璧ぺきに出来る者は百人に一人といまい。一日たりとも欠かさぬ地道な訓練だけがそれを形作る。──少なくとも私には出来ん。私は、生来の体質に寄りかかり、得意なことを選んでやっているだけだ。騎士としてどちらが優ゆう秀しゆうかと問われれば、私は間ま違ちがいなく鳶一を挙あげる」


　衛二はまだ信じられないといった顔をしていたが、駆真は一いつ切さい噓うそを言っているつもりはなかった。駆真が棄権をせず、本気で槙奈を倒たおしにかかったとしても、絶対に勝てるとは言い切れない。


　駆真はふと顔を上げた。壁かべの向こうから、一際大きな歓かん声せいと、マイクを通した音声が聞こえてくる。どうやら一回戦第一試合が始まるらしい。


　軽く伸のびをすると、駆真はゆっくりと立ち上がった。そのまま身か体らだを前に折り、全身の筋すじを十分に伸のばしておく。


　全ては──そう、一回戦でスムーズに負けるために。





　　　　　◇





　鷹崎家と蒼穹園騎き士し団だん本部は、実はそれほど離はなれていない。バスに二十分も揺ゆられれば辿たどり着いてしまう程度の距きよ離りなのである。


　しかしそれも、当然といえば当然であった。尉い官かん以下の騎士は、基本的に本部内の官舎に住まわねばならないのだが、駆真の場合は幼おさない扶ふ養よう家族がいるということで例外的に自宅住まいを許されている。だが無む論ろんそれにも制限があり、住居の場所は、緊きん急きゆう時即そく座ざに本部に駆かけつけることが出来る距離──具体的に言えば本部から五キロ以内の地ち域いきと決められていたのだ。


　在紗と美須々、それにアステナ、ウタは騎士団本部前のバス停でバスを降おりると、少し早歩きで蒼穹園武会の会場──外がい縁えん部ぶにある第一演習場に向かった。今日は武会のため、通常の正門とは別に特別ゲートが開放されている。一般入場者はそちらから会場に入らねばならなかった。


「ンー、何カ歩きヅラいでスねエ、こノ帽子」


　道中、慣れない調子でそう言ったのはウタだった。さすがに彼女の縫い傷だらけの顔は目立ちすぎるため、頭部と目元を隠かくすためのキャスケットを着用させていたのだが、どうもあまりお気に召めさないらしい。


「なーに言ってるのよ。あんたたちがどーしてもって言うから連れてきてあげたんじゃない。文句あるなら帰っていいわよ」


「い、いえ、そんな……ウタさん、駄目ですよ、我が儘まま言っちゃ」


「メッソーもゴザいませンて。マぁスターに会うタメには仕方ナいですカラ」


　もうすっかりアステナとウタに慣れてしまった美須々が半眼を作って言うのに、慌あわてた様子で二人が返す。在紗はそんな様子を見て頰ほおをかきながら苦笑した。


「えと……多分、ここでねえさまに会うことは出来ませんよ」


　言うと、二人がさも意外と言った様子で口をあんぐりと開けた。一応家を出る前に説明したはずなのだが。


「え……ええ？」


「ソウなんデ？」


「はい……ねえさまは武会の出場者ですから。私たちは観客席で見るだけですよ……」


「ていうか、チケット足りないからあんたたちは見ることすら出来ないけどね」


　美須々が肩かたをすくめながら言う。二人はさらに大声を出した。


『ええッ!?』


「言ったじゃないの。それでもいいからって付いてきたんでしょ」


　どうやら本当に聞いていなかったらしい。駆真のいる場所に行く、という情報しか耳に入っていなかったのだろうか。


　アステナとウタはしばらくの間ううむと呻うなると、頰に汗あせのあとを残しながらもドンと胸むねを叩たたいた。


「だ、大だい丈じよう夫ぶです。カルマ様の居場所さえ分かれば、あとは空を飛んで入り込こむことも出来ますし」


「ソウですヨオ。最悪係のヒトを殴なぐり倒たおシテマぁスターのトコにイケば……」


　二人の言葉に、美須々が渋じゆう面めんを作って首を振ふった。


「やめておいた方がいいわよ、それは。そんなことしたら間違いなくカルマさんに迷めい惑わくかかるだろうし。……よく分かんないけど、二人ともカルマさんに頼たのみ事があるんでしょ？　ここでご機き嫌げん損そこねちゃうのはマズいんじゃないの？」


「そ、それは……」


「むウ……」


　さすがにその通りだと思ったのだろう、アステナとウタが押おし黙だまる。美須々はやれやれと嘆たん息そくしてから在紗の手を取ると、早く行こうと促うながしてきた。


　悩なやみ込む二人を置いてしばらくフェンス沿ぞいに歩みを進めると、蒼穹園武会特設ゲートに辿たどり着いた。


「うわー、会場前だってのに凄すごい人」


「……ほんと」


　特設ゲート前には、来場者を狙ねらった出店が幾いくつも建ち並ならび、まるで本当のお祭りのような雰ふん囲い気きになっている。実際、武会ではなくそちらを目当てに来ている人も多くいるようだった。また、チケットが手に入らなかったのだろう、チケットを譲ゆずってくださいと書いた紙を頭の上に掲かかげた人も何人か見受けられた。


「うわー、注意しとかなきゃね」


「……そうなの？」


「そうなの。チケット持ってるなんてバレたら一いつ瞬しゆんで集中砲ほう火かね。ほら、なんて言うの？　アレよ、ピラニアみたいな」


「う……」


　仔こ牛うしが川に入った瞬間襲おそいかかる凶きよう暴ぼうな魚の群むれを想像して、在紗は少し顔を青くした。


「まあ、こっちがよっぽど派手に触ふれ回んなきゃ、小学生に寄ってきやしないわよ。行きましょ、アリサ」


「う、うん……」


　美須々に手を引かれながら、特設ゲートの方へ進んでいく。もう試合が始まっているからだろうか、確かに人は多いものの、それらのほとんどは出店に集中しており、ゲートへの道は比ひ較かく的空すいていた。


　が──道中、急に進行が止まる。どうやら、美須々が前方を歩いていた人にぶつかってしまったらしい。


「うぉっとっと……」


「……大丈夫？」


「あ、うん、平気平気」


　別に走っていたわけでもない。怪け我がも何もあるはずはなかった。


　しかし──


「……ってぇーな、ドコ見てんだよ」


　美須々がぶつかってしまった先方は、いたく不ふ機き嫌げんのようだった。高校生くらいだろうか、人相の悪い男が、二人を見下ろして目と眉まゆを歪ゆがめていた。


「ああ、ゴメンゴメンお兄さん、急いでてさ」


「はァ？　んなン知っかよ。んだ？　ぶつかっといてその態度はよお？」


「……ああ？」


　にこやかに対応していた美須々の眉の間にしわが刻きざまれていく。──まずい。そう思った在紗は咄とつ嗟さに美須々の腕うでを引いた。が……


「元はといえばアンタが急に立ち止まるからでしょーが！　何被害者ヅラしてんのよ！」


「な……なにィ!?　もっぺん言って見やがれガキがッ！」


「なーにー、聞こえなかったの？　悪いのは顔と頭と態度だけかと思ったけど、耳まで悪いなんて大変ねー」


「この──ッ」


　そうこうしていると、彼の背はい後ごから仲間と思おぼしき男たちが数名、姿すがたを現した。


「おい、何してんだよ、早く行こうぜ？」


「ちょい待てよ。ガキがぶつかって来やがったんだ」


「はあ？　そんなんほっとけよ。ロリコンかおめー」


　言って、仲間たちの間から下品な笑い声が漏もれる。美須々はそれに便乗するように肩を抱だいて半眼を作った。


「あーら、お兄さんあたしたちに気があったんだあ。でもやめてよねー。あたしたち類るい人じん猿えんに興味はないの」


「てめ──」


　さすがに男も限界だったらしい。顔を真っ赤にすると、美須々の襟えり首くびを摑つかみ上げてきた。


「ちょ……なにすんのよ！」


「るせぇ！　口の減らねえガキが……ッ！」


　言って、男がもう一方の腕うでを後方に振りかぶる。──危あぶない。在紗は、反射的に美須々を摑んだ男の手を思い切り引っ搔かいていた。


「うわッ」


　いきなり首もとから力が抜け落ち、美須々が尻しり餅もちをつく。在紗は彼女を守るようにして男たちの前に立った。


「っ痛つうう──」


　在紗が腕を引っ搔いた男は、しばし苦く悶もんに顔を歪めていたが、すぐに目を尖とがらせると在紗と美須々の方を睨にらんできた。よくよく見ると、腕には血が滲にじんでいる。……そういえば、最近爪つめを切るのを忘わすれていた気がする。


「このガキども……もう許さね──」


　顔を怒いかりに染そめて、男が再度近寄ってくる。在紗は震ふるえる足をなんとか踏ふん張らせ、両手をばっと拡ひろげた。恐きよう怖ふなど意識の外に置く。今は、美須々を守らねばならない──！


　だがその手が在紗に触ふれようとした瞬間。


「ぎゃッ！」


　そんな悲鳴を上げて、男は手を引っ込めた。


　一瞬、男の手に光のようなものが見えた気がする。


「な……なんだあ？」


「あん？　どうしたよ」


「いや、分かんね……今なんか、バチっと……」


　男が自分の手を矯ためつ眇すがめつ、眉を寄せた。と、その間に在紗と美須々の手が引っ張られる。アステナだ。いつの間にか在紗たちに追いついてきたアステナが、二人の手を取って自分の後ろへと退たい避ひさせた。


「あぁ？　なんだオメー」


「え、ええと……まあ、一応この子たちの保護者……ですかね？」


　在紗と美須々の方に首を向け、尋たずねるように言ってくる。


「なんでオメーが訊きいてんだよ。……まあちょうどイイや。保護者ってんだったらキッチリ謝らせろよ。それとも何か？　おねーさんが責任とってくれんのー？　俺おれはそれでも構わねーけどぉ？」


「お、それいいねー。うわ、すっげぇ美人じゃーん」


　と、男たちがアステナに向かって一歩踏ふみ出したとき、今度は小こ柄がらな人ひと影かげが彼の前に現れた。


「まアマあ、落ち着イテ落チ着イて」


「うわッ……と、な、なんだ？」


　いきなり出現した影に面食らったのか、男が戸と惑まどいの声を発する。ウタは帽ぼう子しのつばの下から、縫ぬいつけられた双そう眸ぼうを覗のぞかせるようにしてあとを続けた。


「お兄サンたちモコレから会場ニ入るンで？」


「あぁ？　何か文句あンのかよ」


「いえイエいいえエ。大変結構カト」


　ウタは唇くちびるを凄せい絶ぜつな笑みの形にすると、男とその仲間の袖そでをひっ摑んだ。


「な、何すんだよ、アァ？」


「イヤー、ここデ会ったノモ何かノ縁えんですシ、ちョッと親しん睦ぼくを深めヨウかと思いまシテ」


「ちょ……離はなせコラ……ッ！」


　しかし男たちはウタにずるずると引きずられると、茂しげみの裏うらに連れて行かれた。


　一分ほど経たっただろうか、ウタが、ホクホク顔で在紗たちのもとに戻もどってきた。


「う、ウタさん……大だい丈じよう夫ぶでしたか？」


「はいハイ。深イ仲になっテキマしたヨオ。ホラ」


　言って身体の後ろに回していた手を前にやるウタ。そこには、蒼穹園武会のチケットが二枚まい握にぎられていた。


「な……あんた、コレって」


　美須々が額に汗あせを滲にじませながら口を開く。しかしウタはあっけらかんとした調子で笑うと、アステナにチケットを一枚手て渡わたした。


「イヤあ、仲良くナッた記念にくダさいマシて。友情ッテのは美シイですネエ」


「……端はしっこに血が付いてるんだけど」


「ダイジョーブですヨオ。三十分もしタラ目覚メマすッテ」


『…………』


　在紗と美須々は、半なかば呆ぼう然ぜんと、先ほどのアステナとウタのように顔を見合わせた。





　　　　　◇





「あ、三み谷や原はら曹そう長ちよう、こっちですよ、こっち」


　三谷原は自分を呼よぶ声の方に顔を向けると、ゆっくりと──というか気け怠だるそうな足取りでそちらに歩いていった。


　蒼穹園武会観客席の最後列の、さらに後ろ。移動用の通路であるはずのそこには今、幾いく人にんかの立ち見客の姿が見受けられた。そんな中に、美み栄はえ、サキ、かほるの、鷹崎小隊女性陣じんが陣取っていたのである。


「曹長、遅おそいですよー。試合始まっちゃいますって」


　サキが競きよう技ぎ場じようを指さしながら言ってくる。三谷原は眉まゆをはね上げ、彼女の指の先に目をやりながら後頭部をかいた。


「うん……？　鷹崎の試合は一番最後じゃなかったか？」


　言って、会場脇わきに設しつらえられた巨きよ大だいな電光掲けい示じ板ばんに目を這はわす。そこには三谷原の記き憶おく通りの組み合わせが表示されていた。鷹崎駆真と鳶一槙奈の試合は、一回戦の最後である。


　しかし三人娘むすめは合図でもしたかのようなタイミングで同時に首を振った。


「確かに少しよう尉いの試合はまだですけど、ちょっと気になる人が出てるんですよ」


　そう言ったのは美栄だった。三谷原はふうんと呻うなると、観客の視し線せんの中心に浮ふ遊ゆうした二人の男を目に入れる。電光掲示板を見るに、一人は北部・縁えん丞じよう基地の真さな田だ宗そう一いち郎ろう大尉。もう一人は中央都本部の新人騎き士し、松永衛二二等兵だ。


「……で、どっちだ？」


「あっちですよー。暑苦しそうな方」


「…………ああ」


　サキのアバウトな説明に、しかし三谷原はうなずいた。


　双そう剣けんを携たずさえた細身の男は悠ゆう然ぜんとその場に浮ういているだけなのだが、それに対する少年は、やたら気合いが入っている様子で幾度も拳こぶしを握にぎっては、ガッツポーズを取るように身か体らだを揺ゆらしている。


「あいつがどうかしたのか？　確かに新人二等兵が武会の予選通過したってのは驚おどろきだけどよ。そんなに強いのか？」


「いや、別にそういうわけじゃないんですけどねー。なんでも鷹崎少尉に惚ほれ込こんでるらしくて。少尉に格かつ好こういいところを見せて小隊に入れて貰もらおうとしてるらしいんですよー」


「……あんたの入れ知恵でしょうに」


　三谷原の問いに答えたサキの頭を、かほるが軽く小こ突づく。


　三谷原はそんなやりとりを横目で見ながら、松永衛二とやらに視線を送った。装そう着ちやく型がた──ハウゼル式の天てん駆く機き関かんに、刀剣型の空装。完全に攻こう撃げき狂ぐるいの装備である。


「どうです曹長。見込みはありそうですか？」


　三谷原の視線を見てか、かほるが声をかけてくる。彼は口元に手を当てて呻った。


「……随ずい分ぶんと〈浮フロート〉がふらついてるな」


「え？　そうですか？」


「あァ。ほら、位置を固定するときなんか足を開いて踏ん張る格好になってるだろ。まだ装着型の細かい駆動に慣れてない奴やつに多いんだ」


「あ……本当ですね」


「まァ、別にそれが全すべてじゃなし、あとは実戦を見てみないことには……」


　と、そこでタイミングよく、試合が開始された。


　その瞬間、真田が双剣を逆さか手てに構え、一瞬で衛二の背はい後ごを取る。


　衛二は肩かたを震ふるわせ振り向くが──遅い。延えん髄ずいに双剣を叩たたきつけられ、前につんのめった。


　そして、それきりぴくりとも動かなくなる。


　数秒のあと、審しん判ぱんが衛二の側そばに飛んでいき、肩を揺さぶったあと、客席に向かって声を上げた。


『試合、終了ォォッ！　勝者、真田宗一郎大尉ッ！』


　その宣せん言げんを聞いて、真田が片手を上げる。客席に歓かん声せいが響ひびいた。


「………………」


　だが観客席後方の通路に立った鷹崎小隊の隊員たちは、皆みな思い思いの顔を構築しながら固まっていた。


　一いつ拍ぱくおいて、衛二が係員に運ばれてから、皆が一いつ斉せいに口を開いた。


「……弱かったねー」


「……弱かったわね」


「……弱い……ですね」


「……弱ェな」


　ここまで綺き麗れいに意見が一いつ致ちするのも珍めずらしい。


　三谷原は苦笑して胸むな元もとを探さぐり……会場内が禁きん煙えんであることを思い出して手を引っ込めた。





　　　　　◇





　壁かべ越ごしに歓声が上がるのを耳にすると、駆真は静かに立ち上がった。それに合わせるようにして、控ひかえ室に係員が入ってくる。


「それでは鷹崎駆真少尉、鳶一槙奈少尉、準備をお願いします」


　駆真と槙奈はそれぞれ部屋の端はしで小さくうなずき、了りよう解かいを示した。そしてゆっくりとした足取りで部屋を出て廊ろう下かを渡わたり、ほぼ同時に会場入り口まで辿たどり着く。


「……負けないわよ」


「そうか」


　槙奈の牽けん制せいに、駆真が首しゆ肯こうで答える。槙奈はそれを適当な反応と受け取ったらしく、唇を尖とがらせて不ふ機き嫌げん顔を構築したが、すぐ試合前だということを思い出したのだろう、顔を戦士のそれに変へん貌ぼうさせた。


　駆真も息を細く吐はき、呼こ吸きゆうを整える。出来るだけ喉のどの調子をよくしておきたいところだった。そう、きちんと敗北宣言が響き渡るように。


　と、会場の方から、少しくぐもった音声が流れ込んできた。


『──さぁ、次は皆様お待ちかね、鷹崎駆真少尉の登場です！　もうこの選手に説明は不要でしょう。蒼穹園の生んだ奇き跡せき。天使──或あるいは、魔ま女じよ。あなたは今日、芸術とも言われた最さい高こう峰ほうの舞ぶ空くうを、目まの当たりにする──』


　次いで、声の聞こえてくる方向が微び妙みように変わった。


『それに対するは中央都本部・鳶一槙奈少尉！　なんでもござれのオールラウンダー！　どんな戦場でも最高の戦せん闘とうをやってのける仕事人。トンビがタカに勝てる日は来るのだろうか！　さあ、間もなく、試合開始です！』


　なんとも酷ひどい紹しよう介かい文句である。目の端に、槙奈が小さく肩をすくめているのが見えた。


　そして、後方から係員が出した合図を聞き、駆真と槙奈は天駆機関を駆動させると、それぞれの出口から蒼穹園武会会場に飛び出していった。


　瞬間──眼がん下かを眩まぶしい光が覆おおい、鼓こ膜まくを、もはや振しん動どうと言った方が正しいやも知れないほどの大音量が揺ゆさぶる。会場は超ちよう満員。見渡す限りの空間を、老若男女様々な顔が埋うめていた。


　ふと、駆真は会場横に設しつらえられている巨きよ大だいな電光掲けい示じ板ばんに目をやった。そこにはトーナメントの組み合わせ表が表示されている。既すでに終了した試合は、勝者の方から光の線が延のびていた。


「………………」


　何とはなしに、先せん刻こく絡からんできた三人の名前を探さがしてみる。確か〈鉞ア童クス子マン〉大郷元治。〈ノーブル・ブラッド〉爽世寺直次。あと──〈完熟女教師・桃色参姦日〉魅島薫子だったか。衛二の話では皆相当の実力者らしい。当然第一回戦は──


「──な」


　駆真は短い声を発した。


　それら仰ぎよう々ぎようしい二つ名を持った騎士たちは、例外なく負けていた。しかも試合時間を見るに、全員五分以内に敗北していることが分かる。


　加え──あれだけ意気込んでいた衛二まで、一分と保もたずに敗やぶれているではないか。


「………………」


　何か腑ふに落ちないものを感じて、駆真は額に手を当てた。


　しかし今はそんなことに気を取られている暇ひまはない。駆真は大音量の歓かん声せいを視し線せんで割わって、前方に浮ふ遊ゆうした槙奈を睨にらみ付けた。


　彼女は今、その手に長物を携たずさえていた。長い柄えの先に、槍やりの穂ほ先さきと斧おのの刃はのような部位が共きよう存ぞんした空くう装そうである。形で言えば槍と言うより戦せん斧ぷが近いかも知れない。


　覇は槍そう〈デウス・イクス〉。どのような武器も使いこなす鳶一槙奈が、もっとも得意とする得物であった。


　無む論ろん、その刃部分には今、殺さつ傷しよう能力を低めるための緩かん衝しよう材ざいが巻まき付けてあった。駆真のマーケルハウツも例外ではない。すねと踵かかと、そして拳こぶしに、衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうする緩衝材がつけられている。


　試合の勝敗は、ポイントで決定される。有効打だ撃げきと認みとめられる攻撃を行えば、ヒットした身か体らだの部位ごとにポイントが与あたえられ、先に百ポイントを溜ためるか、試合時間終了時にポイントが多い方が勝者となるのである。


　と──騒そう々ぞうしかった会場が、急に静かになる。駆真と槙奈の間に、バゼット式天駆機関に跨またがった審しん判ぱんが現れたのだ。


　そして審判がゆっくりと手を挙あげ──下ろす。


『試合──開始ッ！』


　審判の声がインカムを通し、会場各所に設置されたスピーカーから発される。


　その瞬しゆん間かん──一いつ旦たん沈ちん静せい化かしていた歓声が、再び会場を包み込んだ。


　蒼穹園武会一回戦第八試合。鷹崎駆真ＶＳ鳶一槙奈。開始である。


「…………よし」


　駆真は槙奈が動くより早く、瞬時に手足の力を抜ぬくと、インカムに向けて口を開いた。


　確か試合中は、インカムに喋しやべった言葉は対戦相手、会場内、本部にまで全すべて伝わるようになっているはずだった。


　深く息を吸すい、その言葉を口にする。


「棄き権けんだ」


　刹せつ那な──会場内が、またも不自然な沈ちん黙もくに包まれた。








「……んん？」


　佐さ間ま岡おかは今し方スピーカーから流れた音声に渋じゆう面めんを作った。


　そしてにわかには信じがたい彼女の発言を素早く理解し、隣となりに控ひかえていた副官に指示を出す。優ゆう秀しゆうな副官は彼の意図を瞬時に察し、携けい帯たい電話を取り出しながら部屋から出ていった。


　そう、せっかく予選を通過し、元げん帥すいの目に留とまる場所まで辿たどり着いたというのに、何もしないまま終わってもらっては困こまるのである。


　彼は周囲に居い並ならぶ人間たちの顔をざっと眺ながめた。皆みな一様に、呆あつ気けにとられたような顔をしている。それはそうだ。鷹崎駆真は、棄権を宣せん言げんするには堂々としすぎていたのである。──まだ大だい丈じよう夫ぶだ。このまま試合が続けば、まだ勘かん違ちがいで通すことが出来る。


　今彼のいる本部庁ちよう舎しやの会議室は、蒼穹園武会の特設観戦場となっていた。壁へき面めんは幾いくつものモニタで埋め尽つくされ、様々なアングルから捉とらえた試合の映えい像ぞうが映うつし出されている。


　列席するのは、多数の騎き士し団だん幹部や政府高官たちである。だが──彼らの反応はさして重要ではない。佐間岡はすぐに目を外して、長なが机づくえの中央に座ざした女性に視線を注いだ。


　正確な歳としは分からない。容よう姿しは少女といっても通用しそうなものだったが、もしかしたら五十を超こえていると言っても信じる人間はいるかも知れない。そんな不思議な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる女だった。


　ウェーブのかかった長い髪かみを三つ編あみに纏まとめ、首元にくるりと巻いている。常に優やさしげな微ほほ笑えみを形作っている顔は今も変わらず、突とつ然ぜんの事態にざわめく幹部たちの中、彼女は一人平然と、悠ゆう然ぜんと構えていた。


　名を、草くさ薙なぎ音ね音おん。


　蒼穹園の旧きゆう貴き族ぞく・草薙家の第三十二代当主にして、蒼穹園騎士団の団長を務める騎士である。


「………………」


　無言で、その横顔を眺める。蒼穹園の最高戦力を指先一つで操あやつる人間とは思えない、にこやかな顔を。


　ふと、佐間岡の視線に気づいたのか、彼女が顔を向けてきた。


「ねえ亮りよう禅ぜん。彼女は今、一体なんて言ったのかしら？」


　のんびりと間ま延のびした声こわ音ねで、少しよう将そうの名を呼よんでくる。階級でも苗みよう字じでもなく名で彼のことを呼ぶ人間は、音音以外にいるまい。彼は肩をすくめながら答えた。


「さて。……俺おれも歳でしてね。最近耳が遠いのです」


「そう」


　言って、唇くちびるの左下にあるホクロを撫なでるようにしながら、視線をモニタに戻す。


　佐間岡は苦笑した。どうも彼女と話していると、自分の考えを見み透すかされているかのような錯さつ覚かくに陥おちいることがある。


　まあ、それならそれでも構わない。彼は腕うで組ぐみしてモニタに向き直った。








　……一いつ拍ぱくおいて、観客たちはその声が鷹崎駆真のものであるということに気づいたようだった。しかしながら──次は、その発された言葉の意味が分からなくなってしまったらしい。もう少しだけ、沈黙が持続する。


　彼らの認にん識しきももっともだった。蒼穹園の魔女・鷹崎駆真が、蒼穹園武会というこの華はなの舞ぶ台たいで、戦いもせず試合を放ほう棄きするなど、常識で考えればあるはずがなかったのである。


「…………？」


　それを不審に思ったのは、他ほかならぬ駆真自身であった。棄権を宣言したにもかかわらず、審判が槙奈の勝利を告げようとしない。否いな、それどころか、観客席中がシンと静まり返り、槙奈までもがポカンと口を開けていた。


　言葉が足りなかったのかも知れない。駆真はもう一度息を吸い込こむと、再び口を開いた。


「私、鷹崎駆真は、この試合を、棄権する」


　しかし駆真は、すぐにまた違い和わ感かんに首を捻ひねった。


　確かに自分は聞き取りやすいような発音できっちりと敗北宣言をした。それだというのに、何な故ぜか会場内のスピーカーからは、駆真の声が流れていなかったのである。


「………………！」


　数瞬のあと、駆真は、自分のインカムとスピーカーを繫つなぐ回線が切られたのだと悟さとった。これでは棄き権けんが皆に知れず、負けることが出来ない。


「……くそ、一体誰だれが……」


　毒づいていると、徐じよ々じよに歓声の勢いが戻ってきた。その声の調子からして、誰も試合が終わったとは思っていないようだった。駆真は苦々しく歯は嚙がみすると、槙奈の方に顔を向けた。


「…………ち」


　一番確実な手しゆ段だんであった棄権が使えないとなると、槙奈から目め一いつ杯ぱい攻こう撃げきを受け、向こうにポイントを溜ためてもらうしかない。駆真は仕方なく、手を開き無防備であることをアピールしながら、槙奈の方にゆっくりと飛んでいった。


『──ッ！』


　驚きよう愕がくするように息を詰つまらせる音が聞こえる。どうやら駆真のインカムも、完全に無力化されたわけではなさそうだった。少なくとも、対戦相手との通信は可能なようだ。


　とはいえ、棄権が審しん判ぱんと観客に認みとめられないのでは意味がない。やはり駆真は、「闘たたかって敗北」せねばならなかった。


　だが──


『く──！』


　慌あわてたような声を出して、槙奈が後方へ飛び退のく。駆真はその軌き跡せきを目で追い、不満げな声を出した。


「……何故逃げる」


『何故……ですって？　あんたこそ何のつもりよ。そんな無防備装よそおったって騙だまされないんだから』


「私は本当に無防備だ。さあ、今ならポイント稼かせぎ放題だぞ」


『し──信じられるわけないじゃないッ！』


　肩をいからせ、槙奈が叫さけぶ。駆真はむうと呻うなった。確かに彼女の言うことももっともだ。普ふ通つう、一回戦で敗北したいなどという人間はおるまい。槙奈が勘かんぐってしまうのも無理のないことだった。


「ち──面めん倒どうだな」


　一いつ刻こくも早くそうきゅんを手に入れ、家に帰って在紗の誕たん生じよう会かいの準備をせねばならない駆真は、心底面倒そうに舌打ちをすると、試合開始以後初めてまともな構えをとった。


　槙奈が満足するまで適当に打ち合って負けなければならない以上、多少のロスは仕方あるまい。それにポイントの加算も比ひ較かく的大味だ。機を見計らって適当に当たった真ま似ねをしてやればすぐに百ポイント溜まるだろう。


　そんな駆真の様子を見てか、会場は一気にヒートアップした。場所によってはウェーブが起きたり、人文字が出来ていたりする。


　槙奈もようやく、戦せん闘とうの意志が固まったようだ。駆真に〈デウス・イクス〉の刃を向け、体勢を低くとる。


　一瞬。──まさに瞬まばたきの刹せつ那な。


　槙奈の身か体らだが完全な前ぜん傾けい姿し勢せいに変へん換かんされたと脳のうが認にん識しきした瞬間、駆真の脇わき腹ばらを槍やりの穂ほ先さきが掠かすめ通っていった。


「────！」


　疾はやい──駆真は脳がそう認識するよりも先に身を翻ひるがえし、槍の柄えを伝うようにして槙奈との距きよ離りを縮ちぢめた。


　しかし槙奈とて、近接格闘では駆真に分があることを重々分かっているのだろう。即そく座ざに後方に飛び退き、距離を取る。長物を手にしている時点でリーチは完全に槙奈が勝っているのだ。その利を殺すような真似はしなかった。


「でやぁッ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、槙奈が〈デウス・イクス〉を高速で回転させ、迫せまってくる。駆真は一瞬息を止めて天てん駆く機き関かんを〈着タツチ〉、重力に引っ張られるように身体を沈しずめ、これを回かい避ひした。


　槍のような長物を相手取る場合、もっとも注意せねばならないのは『突つき』ではなく『薙なぎ』だった。刃の部分が切れないように加工されている今の状じよう況きようならばなおさらだ。


　特に槙奈の〈デウス・イクス〉は素材に空エ獣アの骨ほねが用いられた空くう装そうである。振るっている際は羽のように軽くとも、インパクトの瞬間には本来の重量を取り戻す。まともに食らえば骨くらいは容た易やすく折れてしまうだろう。


「ぅおりゃぁぁぁぁッ!!」


「──！」


　二度三度と襲おそってくる追撃を、身を捻ってかわす。早くポイントを稼いで欲ほしいのは確かなのだが、急に攻撃を受けるような真似をしてはまた槙奈に警けい戒かい心しんを抱いだかせてしまうかも知れなかった。それに何より、下へ手たに接せつ触しよくして骨こつ折せつでもしたら、誕生会の料理が作れなくなってしまう。


「──ち」


　舌打ちの音だけをその場に残し、〈翔ソア〉、後方へと離り脱だつする。未いまだ双そう方ほうポイントはゼロ。怪け我がをしない程度に攻撃を受けるというのは、存ぞん外がい難むずかしいものだった。


『──やるわねえ、さすがに』


「……おまえこそな」


　インカム越ごしに言葉を交わし、間合いを取り合う。


　槙奈には声が届とどいているのだから、「勝たせてやるから当たりやすい攻撃をしてくれ」と頼たのむことも可能である。しかしながら疑うたぐり深い彼女が素す直なおに話に乗ってくるとも思えなかった。


　すると結局、残った選せん択たく肢しは交戦しかなくなる。駆真は足を深く畳たたむと、空を蹴けるようにして〈翔ソア〉、一瞬で槙奈の眼前に移動した。


『んな──ッ』


　駆真の〈魔女〉たる所ゆ以えん。その異常なまでの高速飛行。槙奈は目を見開いて驚愕した。


　駆真はその隙すきをついて〈デウス・イクス〉の柄を踵かかとで踏ふみつける。これで数瞬の間ではあるが、槍での攻撃という選択肢が槙奈から消えるはずである。


　駆真は槍を押さえつけた足を軸じくにして、もう片方の足を不必要なほど大きく後方へ振ふりかぶった。槙奈に、今反はん撃げきせねば負けるという恐きよう怖ふ感を与あたえるために。


『……っ！』


　駆真の期待通り、槙奈は槍を持っていない手を拳こぶしに形作り、駆真の脇腹に突き立てた。


「────」


　見事な反撃。駆真はインパクトの寸すん前ぜん、天駆機関を打撃の進行方向に進め、衝しよう撃げきを殺しながら飛び退のいた。


　電光掲けい示じ板ばんの槙奈の欄らんに、十ポイントが加算される。駆真は心中でガッツポーズをとった。


「──よし」


　さすがに同じ手しゆ段だんはもう使えまいが、これならばいけそうだ。〈デウス・イクス〉相手では難しいものの、素手での攻撃であれば、見た目の派手さを残したまま上う手まく威い力りよくを殺すことが出来る。


　しかし槙奈は眉まゆ根ねを寄せると、油断なく駆真に槍を向けながら口を開いた。


『……あんた、何のつもり？』


「何の話だ」


『とぼけないでよ。今の蹴り、あんなに大振りにしなければ当てられてたでしょ』


「一撃ノックアウトを狙ねらって欲よくが出ただけだ」


『──あんたが？　は。まさか』


　駆真の言葉など微み塵じんも信じないといった調子で、槙奈が鼻を鳴らす。


　だが駆真にとって槙奈の信用などはどうでもよかった。今はとにかく、きちんと彼女のポイントが加算されればそれでよいのだ。


　駆真は再び足を縮ちぢめると、今度は上空に向かって身を躍おどらせた。踵落としの要領で左足を槙奈の頭部目がけて振り下ろす。


『──ちッ』


　無論槙奈がこんな単調な攻撃にやられるはずもない。彼女は〈デウス・イクス〉を横にして駆真の鎚つちのような一撃をしのぐと、即座に反撃に移ってきた。防ぼう御ぎよのため両手で構えていた〈デウス・イクス〉から左手を離し、右手のみで横に振るう。浮遊状態ならばほとんど重さのない空装だから出来る芸当であった。


　しかし咄とつ嗟さの攻撃のため、致ち命めい的な威力は出ていないようだった。駆真はあえてガードせず、衝撃を殺しながら胴どうでそれを受ける。


　大だい歓かん声せいとともに、槙奈に三十ポイントが加算された。駆真は満足げにそれを見届け、瞬時に体勢を立て直すと、距離を離さぬよう天てん駆く機き関かんを駆動させ、連続して拳けん打だを放つ。


「────っ！」


『く……！　この──』


　別段手加減はしていない。腕わん部ぶのマーケルハウツを駆動させても、槙奈ならば防ぎきるだろうという確信があった。実際、彼女は槍やりと手の甲に装そう着ちやくされたプロテクターを使って、器用に駆真の攻撃を逸そらしている。


　と──槙奈が一瞬〈デウス・イクス〉を空に放ほうり、手を貫ぬき手の形にして駆真の脇わきに突つき刺さしてきた。


「──なッ……！」


　予想外の攻撃に、飛び退くのが遅おくれる。駆真は短い苦く悶もんを漏もらすと、反射的に身を捻ひねり、槙奈の肩かたに蹴りを見み舞まっていた。


『う、わ──っ』


　槙奈の身体が観客席の方へ吹ふき飛ぶ。恐おそらく天駆機関が〈浮フロート〉駆動になっていたのだろう。あの状態で攻撃を受けると、ダメージは軽減されるものの、いたく派手に吹き飛ぶのである。


　駆真はそれを追撃しながらも、小さく顔を歪ゆがめた。槙奈の貫き手を受けた脇が鈍にぶく痛いたみ、左手が上手く動かせなくなっている。


「──ち」


　確かに今の攻撃で槙奈には四十ポイントが加算されたが、利き腕うでを潰つぶされたのは痛かった。無む論ろん試合に関してではない。料理をする際、上手く鍋なべが振るえなくなってしまうのである。


　それに、思わず放ってしまった蹴りの分が、二十ポイント駆真に与えられていた。その分を槙奈にやってくれと心中でぼやきつつ、観客席の直前まで吹き飛んだ槙奈との距離を詰つめる。観客一人一人の顔が判別できるほどの近さであるが、観客席の上部には、透とう明めいな防ぼう護ご壁へきが設しつらえられているので、多少派手に暴あばれても問題はない。


　体勢を立て直した槙奈の右手には、既すでに〈デウス・イクス〉が握にぎられていた。空戦の際武器に命いのち綱づなをつけておくのは騎き士しの常識である。恐らく先ほどの攻撃の直後にはもう、手元にたぐっていたのだろう。


「──っ、──っ、──っ」


　等とう間かん隔かくで息を吐はきながら身体を回転させ、二回、三回と槙奈に蹴りを見舞う。とはいえ、見た目は派手だが威力のない攻撃だ。槙奈は容た易やすくガードした。


　だが観客席から見れば大だい興こう奮ふんの接戦である。しかもそれが目前で行われているのだ。応おう援えんの声が、一際大きくなった。


「…………っ！」


　駆真は蹴けりを放ちながら、目の端はしで電光掲けい示じ板ばんを見やった。槙奈の累るい計けい点数は八十点。あと二十点で決着が付く。駆真はマーケルハウツで空を蹴ると、槙奈との距離をさらに縮めた。


　そして、槙奈の反撃を誘さそうように拳打を放つ。


　すると駆真の思おも惑わく通り、槙奈は左手を固めて駆真に殴なぐりかかってきた。


　あとはただ、こちらのパンチを外し、槙奈の攻撃を派手に受ければよい。それでこの試合は終わり、槙奈には勝利が、駆真には巨きよ大だいそうきゅんが与えられる。


　だが──


「────な──」


　駆真は盛せい大だいに肩を震わせ、そんな声を上げた。


　槙奈の拳が頰ほおを掠かすめるのを気にする余よ裕ゆうもない。今駆真の脳のう内ないでは、目が捉とらえた情報が大暴ぼう動どうを起こしていた。


　槙奈の背はい後ごに広がる広大な観客席。


　その最前列に、雪のように白い髪かみが見えたのである。


　次いで、それにも劣おとらぬほどに白い肌はだや、血色の瞳ひとみも。


　駆真の脳内から、その特とく徴ちように該がい当とうする人間が瞬時にピックアップされる。


　駆真が、その人物を見み間ま違ちがえるはずはなかった。


　──鷹崎在紗。駆真の、最愛の、姪めい。


「な──在紗……、なんでこんなところに……」


　胸むな元もとで両手を握り、祈るような体勢を作っていた在紗は、駆真の視し線せんに気づいたのか、こちらにむかって小さくうなずいた。頑がん張ばって、とでも言うように。


　その仕草で、駆真は自分が試合中であることをようやく思い出した。一瞬凍こおっていた身体の感覚が徐じよ々じよに戻ってくる。未いまだ鈍く痛む脇。槙奈の拳が掠った頰。そして──右手に感じる、予想外の重い手て応ごたえ。


「あ────」


　慌あわてて右手の先を見やる。


「あ……あああああ……」


　掠れた喉のどから、呻うめくような声こわ音ねが発されていく。


「あああああああああああああああああ」


　眉まゆを八の字に歪ゆがめて右手を引くも──もう、遅おそい。何もかもが、遅い。


　──駆真の拳こぶしは、見事に槙奈の顔面を捉とらえていたのである。
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　ゆっくりと、槙奈の身か体らだから力が抜ぬけ落ちる。天駆機関が〈浮フロート〉にセットされていたのだろう。彼女の身体は地に落ちることなくその場に漂ただよい続けた。見事なまでに白目を剝むいた顔は、一目で気絶しているであろうことが分かる。


「────っ」


　駆真は心しん臓ぞうが軋きしむのと同時に電光掲示板を向いた。槙奈のポイントは八十点のままである。その代わり、頭部に攻こう撃げきをクリティカルヒットさせた駆真に、五十ポイントが加算されていた。累計七十点。まだ槙奈の方が上だ。だが──


「と──鳶一！　起きろ！　起きてくれ！」


　駆真は必死で槙奈の頰を叩たたいた。規定ではダウンしてから十秒以内に体勢を直せなかった場合、相手の勝利が確定する。つまり槙奈がそれ以内に意識を取り戻さねば、駆真はこの試合に勝ってしまうのだ──！


「鳶一！　鳶一ッ！」


　叫さけぶも、槙奈はピクリとも動かない。


『……えー、鳶一少しよう尉い、ダウンですね？　それではカウントダウンを始めます。十……』


「──！　と、鳶一ぃぃぃッ！」


　槙奈がダウンしたことに気づいた審しん判ぱんが、数字を数え始める。駆真は槙奈の肩を摑つかむと、首がもげそうな勢いで彼女の身体を揺ゆすり始めた。だが、それでも槙奈は目を覚まさない。


『八、七……』


「起きろ！　起きろ鳶一！　朝だ！　遅ち刻こくするぞ！」


『五ぉ……』


「た、大変だ！　東の空からＵＦＯの大たい群ぐんが！　早く逃にげないとキャトルミューティられるぞッ！」


『三──』


　駆真は、羽は交がい締じめにするような格かつ好こうで槙奈の身体を起きあがらせた。


「や、やあ、私は鳶一槙奈。審判さん、大だい丈じよう夫ぶです。起きました。私起きましたよ」


『何やってるんですか鷹崎少尉……二、一……』


「う……わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」


『勝負あり！　勝者、鷹崎駆真少尉！』


　審判の無む慈じ悲ひなる宣せん言げんが、会場内に響ひびき渡わたる。


　駆真は死体のようにぐったりとした槙奈を抱かかえながら絶ぜつ叫きようした。








「やぁーった！　アリサ！　カルマさん勝ったよッ！」


「う……うん、うん──！」


　審判の宣言を聞き、美須々と在紗は観客席から飛び上がらんばかりに取り合った手をブンブン振ふった。


「ッあー、やっぱ格好いいわカルマさん。今までの試合とはひと味違うっていうかさ」


「アハは、一方的な試合モアリましタからネエ」


　と、美須々の隣となりに座すわっていたウタが、帽ぼう子しのつばの下からケーブル付きの眼球を覗のぞかせて笑った。


「そうそう、何だっけ？　大たい層そうな紹しよう介かいされてる人ほど弱かったわよねー。〈鉞ア童クス子マン〉とか〈ノーブル・ブラッド〉とか、ええと……桃色ナントカとか。何なの、アレ」


　美須々が呆あきれたように肩をすくめる。在紗と、その隣に座していたアステナが、頰をかきながら苦笑した。


「でも……カルマ様、最後何してたんでしょうね」


「……あー、そういえば。なんか気絶した相手を揺すったりしてたわね。途と中ちゆうから音声切れちゃってカルマさんの声何も聞こえなかったし」


「うん……」


　うなずく。確かに、在紗もそう思っていた。何な故ぜか試合が始まってすぐ、駆真の声だけが途切れて聞こえなくなってしまったのだ。


「もしかして、『起きろー！』とか言ってたりして」


「あはは……さすがに対戦相手にそれはないだろうけど……」


　在紗は笑ってから、観客席に設しつらえられたモニタに目をやった。そこには、次の試合が始まるまでの間、先ほどの試合の様子がリプレイで映うつし出されていた。


　だが。在紗は首を捻ひねった。


　先せん刻こくも思ったのだが、何か駆真の動きがぎこちないというか、遠えん慮りよがちというか……とにかく、妙みような感じがしたのである。


　確かに駆真の活かつ躍やくを見られるのは嬉うれしいのだが、どうもそこが引っかかっていた。もしかして、在紗に出場を隠かくしていた理由と何か関係があるのだろうか──


「どうかしましたか、アリサさん」


「……ううん、なんでもないです」


　問うてくるアステナに、在紗は軽く首を振って返した。
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「……まあ、飲めよ」


　選手控ひかえ室に現れた三み谷や原はらは、半眼を作りながら、紙コップに入ったアイスティーを差し出してきた。


　背せ中なかを丸めて椅い子すに座すわっていた駆かる真まは顔を下に向けたままそれを受け取ると、口元へ持っていって舌先で氷と水面を舐なめた。


「…………勝ってしまった」


　まだ中身がなみなみと入った紙コップを近くにあったテーブルに置いてから、重いため息を一つ。駆真の背からは、傍はたから見ても容易に知れるほど、どんよりとしたオーラが漏もれ出ていた。彼女の座っている椅子の周りだけ、湿しつ度どが高いようにすら思える。


「そうみてェだな。二回戦進出おめでとう」


「……一個もめでたくない──ッ！」


　駆真はばっと顔を上げ、真っ赤になった鼻をすすりながら叫さけんだ。


「な……なんだよ。せっかく勝ったんだから少しは喜べばいいじゃねェか」


「喜べるか……ッ！　これで……これで一回戦の賞品が手に入らなくなってしまったんだぞ……ッ！」


「一回戦……あ」


　三谷原は数すう瞬しゆんの間考えを巡めぐらすような動作をしてから声を上げた。


「……おまえ、いきなり参加申し込こみした理由はそれかよ」


「当たり前だ。他ほかに何がある」


　駆真はさも当然の如ごとく言い放つと、またも顔を俯うつむけた。


「くそ、くそ、くそ──ッ、何な故ぜもっと手を抜ぬかなかったんだ……！　何故もっと棄き権けんを訴うつたえなかったんだ！　何故あいつはあれくらいでダウンしてしまうんだ……ッ！」


「……あんな見事にクリティカルヒットさせといて無茶言うなよ」


「うるさい！　鳶とび一いちが貧弱なんだ！」


　頭を抱かかえ、悔くやしげに呻うめく。それはそうだ。これで駆真は二回戦に進出。自動的に、貰もらえる賞品もランクアップしてしまったのである。


「……まァ、今さら言ってもしょうがねェだろ。ええと、二回戦進出者の賞品は……ええと、全自動食器洗い機か。いいモン貰えるじゃねェか」


「そんなものを喜ぶ小学生がどこにいる……ッ！」


　たまらず、全身を震ふるわせながら絶ぜつ叫きようする。そう、二回戦以降の賞品は、値ね段だんや価か値ちこそ上がるものの、小学生へのプレゼントにはなりそうにないものばかりなのであった。


「で……？　そんな愚ぐ痴ちを言うためにわざわざ呼よび出したってのか？」


「……そんなわけがないだろう」


　三谷原が肩かたをすくめながら訊きいてくるのに、低い声で返す。


　そう、三谷原が今ここにいるのは、他でもない、第一試合が終わった直後、駆真が呼び出しの電話をかけたからだった。


「私は一回戦を勝ち上がってしまった……もうこれは覆くつがえしようのない事実だ。本当に遺い憾かんながら、完全限定巨きよ大だいそうきゅんを手に入れる手だてが失われてしまったことも認みとめざるを得ない」


「ああ、そうだな」


　三谷原が何の気も回さずにうなずく。駆真は別段気にもせず続けた。


「今私がすべきこと……それは、一いつ刻こくも早く試合に負け、代わりのプレゼントを探さがしに行くことだ」


「まあ……そうなるか」


「そこで相談だ……一体、どうすれば確実に負けられる？」


「……随ずい分ぶん傲ごう慢まんな質問だな、オイ」


　半眼をつくり、頰ほおに汗あせを垂たらしながら三谷原が言う。しかし駆真にとっては傲慢でもなんでもない、非常に切実な問題であった。先ほどの試合も、完全に負けるつもりで闘たたかっていたのである。


　と、三谷原が面めん倒どうくさそうに首を回しながら口を開いた。


「まあ、一番簡かん単たんな方法は、試合そのものに出ないこったな。棄権を宣せん言げんしてもどうせまた音声切られるだろうが、これなら文句なく一発で負けだ。……これやると賞品は貰えなくなるかも知れねェけど、別にもういらねェモンばっかなんだろ？」


　確かに三谷原の言う方法がもっとも簡単、かつ確実だ。


　しかし駆真は難むずかしげな顔を作って首を横に振ふった。


「……それは駄だ目めだ。出来ない」


「何贅ぜい沢たく言ってんだよ。それが一番確実な方法じゃねェか。……この期に及およんで、敵前逃とう亡ぼうは蒼そう穹きゆう園えんの騎き士しにとって最大の恥はじだー、とか言わねェだろうな」


「騎士の誇ほこりなどどうでもいい。在あり紗さの誕たん生じよう会かいの前にはゴミのようなものだ。私も最初はそれを考えた。だがな……」


　駆真は鬱うつ々うつとした息を吐はいた。








　実は今から十分ほど前──駆真はフード付きのコートを着用し、顔を見られないようにしながら観客席へ赴おもむいていたのである。


　理由は至し極ごく単たん純じゆん。在紗を連れて家へ帰るためである。一回戦を勝ち抜いてしまった以上、もう蒼穹園武会に居続ける意味などはない。


　肩をすぼめ、顔をうつむかせ、自分が鷹たか崎さき駆真であることを悟さとられないように通路を進み、目的のブロックへと出る。試合に出ているはずの騎士がこんなところにいては不ふ審しんがられるだろうし、それ以前に、駆真の名と顔は本人が望んでいないにもかかわらず妙みように大たい衆しゆうに知られてしまっているのである。


　と、最前列の席に、ようやく在紗の白い髪かみを発見する。駆真はフードの口を両手で押さえ、顔を隠かくしたままそちらへ寄っていった。


「──な」


　駆真は眉まゆ根ねを寄せ、呻くような声を発した。先ほどは気づかなかった、在紗の両りよう隣どなりに座っている人物の姿すがたが確かく認にん出来たのである。


　在紗の隣に座るお下げ髪の少女──橙とう堂どう美み須す々ず。彼女は別に問題ない。在紗の一番の親友であるし、一いつ緒しよにいても不思議はないのだ。だが──その二人を挟はさむように座った、金きん髪ぱつの少女と、キャスケットで顔の上半分を覆おおい隠した少女の姿は、さすがに駆真も予想していなかったのである。


「……アステナに、ウタだと──？　何故あいつらが在紗と一緒に……？」


　駆真が独白するように呟つぶやいていると、ふとアステナが在紗たちの方を向いて口を開いた。


「でも……さっきの闘いが始まったとき、カルマ様なんて言ったんでしょうか……？　よく聞き取れなかったんですが」


「あー、音声切れる直前のやつね。あたしは『キケン』って聞こえたけど……」


　その問いに答えたのは美須々だった。髪をくるくると指に巻まくようにしながら、アステナの方に視し線せんをやる。


　次いで、そんな美須々の言葉に、ウタが帽ぼう子しを上げるようにしてから首を傾かしげた。


「危き険けん？　アブナいですカ？」


「いや、そっちじゃなくて。試合する権利を棄すてる……つまり降こう参さんのことよ」


「え……カルマ様、降参したんですか？」


「いや、結局試合は続いたし……あたしの聞き間ま違ちがいかも知れないけど。んー……でも、やっぱ棄き権けんとしか聞こえなかったのよねえ……」


　美須々の耳は間違っていない。確かに駆真は第一試合が始まったと同時に棄権を宣言した。闘いを放ほう棄きすると。自ら敗北を認めると言ったのである。


　しかし──


「違うよ……多分、だけど」


　美須々の発言と駆真の意図に真っ向から対するように、在紗が静かに首を横に振った。


「……ねえさまは、棄権なんてしないよ」


　言って、小さく微ほほ笑えむ。


「────ッ」


　駆真は、一いつ瞬しゆん息が出来なくなった。在紗の愛らしい笑顔。一点の曇くもりも疑ぎ念ねんも抱いだかず駆真を心の底から信しん頼らいしきっているその微笑みに、駆真は顔中に玉のような汗を浮かべる。ねえさまが棄権なんてするはずはない。私はねえさまを信じてる。高潔なる蒼穹園の騎士・鷹崎駆真は、騎士の誇りに背そむくようなことはしない──在紗の表情には、そんな確信が満ちあふれていたのである。


「………う」


　駆真はそこはかとなく後ろめたい気分になって、さらに深くフードを被かぶった。


「んー、まあ……そうよね。まさかカルマさんが棄権なんてするはずないわよね」


「そ、そうですよ。魔ま王おうをたった一人であそこまで追いつめたカルマ様がそんなこと」


「ウんうン、でエスよネエ。マぁスターお強いデスもんネエ」


「……うん」


　皆みなの賛辞を聞いてか、在紗が恥はずかしそうに、それでいて嬉うれしそうに頰ほおを桜色に染そめる。


「………………」


　駆真はしばしの間その場に立ちつくしていたが、すぐにとぼとぼと、選手控ひかえ室に戻もどっていった。








「……在紗が見ているのに、敵前逃亡なんて出来るか……ッ！」


　駆真は頭を抱え、情けない声を出しながら目を伏ふせる。もし二回戦、駆真が闘いの場に現れすらしなかったなら、その光景を目まの当たりにした在紗が一体どんな顔をするだろうか。それを考えるだけで、駆真の身か体らだは骨こつ髄ずいの中心から恐きよう怖ふに震えるのだった。


　話を聞いていた三谷原は呆あきれたような苦笑を浮うかべながら肩かたをすくめてきた。


「……まァ、んなこと言われたら棄権なんざ出来ねェわなァ……。でも、それなら一気に優ゆう勝しようまでしちまえばいいじゃねェか。最高に格かつ好こういいところ見せられるぜ？」


「そんなことをしたら、プレゼントを探す時間と、誕生会の用意が出来なくなるだろうが」


「………………そうかい」


　三谷原は心底面めん倒どうくさそうにため息を吐ついた。


「んじゃあやっぱり、闘たたかって負けるしかねェんじゃねェの？」


「だから、その方法を訊いている」


　勝手極まる駆真の言葉に、三谷原はふうむと呻うなった。そして数秒のあと、駆真の装そう着ちやくしているマーケルハウツ式天てん駆く機き関かんを指さしてきた。


「……そいつを取り替かえる、ってのはどうだ？」


「何？」


「いや、さっきの試合もよ、最初の二十ポイントなんかは、反はん射しや的に身体が動いちまったって感じだったじゃねェか。それ……マーケルハウツじゃなきゃ不可能だったろ？」


「……かも知れん。これはもう私の手足の延えん長ちようのようなものだからな」


　そこで、三谷原は指を一本立てて「それだよ」と言った。


「次の試合、天駆機関を別の使い慣れてない機種に替えて出るんだよ。そしたら思うように動けねェだろうし、マシントラブルでマーケルハウツが使えなくなって、実力が発はつ揮きできず負けちまいましたって言いわけも立つ」


「……ふむ、なるほど」


　駆真はあごの辺りに手をやって呻ってから、立ち上がった。


「それは確かに有効そうだ。……確かどこかに、精度の低い訓練用の装着型があったな」


　駆真は小さくうなずくと、控え室の外に歩いていった。








　選手控え室中央の大きな柱に隣りん接せつした椅い子すに座すわり、見事一回戦を勝ち抜ぬいた鷹崎駆真が、横に立った男に愚ぐ痴ちを言っている。


　そんな様子を、彼女らの死角からじっと睨にらみ付けている影かげが一つ、あった。


　鳶一槙まき奈なである。あのあとすぐに目を覚ました槙奈の胸むねには、憤ふん怒ぬと嫉しつ妬とと怨えん嗟さと……その他様々な負の感情が渦うず巻まいていた。


　柱に張り付き、血走った目で刺さすような眼光を送る。手を伸のばせば触ふれられそうなほど近い距きよ離りにいるというのに、二人は会話に夢中になっていてこちらの存そん在ざいに気づいていないようだった。


「………………」


　槙奈は無言で、内ポケットから紙に包まれた粉薬のようなものを取り出す。そして二人の隙すきをついて手を伸ばすと、テーブルの上に置いてあった紙コップの中に白い粉をさらさらと入れていった。


　静かに静かに手を戻し、忍しのび足でその場を去っていく。


　二人に気づかれぬよう廊ろう下かに出ると、槙奈はようやく息を吐いて邪じや悪あくな笑みを浮うかべた。


「……フン、あんたもこれで終わりよ、鷹崎駆真……ッ！」


　そう言って憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめ、控え室から離はなれていった。


　──駆真が紙コップに手をつけないままで去ってしまうのを見ずに。








　沢さわ村むら逸いつ平ぺいは拳こぶし同士を打ち付け、細く吐と息いきした。うずく身体をどうにか抑おさえようとするとき、彼は決まってこの動作をする。


　そう──彼は今、戦士としては最高の興こう奮ふん状態にあった。理由は単たん純じゆん。蒼穹園武会一回戦を勝ち抜いた彼の次の相手が、なんとあの〈魔ま女じよ〉鷹崎駆真だったのである。


「……ふふ、まさかこうも早く見まみえることが出来ようとは」


　その名は遠く北都にも響ひびき渡わたっている。踊おどるように空を飛び、蒼穹を血で染め上げる騎士団最速の〈魔女〉。沢村が蒼穹園武会に参加した最大の理由は彼女だった。記録映えい像ぞうでその空戦を見るたび、いつか一度はこの少女と闘ってみたいと願っていたのである。


　そして、沢村には鷹崎駆真に勝つ自信があった。


　彼の最大の武器は、スピードでも力でもなく、『目』であった。何百回と駆真の空戦映像を見ていた彼は、その動きの癖くせや攻こう撃げきのリズムを、完全に把は握あくしていたのである。マーケルハウツ式などという特とく殊しゆな天駆機関を使用しているがゆえの、独特の戦せん闘とうスタイル。沢村はその一連の動きの中に、絶対に彼女が攻撃をかわすことが出来ないであろうポイントを発見していた。


　と、そこで沢村は控え室の扉とびらが開く音を聞いた。どうやら誰だれかが入ってきたらしい。


「──鷹崎駆真」


　沢村は眉まゆをはね上げた。部屋に入ってきたのは、彼の二回戦の相手、鷹崎駆真であったのだ。しかも何な故ぜかその手には、見知らぬ装着型天駆機関を携たずさえている。


「……なんだ、あれは。マーケルハウツ式ではない……？」


　と、駆真の後ろから、猫ねこ背ぜ気味の男が部屋に入ってくる。


「…………？」


　沢村は不ふ審しんに思って、柱の影に隠かくれると、二人の様子を観察し始めた。


　すぐに駆真が椅子に座り、手にしていた見知らぬ天駆機関を身体に装着し始めた。手、足、胴どう部ぶに着ける装着型のようだ。


　もしや、マーケルハウツに何らかのトラブルが起きて、装備を変へん更こうしているのか──？　彼の脳のう内ないに、そんな考えが過よぎる。そうだとしたら、まずい。騎き士しの飛行方法は、使用する天駆機関の種類によってガラリと変わる。彼が完全にリズムを把握したのはマーケルハウツ式のみである。別の天駆機関となると、彼のアドバンテージはまったくなくなると言っていい。


「まさか、俺おれがマーケルハウツの動きを見切っていると知って……？」


　沢村は眉根を寄せ、頰ほおに汗あせを垂たらす。


　だがすぐに首を振り、浮かび始めた不安感を吹ふき飛ばした。もし仮にそうだとしても、だ。動きが読まれているからといって、慣れない天駆機関を装着するなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。確かにいつもと異ことなる飛行にはなるだろうが、そんな急ごしらえの戦術で彼に敵かなうはずなどない。


　と、彼がうなずいていると、二人の方から声が聞こえてきた。


「……ふん、これを着けるのも久しぶりだな」


「そういやあそうだな。ま、……あんまりやりすぎんなよ」


「ああ、分かっている。一分で決着をつけるつもりだ」


　そんな二人の会話を聞いて、沢村は顔を青くした。


　──違う。あれはマーケルハウツの代わりなどではない。あれこそが、鷹崎駆真の本気なのだ──！


「ふ……はは、なんて奴やつだ。あの動きで本気ではなかったというのか」


　沢村は笑ってみせるが、微かすかに足が震ふるえるのを抑えることが出来なかった。緊きん張ちよう、焦しよう燥そう、戦せん慄りつ。そんなものが彼の身体を駆かけめぐる。如い何かに言葉で強がろうとも、彼の目は知っているのである。人とは思えぬ華か麗れいなる彼女の舞ぶ空くうを。彼の脳は知っているのである。彼女の鎚つちのような脚きやく蹴しゆうの威い力りよくを。


「…………ッ」


　沢村は震える手で喉のどを押おさえた。緊張のためだろうか、いつのまにか口の中からは水分が消え、喉が張り付いて微かな痛いたみを発していた。


「……ち、俺も弱気なもんだ」


　彼は控え室の壁かべ際ぎわに設しつらえられた自動販はん売ばい機きにコインを投入すると、アイスティーを購こう入にゆうし、すぐ近くの椅子に腰こし掛かけた。気持ちを落ち着けるように一口飲み下す。渇かわいた喉に染しみ渡わたる水分が、ほんの少しだけ彼の気分を静しずめてくれた。


「……落ち着け。こうなったら純じゆん然ぜんたる俺の実力でねじ伏ふせるまでだ」


　言いながらまだ中身の入った紙コップを近くのテーブルに置き、膝ひざに肘ひじをついて、少し乱みだれてしまった呼こ吸きゆうを整える。目を閉じて深く息を吸すい、そのまま数秒間を置いてから一気に吐はき出す。それを数度繰くり返すと、先ほどよりは随ずい分ぶん呼吸が楽になった。


　と、そうこうしているうちに、係員が控え室の入り口から顔を出し、彼と駆真の名を呼よんでくる。沢村は慌あわててテーブルの上に置いた飲み物を取ると、一気に飲み干ほして部屋を出た。


　……だが沢村は知らなかった。今彼がいた椅い子すに、つい先せん刻こく──訓練用の天てん駆く機き関かんを取りに行く前、鷹崎駆真が座っていたことを。


　そして慌てた彼が、テーブル上に飲み残されていたアイスティーを自分のものと取り違えてしまったということを。








『二回戦第四試合、試合開始ッ！』


　審しん判ぱんの声を聞き、駆真が構えを取る。なるほど確かに動きづらい。こんなものを着けていては、まともに反撃も出来ないだろう。これならば負けられそうだ。


　しかし相手はいつまで経たっても仕掛けようとして来なかった。何故か腹はらの辺りを押さえ、苦しそうな表情を作っている。


「……どうした？」


　駆真が問うと、対戦相手は真っ青な顔を駆真に向けながらも『も、問題ない……ッ！』と返してきた。


「…………」


　明らかに問題なくは見えないのだが、本人がそう言っている以上駆真が何を言っても仕方ない。駆真は何も仕掛けてこない男の方にゆっくりと飛んでいった。


　だが、駆真が完全に無防備状態で近づいているというのに、男は攻撃をしてくることはおろか、構えをとることすらしなかった。槙奈のときのように警けい戒かいされてしまったのかとも思ったが、そんな様子もない。ただ蒼そう白はくな顔で腹を押さえ、時折世界の終わりを見るかのような壮そう絶ぜつな表情を形作っている。


「……なんだ、この男」


　このような騎士とは見まみえたことがなかった。挑ちよう発はつ──にも見えない。調子の悪い振りをして駆真を誘さそい、反撃でポイントを稼かせごうという腹だろうか。


「──ふん」


　それならばそれで構わない。駆真は誰にでも避よけられるような低速で、彼の腹に蹴けりを放った。駆真の見立てが正しければ、男はすぐに反撃に転じてくるはずだった。


　しかし、男はゆっくりとした駆真の攻こう撃げきすら避よけきれず、その腹ふく部ぶに攻撃を受けた。


　瞬しゆん間かん。


『ッ──こァっ…………ッ!?』


　駆真の耳に、何やらごろごろという音が聞こえると同時、男は顔を鬱うつ血けつしたような赤あか紫むらさき色に染そめて呻うなりを上げた。右手は腹に置いたまま、左手を何な故ぜか臀でん部ぶに回している。


「……何をしている？」


　駆真が問うも、男はそれどころではないといった様子で、一言も答えようとはしなかった。否いな──答えられなかった、というのが正しいだろうか。危き険けんな伝でん染せん病びように冒おかされた末期患かん者じやのような呼吸と顔色のまま、犬の威い嚇かくのような声を喉から発し続けている。


　そしてついには──


『お……おぅあぁぁぁぁ……っ!!』


　そう叫さけび、男は尻しりを押さえたまま猛もうスピードで控ひかえ室の方へ飛んでいってしまった。


「…………な」


　駆真は、審判が勝利を告げるまで、ただ呆ぼう然ぜんとそこに浮ういているしか出来なかった。





　　　　　◇





「く……、なんて女なの……ッ」


　槙奈は忌いま々いましげに呻うめきながら廊ろう下かの壁を殴なぐった。ガン、という鈍にぶい音とともに、拳こぶしに痛みが走る。だが彼女は奥おく歯ばをぎしりと嚙かみしめると、それを二発、三発と繰り返した。


　槙奈がここまで不ふ機き嫌げんな理由は一つしかない。いけ好かないあの女──駆真が、槙奈の妨ぼう害がいをものともせず、二回戦を突とつ破ぱしてしまったのである。


「お……落ち着いてください、隊長」


　そう言って槙奈の手を押さえて来たのは、一人の女性騎き士しだった。影かげ井い千ち恵え子こ。槙奈がもっとも信しん頼らいを置く、鳶一小隊の副隊長である。


「落ち着いてなんていられないわよ……！　このままじゃホントにあの女が優ゆう勝しようしちゃうわ……！　アレを飲んでケロッとしてるなんて……どんな胃い袋ぶくろしてんのよ一体！」　


　槙奈が駆真の飲み物に入れたのは、超ちようを三つつけてもいいほど強力な下げ剤ざいであった。処しよ方ほう箋せんがなければ購入できない類たぐいの薬を何種類も混ぜ合わせ、ついでに朝顔の種を投入した特別製である。服用すれば数分で効果が表れ、当分はトイレから出てこられないような代しろ物ものだったはずだ。実際中学校の頃ころいじめっ子に使ったときは、放課後までトイレに籠こもりきり、その後一週間学校に来なかった。


「──くそッ──！」


　叫んで、固めた拳で再び壁を殴る。が、千恵子が長い前まえ髪がみの隙すき間まから、心配そうな視し線せんを送ってきているのに気づき、今度は一発のみで打撃を中断する。


　槙奈は歓かん声せいに沸わき立つ会場の方に足を進めながら口を開いた。もう既すでに、駆真の試合が始まっているはずである。


「……鷹崎の準決勝の相手って、一体誰だれだったかしら……？」


「ええと……麻あさ倉くら行ゆき成なり大たい尉いだったかと」


「聞かない名ね。強いの？」


「確か技術開発局所属の騎士ですので、あまり空戦は得意でないようです」


　千恵子の言葉に、槙奈は片かた眉まゆをはね上げた。


「はあ？　なんだってそんな奴やつが準決勝まで残ってるのよ」


　言いながら関係者以外立入禁止の札を避さけ、会場に出る。そこには、予想外の光景が広がっていた。


　駆真と向き合っているのは、騎士と言うよりもロボットと言った方が相ふ応さわしいような形をしていた。巨きよ大だいな蜘く蛛もといえば分かりやすいだろうか。胴どう部ぶに人間を乗せた多た脚きやく型の機械が、ふよふよと空に浮いている。


「──ご覧らんの通りです。技術開発局の新型だとか。空エ獣アの骨ほねを使っており、四つの基本駆く動どうも備えていますので、一応は天てん駆く機き関かんという括くくりになるようですね」


「ふうん……？」


　平時の槙奈ならば、騎士同士の試合になんてものを持ち出すのだと憤いきどおっていたかも知れないが、今は駆真を倒たおしてくれそうなものならば何でも構わなかった。もし存そん在ざいするのなら、伝説上の魔ま王おうや魔人や神でもよいくらいだ。ロボット程度全然許容範はん囲い内ないである。


「なかなかやりそうじゃない」


「そのようですね。実際、二回戦まで圧勝です」


「へえ」


　唇くちびるを笑みの形にし、槙奈が目を細めた。








「……で、出ましたね、あの蜘蛛の怪かい物ぶつ」


　準決勝第二試合を見ていたアステナが、駆真と対した相手を見て深しん刻こくそうな面おももちで呟つぶやいた。


「ん……そうですね」


　在紗は視線を駆真に注いだまま返した。確かにあの相手を怪物と呼ぶアステナの気持ちは分からないでもない。一応は搭とう乗じよう型がた天駆機関ということになるのだろうか。大きさは足を拡ひろげれば二十メートルくらいにはなるかも知れない。横から見ていると、騎士同士の試合というより、騎士と空エ獣アの空戦のようにすら見える。


　実際観客席の声は在紗とほぼ同意見らしく、駆真を応おう援えんする声が響ひびき渡わたっていた。


「いやー……かなり反則くさいけど、結構強いのよね、あいつ……」


　隣となりで、美須々が唇を歪ゆがめる。確かに彼女の言うとおりだった。ずっと試合を見てきた在紗たちは、あの蜘蛛型天駆機関の凄すさまじい性能をよく知っていたのである。人を超こえた反応速度に、恐おそろしい豪ごう腕わん。駆真とて、無む傷きずで楽勝というわけにはいかないかも知れない。


「……頑がん張ばれ、ねえさま」


　在紗は胸むねの前で手を組み、唇を嚙みしめた。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですよね。カルマ様、大おお怪け我がなんて負わないですよね……？」


　と、隣の席で、アステナが狼ろう狽ばいに満ちた声を絞しぼり出した。──大怪我。その響きに、在紗の身か体らだが一瞬強こわばった。確かにそうだ。武器には緩かん衝しよう材ざいが取り付けられ、致ち命めい的な怪我を負わないように配はい慮りよされているものの、相手はロボットなのである。その無む慈じ悲ひな腕力は緩衝材など関係なく深刻なダメージを対戦相手に与あたえるだろう。実際、二回戦の相手は腕うでの骨を折られてしまっていた。


「……っ」


　嫌いやな想像に冷や汗が流れる。と、そんな在紗の様子に気づいたのだろうか、美須々が在紗の肩かたに手を乗せ、優やさしくさすってきた。次いで、在紗を乗り越こえるように身体を伸ばし、アステナの頭をぱかん、と叩たたく。


「あいたッ!?」


「ちょっと、在紗が不安がるじゃない。止やめてよね」


「あ……」


　アステナは今初めて隣に駆真の親族がいたことに気づいたかのような顔を見せると、申し訳わけなさそうに頭を下げてきた。


「す、すすすいません……ッ！　縁えん起ぎでもないことを……ッ」


「あ……いえ、だ、大丈夫ですから」


　在紗は手を振ふると、再び駆真の方に向き直った。──が、すぐに眉まゆを歪め、困こまったような顔を構築する。


　理由は単たん純じゆんなものだった。いつの間にか最前列の席の前に騎士制服を着た男が現れ、在紗たちの視界を覆おおい隠かくしながら、


「き──汚きたねえぞッ！　騎士同士の試合になんてもの持ち出してきやがるんだ──ッ！」


　と、いやに暑苦しい声を上げていたからだ。


「え……ええと」


　在紗が言い淀よどんでいると、美須々がすっくと立ち上がり、騒さわぐ男の尻しりをぱかんッ！　と蹴けり上げた。


「あ痛ッ!?」


　男は飛び上がり、恨うらみがましい目で美須々の方に振り向いた。


「な……何すんだよ。最近の子こ供どもは乱らん暴ぼうだなあ」


「何すんだよ、はこっちの台せ詞りふ。退どいてよ、試合が見えないじゃない」


　美須々が口を尖とがらせると、男は初めてそのことに気づいたように目を見開き、頭を下げてきた。


「わ、悪い。駆真さんに夢中で気づかなかった」


「……何、お兄さん、カルマさんのファンなわけ？」


「あっはは、そりゃもう」


　自信満々に胸を張る男に、美須々は半眼を作った。


「だったらなおのこと退きなさいな。カルマさんの姪めいっ子に試合見せないつもり？」


「え──!?」


　彼女の言葉に、間の抜ぬけた返事をする男。一いつ拍ぱくおいて、電光石火の勢いで美須々の手を取り、感極まった様子でブンブンと振ってきた。


「き、きききき君、駆真さんの姪めい御ごさんなの……ッ!?　っうわマジで!?　す……すげえ！　すげえ！　あ──俺おれ、松まつ永なが衛えい二じっていうんだけど、あー、めっちゃ感動だよ！」


「ちょ──落ち着いてよ！　なんで姪っ子でそんなに興こう奮ふんするのよ！」


　美須々がたまらず声を張り上げると、男はさも当然と言った具合に爽さわやかな笑みを作った。


「なんでって、そりゃあ、姪御さんってことは駆真さんのきょうだいの娘むすめってことだろ？」


「まあ……そうね」


「するってと、君の何パーセントかは駆真さんと同じ成分で構成されてるわけだもの！　これはもう駆真さんに触ふれていると言っても過言ではないと思うわけだ！」


　美須々は顔を蒼そう白はくにして、手を払はらった。すぐに客席に戻もどり、在紗に耳打ちしてくる。


「……アリサ、気を付けて。こいつ真性の変態よ。カルマさんのストーカーかも」


「はは……そんな、まさか……」


「アリサはいい子すぎ。世の中はもっとダーティーなのよ。……いい？　本当はアリサが姪っ子だってことは言っちゃ駄だ目めよ……？　下へ手たしたら顔とか舐なめられるかも」


「う……うん、分かった」


　在紗は素す直なおにうなずくと、微び細さいな緊きん張ちようを身に纏まとわせながら椅い子すに深く座すわり直した。


　男──松永衛二とやらはまだ駆真の姪に未練があるようで、美須々に熱い視し線せんを送っていたが、競きよう技ぎ場じようで審しん判ぱんが試合開始を宣せん言げんすると、すぐに後ろを向いて観戦に入った。一応は在紗たちの視界を遮さえぎらぬように、身体を低くしている。


　美須々はまだ彼に警けい戒かいの視線を投げていたが、試合中は構ってこないと判断したのだろう、目を駆真の方に移した。


　先に仕掛けたのは蜘く蛛も型天てん駆く機き関かんに乗った騎き士し──麻倉だった。八本ある足をつぼみのように窄すぼませて空に飛び上がると、駆真目がけて上から突とつ撃げきする。


　しかし駆真がそんな単調な攻こう撃げきを黙だまって受けるはずはない。身を捻ひねって紙一重でそれをかわす。──が、その瞬間蜘蛛の足が花はな弁びらのように一いつ斉せいに開かれた。


「────っ」


　息を詰つまらせる在紗。駆真が蜘蛛の足に弾はじかれ、下方へと吹ふき飛ばされたのである。すぐに体勢は立て直したものの、相手に三十ポイントが加算されてしまった。


「やっぱやるわね、あの蜘蛛ロボ」


「うん……」


　美須々の言葉に応こたえるように首しゆ肯こうする在紗。だが……彼女の脳のう裏りには、一回戦のとき感じたような違い和わ感かんが生まれていた。


　──先ほどの攻撃、駆真であれば避けられたのではないか？


　そんな、疑ぎ念ねん。


　確かに蜘蛛型天駆機関の動きは変則的で素早い。駆真でも苦戦するかも知れないと思ったのは噓うそではない。……だが、やはり明らかにおかしいのである。在紗は再び蜘蛛の一撃に吹き飛ばされる駆真を見ながら思った。


「……ねえさま、体調悪いのかな……」


　そうとしか思えないほどに、反応速度が鈍にぶい。動きに精せい彩さいがない。まるで自分から攻撃を食らいに行っている感さえある。


　在紗は空戦が分からない。騎士の動きの善よし悪あしなどどう判断すればよいのか見当すらつかない。だが、この世でたった一人。鷹崎駆真の舞ぶ空くうだけは、誰だれよりも正確に見取ることが出来る。そんな、根こん拠きよのない自信が在紗にはあった。


「……ッ！」


　蜘蛛の足が、駆真の腹はらを捉とらえる。在紗は思わず目を覆った。


　相手の累るい計けいポイントは九十点。もうわずかなヒットさえ許されない。対して駆真のポイントは、未いまだゼロのままだった。


「このヤロー！　汚きたねえぞ！　騎士ならそんなデカブツに頼たよるんじゃねえ！」


　客席前に陣じん取どった衛二が、手を振り上げて叫さけぶ。存ぞん外がいその訴うつたえは観客の賛同を得たようで、彼を中心に駆真へコールが送られた。


　しかし──それで事態が好転するわけでもない。


「え、えとえと、こ、これってかなりマズい状じよう況きようなんじゃ……」


　焦あせった様子でアステナが顔を左右に振ふる。


「……そうかもね。どうする？　もしカルマさんが負けちゃったら、ご機き嫌げん斜ななめで頼たのみ事聞いてくれなくなっちゃうかもよ？」


　不機嫌そうな口調で返したのは美須々だった。アステナはそんな彼女の冗じよう談だんめかした言葉に目を見開くと、大おう仰ぎように肩かたを震ふるわせた。


「こ……困こまります！　カルマ様に見み捨すてられたら我わが国は……ッ！」


　そんなアステナの悲鳴を裂さくように、駆真に向かって蜘蛛の足が振り上げられた。








「──よし」


　幾いく度ど目かの攻撃を受けたあと、派手に吹き飛んで見せながら駆真は小さくうなずいた。


　この相手はなかなかに強敵だ。少なくとも、わざと攻撃を食らってみせても、あまり不自然に思われない程度には。


　さすがに一回戦、二回戦と勝ち抜ぬいてきただけのことはある。確かに少々騎士同士の試合には無ぶ粋すいな代しろ物ものかも知れないが、今の駆真にはそんなことはどうでもよかった。そう、駆真を無理なく打ち倒たおしてくれれば、それでよいのである。


　ほどよい距きよ離りに達してから体勢を立て直す。電光掲けい示じ板ばんには、相手側に九十ポイントの表示が確かく認にんできた。あとは簡かん単たんなヒット一撃で決着だ。


　慣れない訓練用天駆機関を〈浮フロート〉駆動させ、相手に向く。胴どう部ぶのパーツから妙みような電子音が響いていた。廃はい棄き処しよ理り寸すん前ぜんであったものを引っぱり出して、いきなり戦せん闘とうに使用しているのだから無理もないのだが。


　と、蜘蛛型天駆機関がまたも飛び跳はねたかと思うと、足を振り上げて駆真に猛もう進しんしてきた。一気に勝負を決めるつもりなのだろう。


　駆真は腰こしを落として身構えると、攻撃が来るタイミングを計った。すんでのところで横に逃にげる。しかし回かい避ひ運動が間に合わず肩に一撃を食らって試合終了。そういう筋すじ書がきだった。


「────今」


　小さく呟つぶやき、相手の足が振り下ろされる瞬しゆん間かんを狙ねらって天駆機関を駆動させようとする。だが──


「──ッ!?」


　駆真は目を見開いた。


　しかし目の前で今のような状況が起これば、誰であろうと駆真と同じような行動をとっていただろう。それほどまでに予想外の事態が発生したのである。


　誰も考えるまい。いきなり、蜘蛛型天駆機関がバラバラに破は壊かいされるなどとは。


「な──」


　驚おどろいたのは駆真だけではなかった。天駆機関に乗っていた相手も、審しん判ぱんも、会場を埋うめ尽つくした観客も、皆みな一様に目を点にし、崩くずれゆく蜘蛛型天駆機関の残ざん骸がいを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。あれだけうるさかった歓かん声せいが、一瞬聞こえなくなったほどだ。誰もが今起こった事態を理解できず、ポカンとしている。


　しかし。駆真は一つの確信をもって左──在紗の座っている席の方を向いた。


　そこには、駆真の愛しい姪めいと……


　何かをやり遂とげたような晴れやかな顔で親指を立ててくる、レーベンシュアイツの盟めい術じゆつ師しがいた。


「……アステナ──ッ」


　駆真は予想通りのリアクションに血管を浮うき上がらせた。蜘蛛型天駆機関が爆ばく発はつする瞬間、何か光で描えがかれた魔ま法ほう陣じんのようなものが見えたのである。──そう、それはアステナが使う魔導の力、精せい霊れいを集めて『手の平の中の奇き跡せき』を構築する、この世界には存在しない術理によるものであることを示していた。


「……余計なことを……ッ！」


　駆真の刺さすような眼光に対し、何な故ぜかアステナはホッとした様子で手を振ってくる。


　一いつ拍ぱくおいて、観客たちが声を取り戻した。どうやら今の現象は、駆真の目にも留とまらぬ早業と見なされたようだ。割われんばかりの拍手と鼓こ膜まくを震わせる大歓声が会場を包み込んだ。


　次いで、相手の声がインカムを通して聞こえてきた。


『……こ、降こう参さん、します……』


　審判が駆真の勝利を宣せん言げんする。


　ここに、やたら不機嫌顔の騎士の決勝戦進出が決まった。








「……んなッ──」


　槙奈の口から漏もれ出た驚きよう愕がくの化身を咎とがめられる者などこの場にいるまい。何故なら皆似たような顔を作っているのだから。


「ねえ……今何が起こったか分かる……？」


「い、いえ……まったく」


　千恵子に問うも、返ってくるのは予想通りの返事のみだった。


「……まさか鷹崎がやったなんてこと、ないわよね。あいつ、何もしてなかったものね」


「は、はい。確かに。──こ、故こ障しよう……じゃないですかね？」


「……そうよね。故障よね。他ほかに考えられないわよね」


「そ、そうですよ！　はは……」


　言って笑うも、二人の額には微かすかに汗あせが滲にじんでいた。


　しかしながら、どんな理由がありどんな過程を踏ふもうと、鷹崎駆真が決勝に進出してしまったという事実は覆くつがえしようがない。槙奈は頰ほおの筋きん肉にくをぴくつかせながら腰こし元もとのポーチを探さぐった。このままでは本当に、あの女が蒼穹園武会優ゆう勝しようという栄えい誉よを摑つかんでしまうやも知れない。それだけは何としても避さけたかった。


「……もうこうなったら最後の手しゆ段だんよ。蒼穹園武会ごとぶっ潰つぶしてやる……ッ」


　言って、ポーチの中に収められていた眼め鏡がねケースから分厚い眼鏡を取り出すと、両手でゆっくりと顔に装そう着ちやくした。


「隊長……？　一体何を──!?」


　不ふ穏おんな空気を感じ取ったのだろう、千恵子が、微かに足を後ろにずらしながら尋たずねてくる。


「千恵子……あんたは逃にげてなさい。危き険けんよ」


　槙奈はそう言うと、もう一度ポーチの中に手を差し入れた。そしてそこから、彼女の最終兵器を取り出す。使いようによれば、大量殺さつ戮りく兵器にもなってしまうであろうそれを。


「そ、それは……」


　千恵子が動どう揺ように震えた声を出す。


　槙奈が取り出したのは、一いつ冊さつの本であった。表紙はよれ、あちこち汚よごれているが、それがその本の禍まが々まがしさを一いつ層そう際だてている。


　千恵子が辿たど々たどしく、その本の題を読んでいく。


「……完全……呪のろいマニュアル……？」


　槙奈は重い調子で首しゆ肯こうした。


「…………なんですか、それ」


「読んで字の如ごとくよ。ありとあらゆる呪いの方法を記した書物……使い方を間ま違ちがえれば大変なことになるでしょうけど……私はあえて、それをやるわ」


「……は、はあ……」


　千恵子は頰ほおに汗を滲ませながら、眉まゆを八の字に歪ゆがめた。


「ええと、失礼ですけど……それ、本当に効くんですか？」


「当たり前でしょ。私がこの本に出会ったのは中学校のときよ。そう、あのときは学校に行くのが嫌いやで嫌で……」


「……過去にどんな暗い思い出があるんですか」


　槙奈はハッと目を見開くと、何かを誤ご魔ま化かすように手をブンブンと振った。


「と、とにかく！　これは本物よ！　今からこの会場にとんでもない災さい厄やくを呼よんで、決勝戦をぶち壊こわしてやるんだから！」


　槙奈は叫さけぶと、鬼き気き迫る調子で本を捲めくり始めた。


「ええと……そうね、これがいいわ。『とにかく物もの凄すごい災厄を呼ぶ呪い』。さすがに昔は怖こわくて使えなかったけど、今はもうなりふり構ってらんないもの」


「……随ずい分ぶんと漠ばく然ぜんとしてません？　それ」


「うるさいわね。私の秘ひ密みつ兵器にケチつけようっての？　丸めたアルミホイルを奥おく歯ばで思い切り嚙かんじゃう呪いとかかけるわよ」


「いえ……そんなわけでは。て、ていうかなんでそっちはそんなに具体的なんですか？　地味にかかりそうで怖こわいんですけど……」


　頰に汗を垂たらしながら言ってくる千恵子を無む視しし、文面を熟じゆく読どくしていく槙奈。


　しかし、すぐに顔を上げると、千恵子に向かって少し困こまったような表情を作った。


「……ねえ、鶏にわとりの死体と豚ぶたの生き血って今手に入るかしら？」





　　　　　◇





　本部庁ちよう舎しやの薄うす暗ぐらい会議室の扉とびらが開き、見知った女性が入ってくるのを目の端はしで捉とらえ、佐さ間ま岡おかは小さく片手を挙あげた。


　女はまっすぐ佐間岡のもとに歩いてくると、敬けい礼れいしてから手を後ろに回す。そんな完かん璧ぺきな所作に苦笑しながら、彼は居い並ならんだ幹部たちには聞こえぬように口を開いた。


「御ご苦く労ろう。助かったよ」


「いえ、間に合って幸いでした」


　彼の優ゆう秀しゆうな副官は自分の仕事を誇ほこることもなくそう言った。


　だが実際、彼女の功績は大きい。彼女が即そく座ざに放送係に連絡を取り、駆真のインカムの回線を切るよう指示を出さなければ、駆真は一回戦棄き権けんという不ふ名めい誉よ極まりない結果を残していたかも知れないのである。


　と、モニタに目をやっていた少しよう将しようは、小さく呻うなるような声を発した。


「……いかが致いたしましたか、少将」


　隣となりに控ひかえた副官が訊きいてくる。彼は「ああ」と言うと、壁かべに設しつらえられたモニタの一つを注ちゆう視しした。それは試合を映うつしているものではない。観客席の一角に向いたカメラの映えい像ぞうだった。そこに、とある人物の姿すがたが映っていたのである。


「……もしかしたら──面おも白しろいものが見られるかも知れんな」


「──は？」


「いや、気にするな。大したことじゃあない」


「は、はあ……」


　戸と惑まどうような副官の声を耳に、彼は目を細めた。


　その、真っ白い少女を眺ながめるようにして。





　　　　　◇





「……随分と不ふ機き嫌げんそうですね」


　選手控え室と会場の間の廊ろう下かでそう言ってきたのは、決勝戦の対戦相手であった。装そう着ちやく型天てん駆く機き関かんを身に纏まとい、二本の剣けんを携たずさえた長身の男である。


「……そう見えますか」


　階級章からして相手の階級は大たい尉いである。駆真は一応敬語でそう答えた。


「ええ、とても。……準決勝、相手が故こ障しようしてしまったのがご不満ですか？」


「…………まったくその通りです」


　駆真は適当に、しかし正直に答え、マーケルハウツの踵かかとを床ゆかに当てた。


　そう、彼女は今、その手足に普ふ段だん通りマーケルハウツ式天駆機関を装着していた。先ほどまで使っていた訓練用天駆機関は、準決勝が終わると同時に、制せい御ぎよ系に不具合を起こしてしまったのである。


「ご安心を。僕ぼくは、強いですよ」


「……それは頼たのもしい限りですね。出来るだけ早く決着をつけてください」


「無む論ろん、そのつもりです」


　その返答を、駆真なりの皮肉と受け取ったのだろうか、男は細い目をさらに細めるようにして返してきた。


　そしてその会話を最後に、二人は会場へと足を踏ふみ出した。


　蒼穹園武会・決勝戦。当然ながら会場のボルテージは最さい高こう潮ちように達している。鼓こ膜まくに痛いたみを感じる騒そう音おんの中、駆真と男は天駆機関を〈浮フロート〉駆動させ、会場の中央へと向かっていった。


『さあ、蒼穹園武会もついに決勝戦となりました！　勝ち残ったのは以下の二名！　一人は言わずと知れた我われらが天使！　麗うるわしの〈魔ま女じよ〉鷹崎駆真少しよう尉いであります！』


　その紹しよう介かいとともに、黄色い悲鳴が辺りから響ひびき渡わたる。


『そして対するは、北都・縁えん丞じよう基地の業わざ師し、〈剣けん聖せい〉真さな田だ宗そう一いち郎ろう！　一回戦から圧あつ倒とう的な強さを見せつける注目株かぶですッ！』


　そうして双そう方ほうが所定の位置につき、構えをとったところで、審しん判ぱんが手を振ふり下ろした。


『それでは決勝戦──試合開始！』


　その言葉を聞くが早いか、真田が身か体らだを沈しずませ、刹せつ那なの間に駆真との距きよ離りを詰つめてくる。双剣を逆さか手てに構え、身体を回転させるようにして一いち撃げき、二撃。駆真がそれを脚きやく部ぶで凌しのぎきると、今度は身体を跳はね上げて上方から刀身を叩たたきつけてきた。


「──っ」


　駆真はそれを反はん射しや的に両手の甲で受け流し、後方へ飛び退のいた。


「迅はやい」


　素直に、そう言う。確かに決勝進出者だけあって、そのスピードは駆真ですら目を瞠みはるものがあった。だが……


「……軽い」


　駆真は、半眼を作ってそう呟つぶやいた。そう、幾いく度どか剣を受けてみて分かったのだが、彼の攻こう撃げきには、手足の芯しんを痺しびれさせるような威い力りよくがなかったのである。


　無論、真田には聞こえていまい。彼は即そく座ざに駆真のもとに猛もう進しんし、上下左右から連続して斬ざん撃げきを放ってきた。


「ち──」


　しかし幾度攻撃を捌さばいても、やはり手足には何の痛つう痒ようも残らなかった。次第に、駆真の中に確信めいたものが生まれてくる。間違いない。彼は、駆真の出方を見るためにあえて剣の威力を落としているのだ。


　駆真は一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて真田の間合いから離り脱だつすると、挑ちよう発はつするように彼を指さした。


「何な故ぜ手加減をするのですか。──私程度では本気を出すまでもないと？」


　さすがにあれほど軽い攻撃だと、派手にヒットしてみせることが困こん難なんである。細かい点数を稼かせいで敗北することも確かに可能であったが、駆真としては一撃クリティカルヒットを貰もらって、手っ取り早く決着をつけたいところであったのだ。


　真田は肩かたをすくめると、細い目をさらに細めて見せた。


『ばれました？』


「それはそうでしょう。明らかに剣に重量がなさすぎる」


『いやあ、今までの試合を見る限かぎり、あなたも随ずい分ぶん手を抜ぬいていらっしゃるようでしたので。私だけ最初から飛ばすのも大人げないかなあと』


「……お気き遣づかいは無用です」


『そうですか？　それでは……』


　言うと真田は双剣を逆手に持ち、独どく特とくの構かまえを取った。


　刹那──彼を包み込む空気が、ピンと張はりつめる。


「────」


　なるほど、明らかに、違ちがう。駆真は素す直なおに感かん嘆たんの息を吐はいた。まだ直ちよく接せつ撃ち合ったわけでもないというのに、彼の剣けん圧あつが知れるような錯さつ覚かく。──この男、本当に、強い。


『では、少し本気で行きます。ちゃんと捌いてくださいよ？』


　駆真に期待をかけるように、真田が言う。


　だが、彼が空を蹴けろうとしたそのとき。


「──何？」


　駆真は怪け訝げんそうな顔を作って会場を見回した。


　とはいえそれも仕方あるまい。何しろ何の前まえ触ぶれもなく、会場内に空エ獣ア警けい戒かいの警報が鳴り響いたのだから。


「これは……」


『……警報、ですね』


　対戦相手──真田が駆真の独り言に答えるように声を発し、顔を上に向けた。


　それは空エ獣アの有無を確かく認にんしようという行こう為いではないだろう。駆真は目線を変えぬままそう思った。──そう、この警報が誤ご報ほうということはまずあり得まい。何故なら、彼女の視界には今、一瞬前まで存そん在ざいしなかった幾つもの巨きよ大だいな影かげが現れていたのだから。


　一いつ拍ぱく置いてから、駆真も目を上空に向ける。空エ獣アの等級と、詳くわしい数を見取るために。


『……ほう。これは珍めずらしい。騎士団本部の上空に、これほどの数の空エ獣アが現れるとは』


　冷静な声こわ音ねで、真田が言う。確かにその通りであった。別に本部上空に空エ獣アが近づきづらいというわけではない。本部上空は警戒が厳きびしいので、空エ獣ア群ぐんが発見された場合は、かなり高度の高い位置で掃そう討とうしてしまうからである。


　故に──通常であれば考えられなかった。


　一目見ただけでは数が把は握あくしきれないほどのワイバーン級空エ獣アが、その姿すがたをまともに目視出来る低空に現れることなど。


　と、警報を耳にした観客たちが上空を見上げたのだろう、一瞬前とは毛色の異ことなる騒そう音おんが、会場に響き渡った。空気を裂さくような悲鳴と、夥おびただしい数の人間が一いつ斉せいに客席を立ち上がり、逃にげようとする音。それと、時間を追うごとに増えていく怒ど号ごう。


　そんな音の嵐あらしが吹ふき荒あれる中、真田がまたも声を発した。


『いや……本部云うん々ぬん関係なく、こんなにも地表に近づくまで警報が鳴らないなんて異常ですね。レーダーが作動していなかったんでしょうか』


「……恐らく、メテオストライクかと」


『ああ、なるほど、それならば考えられなくもありませんね』


　メテオストライクとは、空中にいる空エ獣ア群がひとかたまりに密みつ集しゆうし、地表近くに一気に飛来する現象である。滅めつ多たに起こることではないのだが、ひとたび飛来してしまうと、その異常な降こう下か速度ゆえ、警報が追いつかないのである。


『まあ、それにしても異常ですね。一つの塊かたまりを成す空エ獣アの平均個体数は、多くとも五十くらいだったと記き憶おくしていますが』


「……確かに」


　と、そのとき、インカムに真田以外の音声が入り込んできた。


『──蒼穹園騎士団実戦要員各位に通達。騎士団本部第一演習場上空に、多数の空エ獣アが出現しました。各隊の指し揮き官の指示の下もと、至し急きゆう掃討に当たってください』


　どうやら管制室からの通達らしい。駆真は心底鬱うつ陶とうしげに眉まゆを歪ゆがめた。それはそうだ。ただでさえ予定よりも時間がかかっているというのに、目算で数百体の空エ獣アを倒たおさねばならないとは……


『各隊ごとに動かせるとは、なかなか珍しいですね』


　確かに彼の言うとおりではあった。すでに空エ獣アと接せつ触しよくしている乱らん戦せん状態ならまだしも、未いまだほとんどの空エ獣アが、低空とはいえ空にいるのである。全体に命令を通すことも可能だと思うのだが。


『しかし、残念でしたね。決着をつけることが叶かなわなくて』


「……そうですね」


　真田は駆真の返事を聞くなり、双そう剣けんの刃やいばから緩かん衝しよう材ざいを取り除のぞき、逆手に構えて単騎で上空の空エ獣ア群へ飛んでいった。


「…………」


　駆真の頭の中に一いつ瞬しゆん、この機に乗じて逃にげてしまおうかという考えが過よぎる。この混乱具合ならば、駆真一人いなくなっても気づかれないかも知れない。


　だが──駆真は思い直し、観客席の方に視線をやると、マーケルハウツを駆動させて一瞬で距離を詰めた。


　防ぼう護ご壁へきで隔へだてられた広い観客席は、後方の出入り口付近にのみ異常に人が集まり、前列にいくほどがらんとしていた。だがその最前列に四人、少女たちが残っていたのである。


　駆真の姪めい・鷹崎在紗と、その親友の橙堂美須々。それと蒼穹園ではあまり見かけない風ふう貌ぼうの人物が二人である。


　とはいえ、防護壁越ごしでは声は通らない、駆真はポーチから携けい帯たい電話を取り出すと、発信履り歴れきから在紗の番号を選んで電話をかけた。


『……はい、もしもし。ねえさま？』


「うん、私。大だい丈じよう夫ぶ、在紗。怖こわくない？」


『ん……平気』


　健けな気げで気き丈じようなその声に、駆真はうっとりとした表情を作りながら続けた。


「在紗は強い子だね。……みんなは避ひ難なんしてるかも知れないけど、在紗は少しそこで待っててね。ここは防護壁もしっかりしてるし、空エ獣アが集中して狙いにでも来ない限りは安全よ。それよりも避難するお客さんの波の方が危あぶないから」


『うん、分かった……』


「ん、ちょっとだけ待っててね。すぐに終わらせてくるから。……あと、そこにアステナとウタ、いるでしょ。どっちでもいいから代わってもらえるかな」


『うん』


　在紗はうなずくと、隣となりに座すわっていたアステナに携帯電話を手て渡わたした。アステナは電話をどう使うかが分からないようだったが、在紗が耳元にあてるよう教えるような仕草を見せたあと、辿たど々たどしい声音が聞こえてきた。


『え……ええと、カルマ様……？』


「アステナか」


『うひあッ！　しゃ、喋しやべった！　ホントに喋りましたよ、この箱！』


　駆真は鬱陶しげに舌打ちすると、静かにしろと言ってからあとを続けた。


「おまえとウタが何な故ぜ在紗と一いつ緒しよにこんなところにいるのかは、今は問わん。──そこにいる二人を守れ。おまえらの命にかえてもだ。わかったか」


『え──ちょ、カルマ様……ッ？』


　駆真はアステナの返事など聞かずに携帯電話の通話を切ると、強化樹じゆ脂し製せいの防護壁越しに在紗に微ほほ笑えみかけると、もう少しそこで待っていて、と手で示した。


　在紗が小さくうなずくのを見て、駆真は顔を上空に向けた。








「な……な……な……」


「こ、これは……」


　蒼穹園武会の会場裏うらで、地面に描えがいた魔ま法ほう陣じんのようなものの中心に膝ひざをつき、妖あやしげな呪じゆ文もんを唱えていた槙奈と、それを後ろで見つめていた千恵子が、狼ろう狽ばいに震ふるえた声を絞しぼり出した。


　何しろ、いきなり空エ獣ア警けい戒かい警報が鳴り響いたかと思うと、次の瞬間には、ざっと見て三百を超える大型の空エ獣アが、会場上空に現れていたのである。


　槙奈は手にしていたフライドチキンを地面に落とし、油まみれの手で頰ほおをかきながら苦笑した。


「ちょ、ちょっとやりすぎちゃったかな……？」


「あれ隊長の呪のろいが原因なんですか!?」


「そりゃそうでしょう！　タイミング的に考えて！」


「で……でもフライドチキンとスッポンの生き血で発動するようなものなんですか!?」


「現に起きてるじゃないの！『とにかく物もの凄すごい災さい厄やく』！」


「コストに対して効果大きすぎません!?」


「呪いにしてみりゃ似たようなもんなのよ！　昔『左ひだり頰ほおに一生消えない火やけ傷どを負う呪い』をかけたときも、イモリの黒焼きが手に入らなかったからトカゲの尻しつ尾ぽで代用したもの！」


「な、なんですかそのエグい呪い……成功したんですか？」


「いや、火傷は負わなかったけど」


「ほら、じゃあやっぱり……」


「そいつの家が不ふ審しん火びで全焼したわね」


「………………」


　千恵子は無言で、額に汗あせを滲にじませた。


　しかしこれで蒼穹園武会が中止になるのは間違いあるまい。槙奈は不ふ謹きん慎しんにも少し嬉うれしそうな顔をしてハンカチで手を拭ぬぐった。


「──とにかく、ここからは騎き士しの仕事よ。武会をぶちこわしてくれたのには感謝してるけど、後あと処しよ理りはきちんとしなきゃね」


　槙奈はそう言うと、分厚いレンズの眼め鏡がねを外し、上空を眺ながめた。


「鳶一小隊を全員集めなさい。あれだけの数のワイバーン級なんてそうそうお目にかかれるもんじゃないわ。……狩かるわよ。鷹崎小隊に負けたら承知しないんだから」


「はッ！」








　ワイバーン級と呼よばれるそれは、空エ獣アの中でも大型とされている。


　岩のように硬こう質しつな皮ひ膚ふ組織は生半可な攻撃など通さない。長い首に尾、巨きよ大だいな羽を持つその姿すがたは、おとぎ話に出てくるドラゴンのようであった。


　体長は三十メートルから、大きい個体になると五十メートルを超える。ハーピー級やガーゴイル級のような小型種などとは生物としての格が違った。


　そんな怪かい物ぶつが数百体と空に現れたのだから、人々の混こん乱らんは推おして知るべしだ。空エ獣アが徐じよ々じよに高度を下げていくにつれて日ひ陰かげの多くなっていく観客席には、未いまだ多くの人間たちが、悲鳴を上げながらわだかまっていた。本部の騎士たちが避ひ難なんの誘ゆう導どうをしているのだが、如何いかんせん人数が多すぎる。混乱は収まるどころか一いつ層そう勢いを増し、第一演習場を包み込こんだ。


『──あははー、あたしたちも信用ないですねー』


　呑のん気きな笑い声を上げながら言ったのは、バゼット式天てん駆く機き関かんに跨またがり、空中に静止したサキだった。


『ま……仕方ないでしょ。普ふ通つうの人はワイバーン級なんて大型種滅めつ多たに見ないでしょうし』


　言って、隣となりに浮ういていたかほるが腕うで組ぐみする。


　蒼穹園武会会場の上空には今、駆真をはじめとする隊員たちが、五人全員集まっていた。駆真、三谷原、サキ、かほる、美み栄はえという順で円を作り、駆真の指示を待っている。


　まだほとんどのワイバーン級空エ獣アは上空にわだかまっているのだが、気の早い数体は急速に高度を下げてきている。まずはそういった、群むれから抜ぬけ出した空エ獣アを狩かるのが先決であろう。実際、地表近くに降こう下かしてきた空エ獣アは、数名の騎士に囲まれ、遠えん雷らいのような咆ほう吼こうを轟とどろかせている。


　ワイバーン級は空エ獣アの基本等級の中では最大の大きさを誇ほこる。通常の任務であれば、一体を狩るのに最低でも一つの小隊を動員するのが普通である。そんな怪物が密みつ集しゆうしている空へ率先して飛び込んでいこうというのは、勇気ある行動というより愚ぐ行こうであった。


　だが──


「飛び込むぞ」


　駆真は、こともなげにそう言った。


　小隊員たちは一瞬了りよう解かいを示そうとしたのだが、一いつ斉せいに命令を聞き返してくる。駆真は鼻から息を吐はき、空を指さしてもう一度言った。


「今から、空エ獣ア群の中に突入する」


『な……何故ですか？』


　眉を困こん惑わくの形にし、美栄が尋たずねてくる。駆真は軽く首を上に向けながら答えた。


「確かに群れから出てきた空エ獣アから順に狩っていくのが定石だろう。だが、それでは時間がかかりすぎる」


『え、えーと……時間かかっちゃ、駄だ目めなんですか……？』


「当然だ」


『す……すいません──ッ』


　有無を言わさぬ駆真の調子に、美栄は口をつぐんだ。


　とはいえ、彼女の指摘ももっともなのである。確かに騎士たちの体力や気力の問題は出てくるだろうが、今のような場合、時間をかける戦術は決して悪くはない。


　だが、駆真としてはそうもいかなかった。ちまちまとはぐれ者を狩っていただけでは日が暮くれてしまう。──否いな、最悪この空エ獣ア群がここにとどまり続けた場合、数日かけての掃そう討とう作戦となってしまう可能性だってあったのである。そうなっては誕たん生じよう会かいどころではない。


　それに、あくまで可能性ではあるが、駆真には懸けん案あん事じ項こうがあった。


「──今はまだ比ひ較かく的大お人となしいが、あの空エ獣ア群が一斉に地表に降下してくる可能性があることも忘わすれてはならない。そうなれば恐おそろしい被害が出るのは免まぬがれまい。今のうちに、奴やつらを上空に釘くぎづけしておいた方がいいだろう」


　そう、あれだけのワイバーン級が全すべて降下を開始したのなら、さすがに駆真もどうしようもない。今観客席には在紗がいるのだ。地上を危き険けんに晒さらすことは出来なかった。


　駆真の言葉に、小隊女性陣じんがなるほどとうなずく。三谷原だけが、「うまく言いくるめたな」と苦笑していた。


「──鉤かぎ野の、鎧よろい塚づかは私に続け。手近な空エ獣アに一撃食らわせたら一いつ旦たん上空に離り脱だつする。群れの中にとどまるな。出来るだけ全ての空エ獣アを視し界かいに収めるようにしろ」


『了解！』


「三谷原、錐きり本もとは──」


『あ……あの、少しよう尉い』


　駆真の言葉の途と中ちゆうで、美栄が遠えん慮りよがちに声をかけてきた。駆真は首は動かさぬまま目だけをやり「なんだ？」と問うた。


『お、お話し中すいません……でも、何か変じゃありませんか……？』


「……変？　何がだ」


『あの……』


　美栄は言いながら、上空の空エ獣ア群に目をやった。駆真と、他の隊員もそれにつられるように顔を上げる。


　別に先ほどと変わった様子はない。しかし美栄は眉まゆをひそめると、


『何て言えばいいのか分からないんですけど……いつもの空エ獣アと様子が違う気がするんです。地上の様子を窺うかがってるのは普通なんですけど……その、あんなに数がいるのに、全部同じ方向に注意がいってるっていうか……』


　いつもはあまり自分から発言をしない美栄が訴うつたえかけてくるのを見て、駆真はあごの辺りに手をやった。


「同じ方向というと？」


『はっきりとは分からないんですが……会場のどこかかと』


「……ふむ」


　錐本美栄は凡ぼん庸ような娘むすめである。かほるやサキのように空戦技術や操そう縦じゆう技能に秀ひいでているわけでもなければ、三谷原のように天才的な狙そ撃げきの腕うでを持っているわけでもない。


　そんな彼女が駆真に認みとめられ、鷹崎小隊に所属している理由──それが、その頭と目の良さであった。


　天てん稟ぴんとも言うべき空間把は握あく能力と視野の広さは、駆真をして指し揮き官の才を覗のぞかせると言わしめるほどである。特に空エ獣アの動きを見取り、その行動を予測することに関しては、騎き士し団だんでも並ぶ者がいないほどであった。……その遠慮がちな性格のせいで、あまり思ったことを口に出さないのが難なん点てんではあるのだが。


　だからこそ、駆真は考え込んだのである。そんな美栄が駆真の言葉を遮さえぎってまで伝えてきたのだ。異変を感じるという言葉に偽いつわりや間ま違ちがいはないだろう。


　だが今、在紗のもとにはアステナとウタがいた。


　盟めい術じゆつ師しと魔ま人じん。鬱うつ陶とうしいことこの上ない二人ではあるが、ボディガードとして考えるのならば、駆真が知る人物の中でも最高レベルのコンビである。


「……会場の方は心配あるまい。あそこには腕に覚えのある者がいる。先ほど言ったとおりに行くぞ。三谷原、錐本は群れの外がい縁えん部ぶから回り込んで援えん護ごを頼たのむ。──回り込む分少し距きよ離りが離はなれるが……三谷原、可能だな？」


『やれと言われれば』


「やれ」


『へいへい』


　三谷原はいつもの如ごとく覇は気きのない返事をしながら、肩かたに手をやって首を左右に倒たおした。


「錐本、何か空エ獣ア群の動向に変化があったら、どんな些さ細さいなことでも構わん、すぐに教えろ」


『は──はいッ』


　言いながら、錐本が姿し勢せいを正す。駆真は満足げにうなずくと、かほるとサキに「続け」と言ってから、天てん駆く機き関かんを〈翔ソア〉駆動させた。


　真まっ直すぐ上空──恐おそろしい数のワイバーン級空エ獣アが密集する空間を目指し、身体を地面から垂すい直ちよくに伸のばして猛もう進しんする。そしてどんどん高度を上じよう昇しようさせつつも、眼球運動で空エ獣アの数が少ない箇か所しよを探さぐっていった。


「──よし」


　下方から猛スピードで突進してくる駆真に、数体のワイバーン級が気づいたようだ。大きなあごを目め一いつ杯ぱい開き、それぞれが刃は物もののように鋭するどい牙きばを見せて、雷らい鳴めいのような吼ほえ声を響ひびかせてくる。


　しかし駆真にとってそんな威い嚇かくなど慣れたものである。身を捻ひねってワイバーン級の牙をかわすと、すれ違ちがい様ざまに蹴けりを一発頭部に残して、群れの上空に抜ぬけていった。


　とはいえさすがに大型種。頭とう骨こつの硬こう度ども小型種のそれとは比べものにならない。駆真の脚きやく蹴しゆうを受けた空エ獣アは大たい層そう苦しげに身をよじっていたが、頭部はまだ形を保っていた。


　だがそこに、二撃目が加えられる。駆真より少し遅おくれてやってきたかほるが、バゼット式のハンドルを器用に切りながら、片手でフレイルのようなものを振ふり回し、その空エ獣アの頭に追撃を加える。


　そして次の瞬間サキの駆かるバゼット式がワイバーン級の横を通り過ぎたかと思うと、その空エ獣アの首が綺き麗れいに空に飛んだ。


　サキのバゼット式の両サイドには、開閉式の鋭えい利りなウイングが取り付けられており、スピードと角度次第では、このように対象を切断することも可能なのだ。


『ナーイスコンビネーショーン！』


　群れを抜け、駆真のいる空くう域いきまで追いついてきたサキがガッツポーズを取る。


『こら、油断しないの。こっちに気づいたみたいよ』


　はしゃぐサキを窘たしなめるようにかほるが言う。確かに、仲間が──しかも群れを離れたわけでもない個体がいとも容た易やすくやられてしまったことで、空エ獣アの間に駆真たちへの警けい戒かい心が伝でん播ぱしていったような感があった。今まで下を向いていた幾いく体たいもの空エ獣アが一斉に上空を向き、仲間を殺された恨うらみや、これから自分が殺されるやも知れない戦せん慄りつを乗せるように、凄すさまじい音量の咆ほう吼こうを上げた。


『うはー、すっごい声。これ武会の歓かん声せいよりうるさいかもー』


『だからサキ、あんたは……』


「──来るぞ。背はい後ごに敵を入れないよう注意しろ」


　駆真が言った瞬しゆん間かん、十体ほどの空エ獣アが、彼女らの元へ高速で飛行してきた。駆真が正面、かほるとサキが左右に展てん開かいする。


「────ッ」


　駆真はほぼ同時に首を伸ばしてくる三体の空エ獣アの攻こう撃げきを巧たくみな飛行でかわすと、その内の一体の頭に回し蹴りを見み舞まった。そのまま両手を〈停ステイ〉で空中に固定。それを軸じくとして足を回転させ、連続で蹴りを叩たたき込こむ。


　四発目で、重い手て応ごたえが生まれた。恐らく首の骨ほねが折れたのだろう。空エ獣アは顔を妙みような方向に向けたまま動かなくなり、その巨きよ体たいを空中に横たえた。


　いつもの掃そう討とう作戦であればそのまま次の獲え物ものを倒しに天駆機関を駆動させるところなのだが、駆真は即そく座ざに後方に飛び退のいた。その一瞬後、彼女のいた場所を別の空エ獣アの尾が凄まじい勢いで通過していった。


「────ふん」


　鼻を鳴らし、上空へ離り脱だつ。そう、駆真ですら一撃では仕留められないワイバーン級をこれほどの数相手取る場合、強引に群むれを潰つぶそうとするとすぐに囲まれ、退路を塞ふさがれてしまうのだ。面めん倒どうなことこの上ないが、一匹ぴきずつ確実に仕留めていくのがもっとも効率的なのである。


　それはかほるもサキも承知しているようだった。双そう方ほう一体ずつ空エ獣アを倒したあとは、すぐに駆真と同じように上空へ逃げていた。サキの方をしつこく追いすがる空エ獣アが一体いたが──途と中ちゆうで、パン、とその目が弾はじける。こんな芸当が出来る人間はそういない。どうやら三谷原が回り込みに成功したようだ。


「……よし」


　駆真は小さくうなずいた。三谷原というサポートがつけば、もっと思い切った戦せん闘とうが可能になる。


　さらに、流れは駆真たちの方に向いていた。群れの上空に抜けた駆真たち鷹崎小隊を見てか、後続の騎き士したちが何人も急上昇してきたのである。


　そう。如い何かにワイバーン級の数が多かろうと、ここにいる騎士の数に敵かなうはずはないのだ。何な故ぜならここは蒼穹園騎士団中央都本部。加えるのならば、年に一度の蒼穹園武会開催日。今ここには、蒼穹園最高戦力の粋すいが集まっているといっても過言ではないのである。


「──これならば、案外」


　早く掃討を終えることが出来るかも知れない。駆真は乾かわいた唇くちびるを舐なめた。


　空に上がってきた騎士たちは、数人から十数人のグループで一体のワイバーン級を囲い込み、撃破するという定石通りの戦術を行っていたが、騎士の数はどんどん増えていくのである。その慎しん重ちような方法でも、十分に効果は挙あげられていた。


　と、駆真が次なる空エ獣アを狩かるため空を蹴ろうとした刹せつ那な。


「──ん？」


　目の端はしに空エ獣アの血がしぶくのが見え、次いでインカムに甲かん高だかい声が響いてきた。


『あーら奇き遇ぐうね、鷹崎。あんたのとこの小隊は何体倒したのかしら？』


　いつの間にか、鳶一槙奈が血に濡ぬれた〈デウス・イクス〉を構え、駆真の隣となりに飛んできていた。駆真はそちらを一いち瞥べつすると、面倒そうに返す。


「まだ全員で五体といったところだ」


『…………む』


　すると槙奈は途と端たん不ふ機き嫌げん顔になり、駆真に指をビシッと突きつけると、


『い、いい気になるんじゃないわよ！』


　と叫さけんで一際空エ獣アが密みつ集しゆうしたエリアに飛んでいってしまった。どうやら撃げき墜つい数が鷹崎小隊に及およばなかったのが悔くやしかったらしい。


　だが駆真と張り合うとすぐに熱くなるのは槙奈の悪い癖くせだった。一体目の首を刎はねるまではよかったのだが、その後も群れから離脱しようとせず突っ込んでいったものだから、あっという間にワイバーン級に囲まれてしまった。


「──ち」


　駆真は苛いら立だたしげに舌打ちすると、脚あしで目の前の空エ獣アの首を払はらって道を作ると、群れに飛び込み、空エ獣アの層そうに囲まれた槙奈の手を取ってその身か体らだを引っぱり出した。


『──わッ』


「落ち着け、鳶一」


『い……言われなくたって分かってるわよッ！』


　駆真に助けられたのがさぞ恥はずかしいのだろう、槙奈は頰ほおを真っ赤に染そめると、顔を背そむけて天てん駆く機き関かんを〈翔ソア〉駆動させた。


　と。


『少しよう尉い！　少尉！』


「──っ？」


　槙奈の背せが豆粒ほどの大きさになった頃ころ、インカムから、少し慌あわてた様子の美栄の声が響ひびいてきた。駆真は油断なく周囲に注意を払いながら答えた。


「何かあったか、錐本」


『は……はい！　空エ獣アたちの焦しよう点てんが徐じよ々じよにはっきりしてきてます。多分……観客席の北部分──まだ逃にげ遅おくれている人がたくさんいるエリアです！』


「────な」


　空エ獣アが餌えさを求めて地上に降おりてくる以上、餌となりうる人間が密集している場所を狙ねらうのは自然である。しかし、駆真はその言葉を聞いた瞬間心しん臓ぞうが跳ねるのを感じた。


　会場北の観客席。そこには、在紗がいるはずなのである。


『何か……嫌いやな感じがします。空エ獣アたちが焦あせっているというか……あッ──！』


「──何だ、どうした」


『え……空エ獣アが、降こう下かを開始しましたッ！　数は一、二……十？　三十!?　ええと……数え切れませんッ……！』


「────」


　駆真は戦せん慄りつに目を見開き、下方にわだかまる空エ獣ア群ぐんを見やった。幾いく層そうにも空エ獣アが折り重なっているので分かりづらいが、確かに下の方にいる空エ獣アの姿すがたが小さくなっているような感じがした。


「くそ──ッ！」


　駆真は即そく座ざに進行方向を真下に直すと、マーケルハウツを〈翔ソア〉にセットし、空を蹴けった。


　だがその瞬しゆん間かん、群れの上の方に浮うかんでいた、特に大きなワイバーン級が、幾体も駆真に牙きばを剝むいてきた。


「く──この──っ！」


　駆真は苦々しく呻うめいて、その内の一体のあごを蹴り砕くだいた。だが、未いまだ進行方向は夥おびただしい数のワイバーン級で覆おおわれている。


「邪じや魔まだ、退どけ──ッ!!」








「う……ぁっ──！」


「な、なによコレ、どうなってんの──ッ！」


　在紗と美須々は腕うでで顔を覆うような格かつ好こうで悲鳴を上げた。


　蒼穹園武会会場、北観客席。ちょうど彼女らがいるエリアの上空に、何な故ぜか巨きよ大だいな空エ獣アが密集して押おし寄せてきたのである。有り体ていに言って、異常であった。防ぼう護ご壁へき越ごしに見える空には無数の空エ獣アがいるものの、それらの半数以上が在紗たちのいる席へ向かってきていたのである。


　ちなみに先ほどまでいた松永衛二とやらは、警けい報ほうが鳴るなり真っ先にどこかへ走り去ってしまっていた。


「うハア、トカゲのお化ケがいっパいデスねエ」


　ウタは呑のん気きに言うと、帽ぼう子しを脱ぬいで後頭部からケーブルを幾本も生やし、その先せん端たんについた眼球で辺りを見回した。


「な、なな何でこっちにばかり向かってくるんでしょう。わ、私は美お味いしくないですよぅ」


　アステナの方はといえば、足を震ふるわせ肩をすぼめ、情けない声を上げているが、一応は在紗と美須々を守るように椅い子すの前に立っている。空エ獣アが防護壁に爪つめを立てるたびビクッと身体を震わせてはいるものの、駆真から託たくされた使命を放ほう棄きする気はないようだった。


　とはいえ空エ獣アと彼女らの間には、分厚い強化樹じゆ脂し製せいの防護壁が存そん在ざいしている。これがある限りそう簡かん単たんには──


「え────」


　在紗は短い声を発した。一番防護壁の近くに浮ふ遊ゆうしていた空エ獣アが、思い切り体当たりをしてきたかと思うと、その空エ獣アの身か体らだに折り重なるように、幾体ものワイバーン級が押し寄せてきたのである。


「うあ……グロ……っ」


　美須々が眉まゆをひそめ、嫌けん悪お感をあらわにする。それはそうだろう。何しろ一番最初に防護壁に突とつ入にゆうしてきた空エ獣アは、後続の空エ獣アたちに押し潰つぶされ、ただの肉にく塊かいのようになってしまっていたのである。


　だが、事態はそれだけでは終わらない。一体どれだけの空エ獣アが折り重なったときだろうか、在紗の目は、防護壁に小さな光る線を発見した。──亀き裂れつである。


「あ……」


　在紗が喉のどから声を絞り出したときには、既すでに他の三人もその非常事態に気づいていたらしい。美須々が在紗を庇かばうように覆い被かぶさる。


　次の瞬間、凄すさまじい音を立てて、頑がん丈じような防護壁は崩くずれ落ちた。


「きゃ──」


　在紗の視し界かいに、綺き麗れいな光の粒が幾つも舞まった。粉々になった防護壁の砕さい片へんが、ライトの光を受けて四方八方に輝かがやきを撒まき散らしているのだろう。


　だが、それらは在紗たちの上空数メートルというところまで落ちてくると、例外なく見えない壁かべに阻はばまれるように外に弾はじかれていった。不思議に思って在紗が辺りを見回すと、彼女らの周囲だけ瓦が礫れきが落ちていないことに気づく。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、皆みなさん」


　そう言ったのは在紗と美須々の前に立ったアステナだった。彼女は両手で複雑な印を組みながら、視線だけを在紗の方に向けている。在紗が小さくうなずくと、安あん堵どしたように息を吐ついた。


「結界盟めい術じゆつ・〈鉄キヤ城ツスル〉。こ、この中にいれば、とりあえずは安全だと思います……！」


　よく見てみると、彼女たち四人の周りには、半円形の淡あわい光の膜まくが出来ていた。どうやら、これが瓦礫の侵しん入にゆうを防いだらしい。


「これあんたがやったの？　凄すごいわね……」


　身を起こした美須々が呆ぼう然ぜんとした体ていで言う。在紗も同じ感想だった。これが盟術というものなのだろうか。未いまだに上空からは防護壁の欠かけ片らが落ちてくるものの、光の壁はそれらを全すべて弾いていた。


　だが、真に恐おそろしいのはそんな小さな瓦礫などではない。


　防護壁を壊こわす際に、少なくとも五体の空エ獣アが圧死したようだったが、まだまだ上空には無数のワイバーン級が浮遊している。しかも何故か、皆一様に在紗たちの方を向いていた。


　と、今度はウタが在紗に顔を向けたかと思うと小さく頭を下げてくる。


「チョっと行ッてキまスね」


「え……？」


　ウタは小さく笑うと、今度はアステナの方に向いた。


「金きん髪ぱつサン！　ワタクシをこの壁の外に出シテくれませン？」


「え？　あ……はい、分かりました。一瞬〈鉄キヤ城ツスル〉を解きますのでその間にお願いします」


「はいハイ」


　と、アステナが印を解くと、一瞬光の膜が搔かき消えた。その隙すきにウタが前方に駆かけだし、すぐにアステナが壁を再構築する。


「ちょ、ちょっと……危き険けんじゃないの!?」


　美須々が身を乗り出して叫さけぶ。が、すぐにその顔は狼ろう狽ばいから驚きよう愕がくに染そまった。


　ウタの背せがモコモコと盛もり上がったかと思うと、服を突き破って二本のケーブルが生えてくる。そしてその先に、いやに機械じみた『手』がポン、と出現した。


「どッセェぇぇイッ！」


　ウタは大きく振りかぶり、背に生えた『手』を上空の空エ獣アに放つと、その首を摑つかみ、自分の小さな身体を防護壁の上に引っ張り上げた。


「さ、いッキまァすヨオ！」


　そして防護壁に開いた大きな穴あなから外に出たウタは、前方の空エ獣アに『手』を放ち、恐ろしい勢いでボコボコと殴なぐっていった。


「……すご」


「う、うん……」


　美須々と在紗が見ようによってはシュールなその光景を眺ながめながら、呆然と呟つぶやいた。小柄な体格の少女が、全長五十メートルはあろうかという空エ獣アを次々と打ち倒していくのである。あまりお目にかかれるシーンではない。


　しかし、その快かい進しん撃げきに目を奪うばわれてばかりもいられなかった。確かにウタの力は圧あつ倒とう的である。大型種であるワイバーン級をものともせず、その死し骸がいを空に積み上げていく。


　だが問題はその数であった。一目見ただけでは全体数を把は握あくすることも困こん難なんな空エ獣アの大たい群ぐんが、波となって押おし寄せて来ているのである。ウタは順調に空エ獣アを倒たおしていくのだが、いくらなんでもそれら全てを打ち殺すことは叶かなわなかった。


　自然、そのウタの猛もう攻こうを避さけ、防ぼう護ご壁へきに開いた穴から在紗たちに襲おそいかかってくる空エ獣アも現れる。


「……ッ!!」


「あ……っ」


　三人を覆おおう光の膜まくに衝しよう撃げきが走る。どうやら観客席の中まで飛来してきた空エ獣アが爪つめを突つき立てたらしい。


「く──ッ！」


　アステナが苦しげな表情を作り、呻うなりを発する。なんとか光の膜は持ちこたえているものの、何度も攻撃を受けていればどうなるかは分からなかった。


　空エ獣アも何となくそれに気づいているのだろう、幾度も幾度も同じ箇か所しよに腕を、尾を振り下ろしてきていた。


「こ、このままじゃ──」


　アステナが眉まゆを八の字に歪ゆがめ、泣きそうな顔を作る。


　それに気づいたかのように、空エ獣アが大きく首を縮ちぢめた。








「この──退どけッ！」


　幾体ものワイバーン級の頭を、背を、羽を蹴けり、穿うがち、打ち払はらいながら、駆真は空エ獣ア群の中を急降こう下かしていた。痛つう覚かくも疲ひ労ろう感も思し慮りよの外。ただ一心不ふ乱らんに在紗のもとへと駆かける──！


　身体中に細かい傷きずを作りながらも空エ獣ア群を抜けた駆真は、急いで観客席の方に目をやった。何故か北側の一箇所にのみ、夥おびただしい数のワイバーン級が群むらがっている。


「く──」


　その中央に見えるのは、怒ど濤とうの勢いで空エ獣アに拳こぶしを突き立てるウタであった。だがそのすぐ後ろには、大きな穴の開いた防護壁と、今まさに空エ獣アに襲おそわれている在紗たちの姿があった。


　正直、駆真が思っていたよりも事態は深しん刻こくであった。確かに美栄は空エ獣アの注意が集中していると言っていたが、まさかあそこまで極きよく端たんに密みつ集しゆうするとは。


　そのせいで、周囲に展てん開かいしている騎き士したちもそこに駆かけつけられないでいた。在紗のいる位置を中心に空エ獣アが何層そうにも折り重なって浮遊しているため、容易に近づけないのである。


「────ッ！」


　両手で印を組み、結界を張るアステナの前で、一際大きな空エ獣アが首を縮めるのが視し認にん出来た。アステナは既すでに疲ひ弊へいした様子である。その空エ獣アの一撃を堪こらえることが出来るかは分からなかった。


　駆真は胃に冷たいものが広がるのを感じた。即座にマーケルハウツを〈翔ソア〉駆く動どうさせ、観客席上空に新たに形成された空エ獣ア群に突っ込んでいく。


「在紗、在紗──！」


　叫さけびながら、道をふさぐワイバーン級の頭を弾はじいていく。しかし如何いかんせん、数が多すぎる。そうしている間に、巨きよ大だいな空エ獣アは在紗の方に狙ねらいを定め、首を一直線に伸のばした。


「くッ！」


　絶望的な状じよう況きように顔をしかめ、さらに天駆機関をスピードアップさせる。


　──だが。


　ひゅん、と、空エ獣ア群の中央から、何かが上空へと弾き飛ばされた。


　見やると、それがワイバーン級の頭部であることが分かる。首を綺き麗れいに切断され、血の色で軌き跡せきを描えがいて上方へと飛んでいく。


「……何だ？」


　どうやらそれは、アステナの前に立ちふさがっていた巨大な空エ獣アのものらしかった。駆真が眉をひそめ、もう一度群むれの中心に視線を向ける。


　だが空エ獣アの首を切断したのは彼女ではなさそうだった。アステナと、首のなくなった空エ獣アの間に、一瞬前までなかった人ひと影かげが現れている。


「──松、永──？」


　駆真は、その名を喉のどから絞しぼり出した。


　そう。そこに浮遊していたのは、刀とう剣けん型の空くう装そうを振り抜いた姿し勢せいの、松永衛二であった。


『大だい丈じよう夫ぶですかッ！　姪めい御ごさん！』


　インカムから、衛二の声が聞こえてくる。何な故ぜかその言葉に、美須々がこくこくとうなずいた。
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　駆真が空エ獣アの合間をすり抜けて、どうにかその場に辿たどり着く。するとアステナは緊きん張ちようの糸が切れたかのようにその場に足をつくと、周りに展てん開かいさせていた光の膜を消失させた。


「ねえさま──」


　在紗が、駆真の元に駆かけてくる。駆真は膝ひざを折ってその小さな身体を受け止めると、優やさしく白い髪かみを撫なでた。


「ん、もう大丈夫だからね、在紗」


「うん──うん……」


　可か愛わいらしい声で、在紗が何度もうなずく。


　駆真としてはその余よ韻いんを存ぞん分ぶんに味わっていたいところだったが、どうもそんな余よ裕ゆうはなさそうだった。すっくと立ち上がり、ふやけていた顔に緊張感を注入する。


「か……駆真さん！」


　と、衛二が驚おどろいたような声をかけてくる。駆真はそちらを一いち瞥べつすると、小さく息を吐ついた。


「よくやった」


「は……はいッ！　ありがとうございますッ！　で……でも、ねえさまって……え？」


　何やら悩なやんでいる衛二を無視し、駆真は言葉を続けた。


「一体どうやってここに来た？　私でも時間を食ったというのに」


「あ……ええと、防ぼう護ご壁へきの内側を飛んで、この穴あなから。警けい報ほうが鳴ってからすぐ天駆機関と空装取りに戻ったんですけど、間に合ってよかったです」


　言って、防護壁に開いた穴を指さす。駆真は「なるほど」と呟つぶやいてから、アステナに目をやった。


「おまえも、よく持ちこたえた」


「あ……ありがとうございます……」


　そして駆真はすぐ上方に顔を向けると、大声でウタを呼よび寄せた。ウタは戦っていた空エ獣アの首を『手』で捻ひねり折ると、すぐさま防護壁の上から降おり、駆真の前に着地した。


「はいハイ、何デショ、マぁスター！」


「この三人を安全な場所まで連れていけ。出来るな？」


　駆真に命令──つまりは『願い』を与あたえられたウタは、嬉うれしそうに顔を輝かがやかせると、「はイッ！」と気持ちのいい返事をしてから、背せに生えた『手』で在紗、美須々、アステナの三人を優しく包み込んだ。


「ソレじゃ、行ッキまアすヨオ！」


　言うと、ウタは三人を背負うような格かつ好こうで観客席を走っていった。


　ふと──空エ獣アたちの注意が、駆真と衛二から、逃げ出したウタたちの方に移る。駆真は腰こしを落として目を尖とがらせた。


「行くぞ、松永。付いてこれるか？」


『は──はいッ！』


　駆真は小さくうなずくと、天てん駆く機き関かんを〈翔ソア〉、崩くずれた防護壁の上に身を躍おどらせると、もっとも近くにいた空エ獣アの首を打ち払った。無む論ろんそれだけではワイバーン級は倒たおれない。だが次の瞬しゆん間かん、駆真の蹴けりによって横に弾はじかれ、皮ひ膚ふ組織の伸のびきった首を、裂れつ帛ぱくの気合いとともに衛二が切断した。


「──こいつ」


　駆真は次なる獲え物ものの頭部を蹴り上げながら呟いた。衛二の飛空は決して上う手まいとは言えない。スピードはそれなりに出ているが、ハウゼル式の性能ならもっと小回りが利くはずであるし、急な回かい避ひ運動を行った際などは自分の動きが原因で体勢を崩すことなどもあった。正直、見ていられない。


　だが手にした剣けんを振ふり抜ぬくときの動作だけは、まるで別人のようであった。剣を下から上へと切り上げる際、全身に装そう着ちやくしたハウゼル式と彼の動きが、一瞬だけぴたりと嚙かみ合うのである。そうでなければ、駆真の補ほ助じよがあったとて、一撃でワイバーン級の首を落とすことなど出来はしまい。


　攻こう撃げきにのみ特化した、危き険けんな戦せん闘とうスタイル。駆真が決勝戦で戦った真田とはまったく逆の戦い方である。駆真は漠ばく然ぜんと、彼の背はい後ごに三谷原を置いてみたくなった。衛二が回避を考えずに剣を振るえたなら、一体どれほどの──


「────っ」


　駆真は顔のすぐ前を通った爪つめを避よけ、そのまま空エ獣アの腕うでに蹴りを見舞った。


　とはいえそれは、駆真を狙ねらったものではないらしい。見てみると、空エ獣ア群ぐんがウタたちを追うように移動していることが分かる。


　好機である。ウタたち──つまりは在紗の方に空エ獣アの視線が行くのは避さけたいところだったが、空エ獣アの、こちらに対する注意が散さん漫まんになるのは大歓かん迎げいだ。特に、飛行が不安定な衛二にとっては好条件だろう。


　次いで、その空エ獣アの頭部が、遠えん距きよ離りからの射しや撃げきによって弾かれる。──三谷原だ。駆真は心中で拳こぶしを握にぎった。状じよう況きようは確実に良くなっている。駆真にとっても。衛二にとっても。


　実際、サポートを得てからの衛二の活かつ躍やくは見違えた。


『でぁりゃァァッ！』


　叫さけびとともにワイバーン級の羽を両りよう断だんする。その攻撃のあとを考えているとは思えない豪ごう快かいな一撃である。無論すぐに他の空エ獣アに囲まれそうになるものの……そこは三谷原が許ゆるさなかった。的てき確かくな狙そ撃げきで空エ獣アの目を撃ち抜き、衛二の背後に迫せまりつつあった巨きよ大だいな影かげの進行を止める。その隙すきに、密みつ集しゆう地帯から抜け出した衛二は、またも別の空エ獣アに飛びかかっていった。


　後先を考えない無む鉄てつ砲ぽうな戦い方ではある。だがその一撃は、恐おそらく駆真の蹴りのそれに匹ひつ敵てき──否いな、純じゆん粋すいな一点の威い力りよくでいえば、それをも超こえるかも知れない。


「────ふん」


　駆真はワイバーン級の頭を蹴り払はらいながら鼻を鳴らした。


　己おのれの身を省みない馬ば鹿かのような攻撃狂いの剣。


　彼の戦い方は、必殺の一撃をどう命中させるかという一点に尽つきる。


　一いつ切さいの遠えん慮りよが要いらぬ強大な敵てき。


　最高の腕を持つ狙撃手。


　それらが揃そろった今この状況において、駆真は初めて彼の真しん価かを見た気がした。


　久しぶりに感じる。かほるやサキ、美栄などを初めて見たときの、微び細さいな高こう揚よう。


　──ああ、こいつの戦い方は、面おも白しろい。


「──ペースを上げるぞ。いけるな」


『は──はいッ！』


　衛二が無む駄だに元気な返事をしてくる。駆真は天駆機関のスピードを上げ、次の空エ獣アの首を蹴り払った。


　さらに、幾体もの空エ獣アが移動することで、密集していた空エ獣ア群が微び妙みように崩れ始める。


　周囲に展てん開かいしていた騎き士したちも次々と支し援えんに入り、会場上空を空エ獣アの血で染そめていった。








　佐間岡は、面白そうにモニタを見ながら手元の紙に何か書き込みをしていく元げん帥すいを横目で眺ながめていた。


　先せん刻こくいきなり警報が鳴り、およそ三百体のワイバーン級が現れた瞬しゆん間かん、音ね音おんは騎士たちに命令を下そうとして席を立った幹部を止め、各隊の隊長にそれぞれ対応させるよう指示を出したのである。


　そうして今、戦闘の様子を見ながら、時折身を乗り出す仕草までして、楽しそうにペンを走らせている。


　──間ま違ちがいない。佐間岡は確信した。彼女は今、己おのれの小隊に加える騎士を選定している。


「……良さそうな騎士はいましたかな」


　少しよう将しようが問うと、音音は優やさしげな微笑を崩すことなく口を開いた。


「ええ。面白い子たちがいっぱい」


　言って、ペンの尻しりを唇くちびるに当てる。


「やっぱり個人の対人戦じゃあ分からないことって多いわよね」


「……まあ、そうでしょうな。本番で闘たたかうのは空エ獣アですから。──しかし、だとしたら何故、草くさ薙なぎ特務小隊の選定を武会で行うことに同意なされたのですか？」


　佐間岡が問うと、音音は一瞬眉まゆを上げ、口元の笑みをさらに濃くした。


「──だって、メンバーなんて別に誰だれでもよかったんだもの。そもそも草薙特務小隊なんて部隊自体、政府の人たちが安心したいがために作るようなものでしょう？　実際あれを墜おとすときになったって、私がいればそれでいいじゃない」


　音音は、平然とそう言った。その口調に、冗じよう談だんめかした調子などはない。


　この女はただ、本心を言っているだけだ。愚ぐ直ちよくに、正直に。まるで揺ゆらぐことのない、自分への自信そのままに。


　佐間岡が押おし黙だまっていると、音音はモニタに視し線せんを戻してペンを走らせる作業に戻もどった。


「でも、ちゃんと見てみるものね。──なんて言うのかしら、そう、一いつ緒しよに戦ってみたい子たちが何人かいるわ。うふふ、これはちゃんと選ばないとね」


　佐間岡は苦笑しながらモニタに目を戻した。そこでは、鷹崎駆真と新人の騎士が、見事な連れん携けいでワイバーン級を何体も空に横たえている。


　元帥の基準がどのようなものかは知らないが……


「……ま、こちらは問題あるまい」


　先刻駆真が奇き跡せきのような舞ぶ空くうで空エ獣アの合間を抜ぬけ、その頭を蹴けり砕くだいたときに、音音がやたら嬉うれしそうに、紙に丸をつけていたのを思い出す。


「それよりも……だ」


　椅い子すに深く座すわり直し、端はしのモニタに目を向ける。縫ぬい傷きずだらけの奇き妙みような少女に背せ負おわれて観客席を走る、真っ白い少女の姿すがたが映うつっていた。


「ティアマット級の次はワイバーン級の大群か。……まさかこれほどとはな」


　佐間岡は細く息を吐はき、小さく唇の端を上げた。





　　　　　◇





「はあ……」


　駆真は重い荷物を背負ってでもいるかのような調子で背を曲げ、深いため息を吐き出した。


　それはそうである。あのあとどうにか空エ獣ア群を掃そう討とうし終えたものの、結局そうきゅんは手に入らず、辺りはもう暗くなりかけていた。詳くわしい時刻は分からないが、もうとうに六時は回っているだろう。これから家に帰っても、誕たん生じよう会かいの準備をする余よ裕ゆうはあるまい。


「大だい丈じよう夫ぶ……？」


　と、隣となりに立っていた在紗が心配そうな顔を向けてくる。駆真は力無く苦笑すると、その頭を撫なでた。


「うん、大丈夫。別に怪け我がとかはしてないから……」


　言ってため息をもう一つこぼす。


　在紗の手前、ネガティブな表情は見せたくなかったが、身か体らだに蓄ちく積せきした疲ひ労ろうもあってか、残念そうな心ここ地ちを隠かくしきれていなかった。


　と、その瞬間、駆真の目に、あるものが飛び込こんでくる。


「────ッ」


　駆真は全身を緊きん張ちようさせた。疲労と倦けん怠たい感に支配されていた身体が一瞬で覚かく醒せいし、指先どころか爪つめの先にまで活力が満ちる。呼こ吸きゆうが荒あらくなり、動どう悸きは激はげしくなっていった。まるで、獲え物ものを見つけた空くう腹ふくの猛もう獣じゆうである。


「……ねえさま？」


「ちょ、ちょっとだけ待ってて！　すぐ戻るから……ッ！」


　駆真はその場に在紗を残し、視線の先へと天てん駆く機き関かんを駆動させた。








「はあ……」


　槙奈は重い荷物を背負ってでもいるかのような調子で背を曲げ、深いため息を吐き出した。


　無事に空エ獣ア群の掃討を終えたのはいいのだが、結局試合には負け、空エ獣アの掃討数でも鷹崎小隊に及およばず、しかも不ふ名めい誉よなことに、戦闘中駆真に助けられてしまったのである。この状じよう況きようで明るく振ふる舞まえというのは無茶な話だ。


　と、槙奈は前方に、自分と同じようにため息をついている男を発見した。──衛二だ。いつもの彼からは考えられないような鬱うつ々うつとした調子で肩かたを落としている。


「……元気ないわね、松永くん」


「ああ……鳶一か」


　言って衛二がこちらに顔を向けてくる。と、槙奈はそこで、彼が手に大きなぬいぐるみを持っているのに気づいた。蒼穹園騎き士し団だんの公こう認にんキャラクター・そうきゅん。確か一回戦敗退者への賞品であった。


「あ、松永くんそれ貰もらったんだ。私受付に突つっ返してきちゃった」


「ん……ああ、一応記念にと思って。──でも、あんな情けない負け方……しかも一回戦敗退だもんなあ。駆真さんにいいとこ見せるどころか、マイナスイメージまっしぐらだよなあ」


　彼に似合わぬ気弱な言葉に、槙奈はフンと鼻を鳴らした。


「ウジウジ言ってんじゃないの。あんたらしくもない。何よ駆真さん駆真さんって。鷹崎が何だっての」


「あはは、ありがとよ。……にしても鳶一、なんでそんなに駆真さんのこと嫌きらってんだ？」


　衛二が不思議そうに尋たずねてくる。槙奈は荒あらぶる気持ちを抑おさえ込こむように腕組みした。


「あのスカしたような態度が腹はら立たつのよ。私なんか眼中にありませんよーてな感じでさ」


「何言ってんだ？　駆真さん、鳶一のこと誉ほめてたぞ？」


「……え？」


　槙奈は予想外の言葉に、思わず聞き返していた。──今、衛二は何と言った？


「俺おれが手本にするべきは自分じゃなくて鳶一だとか。自分と鳶一、どっちが騎士として優ゆう秀しゆうかっていったら、間ま違ちがいなく鳶一だとも言ってた」


「う……噓うそよ。あの鉄仮面がそんなこと」


「いや、ホントだって。噓だと思うなら本人に聞いてみろよ」


「え、だ、だって……そんな」


　槙奈はしどろもどろになって指をふるふると震ふるわせた。そう、常識で考えれば常に槙奈を馬ば鹿かにしているあの冷れい徹てつ女がそんなことを言うはずはないのだ。だが、衛二がそんな噓を吐つくような人間でないことは、もっと確かな事実であった。


　と──噂うわさをすれば影かげが差すものである。槙奈と衛二が話しているところに、いきなり駆真がつかつかと入り込んできた。


「た──鷹崎ッ!?」


　咄とつ嗟さのことに、妙みような声が出てしまう。何な故ぜだろうか、今駆真と対面するのは気まずいというか、恥はずかしい感じがした。


　だがそこで口をつぐんでしまうのは、駆真に負けるような気がしてならなかった。意を決して口を開く。


「ええと……鷹崎」


「…………」


　駆真は答えない。何故か衛二の持っているぬいぐるみを凝ぎよう視ししていた。


「その、なんていうか……さっきは、その……」


　槙奈は構わず言葉を続けたが、駆真は反応する素そ振ぶりすら見せなかった。さすがに不ふ審しんに思った槙奈は彼女の肩を摑つかむと、無む理り矢や理り自分の方に身体を向かせた。


「ちょっと！　聞いてるの!?」


「……ッ、鳶一……？　なんだ、いたのか」


「…………ッ!?」


　まるで槙奈の存そん在ざいに今気づいたかのような口振りで駆真が言う。槙奈は顔を真っ赤に染そめて歯を食いしばった。


「……それで、何か用か？」


「──っ、知るか！　馬鹿ッ！」


　やはりそうだ。鷹崎駆真。こいつはこういう女なのだ。冷徹で、不ふ遜そんで、槙奈を馬鹿にしている──ッ！


　子こ供どもの口くち喧げん嘩かのような幼よう稚ちな台せ詞りふを吐はいて、槙奈はその場をあとにした。








「……？　何を怒おこっていたのだ、鳶一は」


「さあ……」


　いきなり駆真の肩を摑んできたかと思えば、暴ぼう言げんを吐いて去ってしまった槙奈の背せを眺ながめながら、駆真と衛二は首を傾かしげた。


「あ、そういえば……何か用ですか、駆真さん」


　と、衛二が思いだしたように尋たずねてくる。──そうだった。駆真は大おお仰ぎように振り返ると、彼が手にしたソレに熱い視線を送りながら口を開いた。


「──松永。おまえ、小隊に入りたいと言っていたな」
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「………………」


「………………」


　鷹たか崎さき家の一階リビングで、駆かる真まと在あり紗さは無言で向き合っていた。


　ただ、少しおかしなところを挙げるとするなら、二人の目線の位置が著いちじるしく異なることだろうか。在紗がソファに腰掛けているのに対し、駆真はその前のカーペットに正座しているのである。


　まるで母親に怒られる子供のような構図であった。事実、どこか駆真の顔は、己の罪を悔い、極きよく刑けいを受け入れようとする受刑者の沈痛な面もちを思わせた。……もっとも、それに対する在紗は、少し困ったような表情を作っていたのだけれど。


　時刻はもう九時を回っている。駆真も在紗も先ほど帰ってきたばかりなので、部屋の装飾も料理の準備も何も出来ていなかった。もう、今日中に誕生会を行うという駆真の願いはほぼ費えてしまったと言っていいだろう。


　駆真は深いため息を吐いてから、深々と頭を下げた。


「……ごめん、在紗」


「え……ええと……何が？」


　駆真は数秒間カーペットに頭を擦りつけてから、苦笑する在紗に顔を向けた。


「武会に出ないなんて……噓ついちゃって」


「ああ……うん」


　在紗はようやく駆真の行動に得心がいったというようにうなずいた。


「別に、そんなに怒ってはいないけど……ねえさま、なんで武会に出場することを秘密にしてたの？」


　駆真は神しん妙みような顔でうなずくと、その場から立ち上がり、ソファの後ろに隠していた大きな包みを取り出し、在紗に手渡した。


「……これ、何？」


「開けてみて」


「ん……」


　在紗は言われるままに包装を解き──「わあ」と言って目を丸くした。


　中から顔を出したのは、在紗の上半身ほどもある巨大なぬいぐるみである。蒼そう穹きゆう園えん騎士団公式キャラクター・そうきゅん。駆真の求めたそのぬいぐるみは、ようやく在紗の膝の上に辿り着いた。


「すごい……おっきなそうきゅんだ──！」


　頰ほおを紅こう潮ちようさせ、嬉しそうに在紗が微笑む。その様子に、駆真はホッと胸を撫なで下ろした。無論在紗が喜んでくれるという確信はあったのだが、やはりそれが現実になると安心感が違う。


　在紗は数回そうきゅんの頭を撫でてから、両手を回してもふもふとその感触を楽しむように抱きしめた。嗚あ呼あ、なんと愛らしい。


　その仕し草ぐさに駆真の顔面の筋肉は瞬またたく間に弛ゆるみきった。目め尻じりは垂れ下がり、だらしなく開いた口からはよだれがすじを作って垂れている。しかしそれも仕方あるまい。在紗の笑顔というのはそれだけで垂涎の代物なのである。一年に一度の記念日に出現するとびきりの微笑みを前にして、駆真が平常でいられるはずがない。


「あ……これって、もしかして武会の賞品……？」


　在紗が、急に気づいたように顔を上げる。駆真はハッと目を見開くとよだれを拭ぬぐい、誤ご魔ま化かすように笑ってみせた。


「うん、そう。……どうしてもこれを在紗にあげたくてさ。悪いとは思ったんだけど、それまで秘密にしておきたかったんだ。──お誕生日おめでとう、在紗」


「あ……ありがとう」


　在紗は既に桜色に染まっていた頰をさらに色付かせ、少し恥ずかしそうにそうきゅんの頭部に顔の下半分をうずめた。


　その可愛らしさに溢れる仕草に、駆真の脳は沸ふつ騰とう寸前である。思わず身もだえしながら、今カメラを持っていない自分の不用意を悔くいた。本当であれば何枚も焼き増ししてラミネート加工を施し、常に携けい行こうせざるを得ないような代物なのである。


「でも……これって一回戦の賞品だよね……？」


　在紗が少し顔を上げて聞いてくる。よく覚えているものだ。駆真は彼女の記憶力に感心しながら首肯した。


「うん。……本当は一回戦で負けるつもりだったんだけど、なんか、勝っちゃって」


「え……じゃあ、これは？」


「ん、今ヽ度ヽ新ヽしヽくヽ小ヽ隊ヽにヽ入ヽるヽ人ヽに、譲ゆずってもらったの」


「ふうん……」


　在紗は数瞬、そうきゅんの手を取って適当に動かしていたが、すぐに微笑を作って言葉を発してきた。


「ん……やっぱり、ねえさま、負けちゃ、いや。


　──格好良かったよ、ねえさま」


　そう言ってから、在紗が少し恥ずかしそうに、口元をそうきゅんの頭にうずめた。


「──ッ、う……うん！」


　心臓がドクンと跳はねる。全身に巡る血液の速度が倍になったかのような錯覚が脳を満たした。嗚呼、この表情一つだけでも、無駄に試合をした甲斐があった。駆真にそう思わせるほどの強力な一撃だった。途方もない徒と労ろう。蓄ちく積せきされた疲ひ労ろう。そんなものが一瞬で蒸じよう発はつしてしまうかのような感覚である。


　──嗚呼、やはり在紗は可愛い。可愛すぎる。この世界の美しいものだけを凝ぎよう縮しゆくしても在紗には決して敵わないだろうという確信すら駆真の中にはあった。どんな美少女も彼女の前ではへちゃむくれ。足下にも及およばないどころか、在紗の姿容を目にするだけで、あまりの眩まぶしさに網もう膜まくが灼やかれてしまうだろう。そう、それほどまでに在紗の放つ光は他のものとは違っていた。


「…………あぁ」


　駆真は身をよじった。こういうときほど、言葉というものの不ふ便べんさを感じることはない。在紗の愛らしさを表現する言葉が、駆真の貧ひん弱じやくな語ご彙いの中には見あたらなかった。可愛いという表現だけでは在紗の存在の素晴らしさの一千億分の一も表しきれないというのに、それ以外に言葉がないのである。


　だが、なればこそ、人には言葉を発する以外の機能が備わっているのだろう。駆真は在紗の隣に腰掛けると、その白い髪を優しく梳すいた。指を滑るさらさらとした感触。嗚呼、それはまさに触ヽるヽ麻薬。駆真はたまらず、そうきゅんごと在紗をぎゅうと抱きしめた。


　瞬間、駆真の頭中に、在紗に言わねばならないことが顔を出す。


「……もう一つ、ごめんね」


「え……？」


　そう、駆真はもう一つ、在紗に詫びねばならないことがあったのだった。


「その……今日、お誕生会出来なくて」


「あ……」


　在紗は言われてようやく気づいたかのように声を上げてから、困ったように苦笑した。


「そんなの気にしなくていいよ……？　特に今日は、空エ獣アがいっぱい出て大変だったんだから……」


「ん……ありがとう……」


　在紗の言葉は、駆真を気き遣づかうというよりも、本心からそう言った感が強かった。駆真は在紗に悪いとは思いながらも、少しだけ放ほう念ねんを感じた。


　と、駆真が再び在紗の髪に手を触れようとした瞬間、その耳に呼び鈴の音が飛び込んできた。


「──ん？」


　駆真は不審げに片眉を上げ、廊下の方を見やった。来客にしては時間が遅すぎる気がするのだが……


「ちょっと待っててね、在紗」


「うん」


　ソファから立ち上がり、インターホンまで歩いていく。……が、その不ぶ躾しつけな客は、駆真が返事をする前に玄げん関かんを開け、鷹崎家に足を踏み入れていた。


「──三み谷や原はら」


「よォ」


　いつもの如くやる気のない返事をしたのは、両手にビニール袋を提げた三谷原だった。と、その後方に目をやると、なんと在紗の親友、美み須す々ずの姿も確認出来た。


「美須々ちゃんまで。どうしたの？」


　駆真が問うと、美須々はわははと笑いながら手にしたタッパーを差し出してきた。


「いやあ、こんな時間じゃ駆真さんお料理用意できないなあと思って。ママに頼んで作ってもらっちゃいました。アリサの誕生会、やるんですよね？」


「え……」


　駆真が目を丸くしていると、今度は三谷原がビニール袋を示してきた。


「いやァ、コンビニって奴ァ、ケーキまで置いてんだな。ま、ホールとはいかねェけどよ」


「おまえ……」


　駆真は目を伏ふせ、小さく、本当に小さく微笑むと、身を引いて道を開け、夜の珍客たちを歓かん迎げいした。


「入ってくれ」


「おう」


「おじゃましまーす」


　言って、二人が靴を脱ぎ、リビングへ向かう。リビングで駆真を待っていた在紗は、予想外の来客に驚いた様子で目を見開いた。


「美須々に、三谷原さん……？」


「アーリサー、おーめでとー！」


「……ま、そういうこった」


　在紗は一瞬混乱したような顔を作ったが、すぐに二人が自分のために来てくれたということを察したのだろう。申し訳なさそうな、しかしとても嬉しそうな複雑な表情を作って頭を垂れた。


「あーあー、気にすんなって。俺らが勝手に来ただけなんだし」


「そうそう、単に騒ぎたいだけってのもあったしねー」


　三谷原と美須々はそう言うと、テーブルの上に料理やケーキを並べていった。


「…………」


　在紗が、無言で駆真の方を見つめてきていた。駆真はとびきりの笑顔でそれに返す。


「せっかくだから、ごちそうになろうか」


「……うん！」


　駆真の一言で気負いがなくなったのか、在紗が元気よくうなずいて席に着いた。


　駆真もそれに続くようにしてテーブルに着こうとし……


「…………っ」


　背後に気配のようなものを感じて振り返った。


　そのまま壁際に歩くと、カーテンと窓を一気に開ける。


「……うわッ！」


「オオおッ!?」


　すると、外で聞き耳を立てていたと思しき二人組──アステナとウタが、支えをなくして部屋の中にごろんと転がってきた。


「……やはりおまえらか」


　駆真が刺すような眼がん光こうで睨にらみ付けると、二人は縮こまったように身を固くした。


「い、いえ、その……カルマ様をレーベンシュアイツにお連れしようと思って来たんですが……入るタイミングを逃してしまったというか」


「ソウそう、ナンていうカ、そんナ幸せソウにわいワイされルと、入っていキヅらいんデスよネエ」


「……ふん」


　駆真は鼻を鳴らすと、踵きびすを返して席に戻った。


「あ……あのう」


「マぁスター……？」


　情けない声を出してくる二人に、駆真は背を向けたまま答えた。


「祝いの席だ。食っていけ。そのあとで良ければ話くらい聞いてやる」


　アステナとウタは肩を震わせると、同時に「はい！」と言ってテーブルの方に歩いてきた。


「あ……！　アステナさん、ウタさん！」


　在紗が、またも驚いた様子で声を上げる。


「あ、あはは……どうも」


「まタ会いマシタねー、姪めい御ごサン」


「はい……こんばんは！」


　一気に人の数が増えたリビングの中央で、在紗がさらに笑みを濃くする。


　鷹崎家の夜は、もう少しだけ続きそうだった。




ＥＮＤ







あとがき







　どうも、お久しぶりです。もしくは初めまして。橘たちばな公こう司しです。


　光こう陰いんビームの如ごとし。早いものでもう四月。いろいろと始まりの時期ですね。カルマも初めての続刊です。お楽しみいただけたでしょうか。





　さて、先日のことですが、友人のシュガーフェイスと話をしていたわけです。どうやらカルマ一巻を読んでくれたらしく、ちょっとした感想とかいただきました。


　まあそこまではすごくありがたいんですが、彼はそのあとにこう続けたわけです。


「俺あのキャラ好きだわ。えーと、ほら、カステラ」


　一体誰のことでしょう。そんな長方形くさいキャラは出した覚えないんですが。


　ていうか本当にキャラなんでしょうか。明らかに食べ物ですよね。長崎の名産ですよね。文○堂ですよね。え？　喋しやべるんですか？　しかも金髪？　何言ってるんですか、あいつはほとんど全身黄金色じゃあありませんか。


　何か物凄く恐ろしいものが浮かんできましたよ？　縦になったカステラに目鼻と手足が生えてる感じです。さながら奥行きのあるぬりかべ。しかも金髪。意味分かりません。


「ほらあいつだよ、異世界の」


　うん、確かにそれは異世界の代しろ物ものだと思います。ていうか現世にいたらいろいろ怖いです。夜道で出会ったら失禁しますって。


「あれあれ、魔法使う奴」


　さらに手に負えなくなりました。どうやらこのモンスター魔法まで使うようです。これはかなり深刻な事態です。遭そう遇ぐうして逃げようと思っても瞬間移動とかして追ってくるに違いありません。逃げられないですよこれ。きっと袋ふくろ小こう路じに追いつめられてもふもふされるんです。そしてもふられた人は同じく身体がカステラになって夜道を彷徨うことになるに決まってます。えらいことです。誰かゴーストスイーパーか地獄先生に連絡を。


　……改めて訊いてみたんですが、なんかどうやらアステナのことらしいです。シュガーフェイス、君にジャック・バ○アーとジャック・ハ○マーを間違えた私を笑う権利はない。


　しかしまあ、本が出たということで、このように友人やブログのお客さんからちょくちょく感想をいただけるようになりました。ありがたいことです。やっぱりレスポンスがあるとやる気が出ます。それはもうもりもりと。


　なんとなくの傾向ですが、アステナは男性に、ウタは女性に人気があるように思います。んでもってゆらゆら姉妹は総スルー。何故。





　しかし今回、初めての続刊ということでいろいろ大変だったのですが、さすがに書く期間が二週間しかとれないと言われたときは顔が青くなりました。


　いや、すぐにプロット書けなかった私の自じ業ごう自じ得とくなんですけどね。最初から本になる前提でお話を書くってのも初めてなんでかなり緊張しました。間に合ってよかったです、ホントに。


　どうやらこの続きも書かせていただけるようで、嬉しい限りです。いろいろ伏ふく線せんちりばめてしまったので、なんとか回収していきたいと思います。いや、この二巻が致命的に売れなかったりしたらどうなるか分からないんですけどね（汗）。





　二週間しんどいとか言ってますけれど、そうなると無論いろいろな方にしわ寄せが行くわけで。


　イラストの森沢晴行さんも、ハードスケジュールの中頑張ってくださいました。いや、マジで槙まき奈なと衛えい二じのキャラデザ来たとき叫びましたよ。格好良すぎでしょアレ。槙奈の天駆機関とかどストライクですよもう。


　担当編集者のＫさん、Ｈさんも、慣れない作業に付き合っていただき、ありがとうございます。次はもう少しプロット速く書けるように……出来たらいいなあと願ってやみません。


　なんかもうスペシャルサンクスみたいになってるのでこのまま続けちゃいましょう。


　一巻から続けて読んでくださっているあなたへ。本当にありがとうございます。次も頑張りますのでよろしくお願いします。


　今回初めて手にとってくださったあなたへ。多分二巻だけでも読めないことはないと思いますが、なんで唐突にこんな連中出てくるんだよ、みたいに思われましたら一巻を読んでいただければと。きっともっとよく分からなくなります。いぇい。


　それでは、またお会い出来ることを祈っております。







橘　公司　　


http://close.h-doing.com/





著者


橘公司


●たちばなこうし





東京都在住。第20回ファンタジア長編小説大賞準入選作『蒼穹のカルマ』でデビュー。先日データを整理しているときに、自分が高校一年生の頃書いた拙く痛々しい小説を発見。身をよじり、うわぁと叫び、冷や汗をだらだら流しながら読了。体重２キロ落ちました。痛々しい過去を持つ者なら誰でも出来る黒歴史ダイエット。皆さんも試してみては。





蒼そう穹きゆうのカルマ２





橘たちばな　公こう司し
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